
102号 ビット (S P l102)(第 164図 )

190は土師質土器の小皿である。日縁部は外反し、内外面は回転ナデが施されている。摩滅

が激しく流れ込みと思われる。

191はサヌカイト製の石鏃である。基部を欠損し、縁辺部に粗い調整加工を施している。両

面ともに 1次祟J離痕を残している。

122号 ピット (S P l122)(第 164図 )

192は壷形土器の底部である。底部は上げ底を呈し、体部は直線的に立ち上がる。体部外面

はタテナデ、内面はヨヨナデで調整される。

131号ビット (S P l131)(第 164図 )

193は高杯の杯部底面の円板か、鉢の底部と思われ

る。

L=6150m

1褐色10YR4/4砂質土
2褐色10YR4/6砂質土

ヽプ
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153号ピット (S P l153)(第 164図 )

194は壺形土器の日縁部の破片である。日縁端部は方形におさめ、端面上部に刻目文を施

す。日縁部は頸部より緩やかに外反しながら立ち上がる。日縁部内外面はヨヨナデで調整す

る。

158号ビット (S P l158)(第 164図 )

195はサヌカイト製のスクレイパーと思われる。薄手の横長手1片 を素材として用い、下端部

に調整加工を施し刃部を作出している。形状からドリル未製品とも考えられる。

184号ビット (S P l184)(第 165図 )

196は結晶片岩製の打製石庖丁である。薄手の手1片 を素材として用い、両側縁両面に調整加

工を施し刃部を作出している。

195号ビット (S P l195)(第 165図 )

197は結晶片岩製の石鎌である。素材として薄手の制片を用いる。下縁部に狭 りが認められ

る。一方の端辺を欠損している。

230号ビット (S P 1230)(第 165図 )

198はサヌカイト製の石鏃である。縁片には粗い調整加工を施し、基部に決りは認められな

い。最大幅は体部上位にきており、凸基式と思われる。

264号ビット (S P 1264)(第 165図 )

199はサヌカイト製の石鏃の未製品である。縁辺部に粗い調整加工を施し、1次手1離痕が両

面に残存している。

383号ピット (S P 1383)(第 165図 )

200は壺形土器の底部である。底部は平底を呈し、体部は外彎しながら立ち上がる。外面は

タテハケメ、内面はタテナデで調整される。

449号ピット (S P 1449)(第 165図 )

201は壷形上器の底部である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ちあがる。外面はタテ

ヘラミガキで調整される。

462号ビット (S P 1462)(第 165図 )

202は甕形土器の底部である。底部は上げ底を呈し、体部中位に向かい直線的に立ち上が

る。外面はタテナデ、内面は指頭圧痕で調整される。

478号ビット (S P 1478)(第 166図 )

203は紡錘車である。中央部は貫通した円孔が認められる。

481号ピット (S P 1481)(第 166図 )

204は結晶片岩製のリタッチド・フレイクと思われる。上部は欠損している。下部は研磨痕

が認められる。
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482号ピット (S P 1482)(第 166図 )

205はサヌカイト製の石鏃である。側縁部に調整加工を施し、1次祭1離痕が両面に残る。基

部に狭 りは見られず、最大幅は基部の近くにあり凸基式と思われる。

603号ビット (S P 1603)(第 166図 )

206は甕形土器の底部である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ち上がる。

688号ビット (S P 1688)(第 166図 )

207は手1片である。石材はサヌカイトを使用している。背腹両面はネガティブな手1離面で構

成されている。背面は一部自然面が残存している。

780号ビット (S P 1780)(第 166図 )

208は壷形土器の底部である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ち上がっている。体部

外面はタテヘラミガキ、内面はタテナデで調整されている。

887号ビット (S P 1887)(第 166図 )

209は壷形土器の底部である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ち上がる。調整は体部

外面がタテナデ、内面はヨコナデである。

890号ピット (S P 1890)(第 167図 )

210は主形土器の底部である。底部は平底を呈している。

211は紡錘車である。形状は方形状を呈し、中央部には貫通した円孔が認められる。外面に

は櫛描直線文が施されており、土器からの転用品と思われる。

940号ビット (S P 1940)(第 166図 )

212は甕形土器の破片である。日縁端部は上下に拡張し、日縁部は「く」の字状に外反す

る。端面は 2条の凹線文を施す。日縁部は内外面ヨヨナデで調整される。

123号ビット (S P 10123)(第 166図 )

213は壷形土器の日縁部の破片である。日縁端部を方形におさめ、日縁部は緩やかに外方に

屈曲する。外面はヨヨナデ、内面はタテナデで調整される。

136号 ビット (S P 10136)(第 167図 )

214は結晶片岩製の打製石庖丁である。薄手の制片を素材として用い、両側縁両面に粗い調

整加工を施し、刃部を作出している。短部に狭りは認められない。

484号ビット (S P 10484)(第 166図 )

215は壺形土器体部の破片である。体部外面には簾状文、竹管文 2条が施されている。竹管

文以下はヨコハケメで調整される。

216は甕形土器口縁部の破片である。日縁端部は丸くおさめ、日縁部は緩やかに外方に屈曲

する。
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487号ビット (S P 10487)(第 167図 )

217は紡錘車である。形状は円形を呈し、中央部には円形の穿孔が施されている。

491号ピット (S P 10491)(第 167図 )

218は結晶片岩製の柱状片刃石斧である。下半部を欠損している。研磨痕が全面に施される。

534号ピット (S P 10534)(第 168図 )

219は結晶片岩製の打製石庖丁である。薄手の手1片 を素材とし、両側縁両面に調整加工を施

し、刃部を作出している。

573号ビット (S P 10573)(第 168図 )

220はサヌカイト製の石鏃である。縁辺部に粗い調整加工を施している。裏面に 1次調整痕

が残存している。

632号ビット (S P 10632)(第 168図 )

221はサヌカイト製の石鏃である。縁辺部に粗い調整加工を施し、1次調整痕が残存してい

る。最大幅は基部に近 く凸基式と思われる。

222はサヌカイト製の楔形石器である。形状は三角形状を呈し、両側縁には裁断面が認めら

れる。

223は甕形土器の底部である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ち上がる。体部外面は

タテヘラミガキ、内面はタテナデで調整される。

661号ビット (S P 10661)(第 168図 )

224は壷形土器の日縁部の破片である。日縁端部は方形におさめる。日縁部は緩やかに外方

に傾いている。日縁部は内外面ヨコナデで調整する。

225は甕形土器の日縁部の破片である。日縁端部を方形におさめ、日縁部は外方に屈曲して

いる。体部は 5条の櫛描直線文、刺突文が施されている。日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面

はタテハケメで調整される。

226は甕形土器の口縁部の破片である。日縁端部は丸くおさめる。日縁部は緩やかに外方に

屈曲している。

664号ビット (S P 10664)(第 169図 )

227は砂岩製の磨石である。偏平な丸石を素材として用いる。下部は欠損している。両面中

央部には、研磨痕が認められる。側縁には敲打痕が施されている。

677号ビット (S P 10677)(第 169図 )

228は結晶片岩製の石製品である。薄手の手1片 を素材として用いる。両端は欠損している。

下縁部の両面に調整加工を施し、刃部を作出している。

229は砂岩製の叩石である。偏平な丸石を素材として用い、側縁全面と表面に一部敲打痕が

認められる。
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808号ビット (S P 10808)(第 170図 )

230はサヌカイト製の石製品である。両端部を欠損しており全体の形状は不明である。両面

に丁寧な調整加工が施されている。

982号ピット (S P 10982)(第 170図 )

231は甕形土器の日縁部の破片である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部は「く」の字状に外

反している。

984号ビット (S P 10984)(第 170図 )

232は緑色凝灰岩製の管玉である。長さ1.15cln、 直径0.38cln、 孔径0.1lclllを測る。形態は細

型を呈している。
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包含層出上遺物

弥生土器 (第 171～ 178図 )

233～ 270は壺形土器である。233～ 249。 25Hま筒状の顎部を持ち、日縁部は緩やかに外反す

る。233は 日縁端部を上方にやや拡張し、日縁部内面に竹管文を施す。234～ 237・ 239・ 244は

日縁端部を上下に拡張し、234は 日縁部内面に櫛描直線文を施す。2351ま頸部外面に櫛描直線

文を施す。2361ま 口縁端部に刻目文、日縁部内面に貼付突帯、刺突文を施す。237は 日縁端部

に斜格子文と円形浮文、日縁部内面に斜格子文、円孔、刺突文を施す。239は 回縁端部上位に

刻目文を施し、日縁部内面に貼付突帯刻目文、貼付突帯を施す。244は 日縁端部上下に刻目文

を施す。238は 日縁端部を下方に拡張し、端部上位に刻目文、下位に円形浮文を施す。240。

242・ 247・ 248・ 249・ 251は 日縁端部を方形におさめ、240は端部上下端に亥1目文を施す。242

は端部に刻目文を施す。249は頸部外面に櫛描波状文を4条施す。242・ 247・ 248は頸部外面

をタテハケメで調整する。241は 日縁端部を丸くおさめ、端部に刻目文を施す。243は 日縁端

部を下方に拡張し、端部に刻目文と凹線文を交互に3条施す。245は 口縁端部を丸くおさめ、

日縁部外面にヨコヘラミガキを施す。246は 日縁端部を上方に拡張し、平坦におさめる。頸部

には2条の貼付突帯を巡らし、刻日文を施す。2501ま 日縁部を方形におさめ、屈曲して外方に

のびる。252～ 2641ま壺形土器の頸部もしくは体部の破片である。252は櫛描波状文を4条施し、

体部中位にかけてタテヘラミガキで調整する。253は頸部外面に櫛描直線文、その下に2条の

刺突文を施す。254。 255は頸都外面に櫛描直線文を施す。256は頸部外面に刺突文を施す。257

は体部外面に矢羽根状沈線文を施す。258は体部外面に簾状文、櫛描波状文、櫛描直線文を施

す。259は体部外面に櫛描直線文、波状文を施す。260は櫛描直線文と刺突文を交互に施す。

261は体部外面に5条の櫛描波状文を施す。262は体部外面に櫛描波状文、櫛描直線文、刺突文

を施す。263は顎部外面に指頭圧痕文突帯を2条、264は 1条施す。265～ 270は底部である。265

は平底、266～ 270はやや上げ底を呈する。265'266は体部外面にタテハケメ、267・ 270は タ

テヘラミガキで調整される。269は底部に穿子とを持つ。271～ 329は甕形土器である。271'272

は日縁部に貼付突帯を施 し、頸部に櫛描直線文を施す。271は 日縁端部に刻目文を施す。

273～ 317は 口縁部は「く」の字状に外反する。このうち口縁端部は273。 274,276'278。 279・

282・ 284～ 291・ 293～ 295。 297'301～ 303・ 306が丸く、275'277・ 280。 281'283。 292・ 296・

298～ 301・ 304・ 305。 308～ 310が方形、307は上方にやや拡張 し、311～ 317は上下に拡張す

る。273・ 274は頸部に櫛描直線文を施し、274はその下に刺突文を施す。275・ 276は 日縁端都

に刻目文、頸部に櫛枯直線文、275はその下に刺突文を施す。277～ 284は 口縁端部に刻目文、

277。 278は頸部に櫛描波状文を施す。304・ 308は体部中位、305は体部上位に刺突文を施す。
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3■は頸部外面に指頭圧痕突帯文を施す。3141ま 口縁端部に凹線文を 1条、316は 2条施す。279・

282・ 284～ 287は体部外面をタテハケメ、282は体部内面をヨコハケメで調整する。283は体部

外面にタテハケメのちタテヘラミガキ、体部内面はヨコハケメで調整する。288・ 289は体部

内外面ヨコハケメで調整する。295は体部外面にタテハケメ、体部内面はヨコヘラミガキで調

整する。296・ 297は体部外面をタテヘラミガキ、頸部内面をヨヨヘラミガキで調整する。298

は体部内面をヨコヘラミガキで調整する。306・ 307は体部外面にタテハケメ、306は頸部内面

をヨコヘラミガキで調整する。308は体部外面中位以下をタテヘラミガキ、体部内面タテヘラ

ミガキで調整する。3091ま体部外面タテハケメ、体部内面ヨコヘラミガキで調整する。310は

体部内面ヨコヘラミガキで調整する。312は体部内面をヨヨヘラミガキで調整する。317は体

部外面をヨコハケメで調整する。318～ 329は底部の破片である。318～ 321・ 326・ 327は平底

を呈し、318・ 319は体部外面にタテヘラミガキ、32Hよ タテハケメで調整する。322～ 325・ 328・

329は上げ底を呈し、322・ 324,325は体部外面にタテヘラミガキで調整する。322・ 325～ 327

は底部に穿子とを持つ。330は鉢形土器である。底部は上げ底を呈し、体部外面はヨヨナデ、体

部内面はヨコナデ後タテヘラミガキで調整する。331・ 332は高不である。331は体部は皿状を

呈し、日縁部は垂直に立ち上がる。日縁部には凹線文を2条施し、体部内外面はタテヘラミガ

キで調整する。333・ 334は蓋形土器である。333は項部がへこみ、334は頂部が平坦である。

335～ 349は紡錘車である。336がハケメ、337・ 338・ 340～ 342・ 346・ 349がヘラミガキで器面

に調整をとどめている。

石器 (第 179～ 221図 )

350～ 406は石鏃である。石材はすべてサヌカイトを使用している。350～ 364は平其式であ

る。365～ 389は凹基式であり、狭 りのやや深いもの (369。 372・ 378・ 379・ 386。 387)と浅

いもの (365～ 368・ 370。 371・ 373～ 377・ 380～ 385・ 388・ 389)に分けられる。390～ 4031ま

凸基式である。基部の短いもの (390～ 393・ 402)と基部の長いもの (394～ 401,403)1こ 分

けられる。403～ 406は有茎式の石鏃である。406は復元長3cmを越える大形のものと思われ

る。407～ 4251ま スクレイパーである。石材は407～ 423がサヌカイト、424・ 425は結晶片岩を

使用している。主に横長手1片 を素材として使用し、407～ 412・ 415～ 419。 421～ 425が両面調

整、413・ 414・ 420が片面調整により刃部を作出している。407・ 408・ 410・ 413'416～ 418・

421～ 423は他の側縁にも調整痕が認められる。426～ 450は楔形石器である。石材は全てサヌ

カイトを使用している。426・ 429～ 432・ 436・ 437・ 439。 440・ 445～ 449は一側縁に裁断面を

持ち、427・ 428・ 433～ 435'438。 444・ 450が二側縁に裁断面を持つ。下辺は両極打法により

刃部を作出している。451・ 452はサヌカイトを石材として使用する石槍である。一次手1離痕

を残すが両側面に丁寧に両面調整加工を施している。下部は欠損している。453・ 4541ま石父1
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である。石材は結晶片岩を使用し、両面に丁寧な研磨痕を施している。刃部は側縁に両面調

整を行った後研磨を施し作出している。下部は欠損している。455～ 55Hよ石庖丁である。石

材は455～ 549・ 551が結晶片岩、550がサヌカイトを使用している。455'470。 471・ 478～ 480・

510・ 511以外は全て欠損品である。扶りのない455～ 471'472～ 478・ 482・ 483・ 486～ 496・

499～ 508と 狭りのある479～ 481・ 484・ 485。 509～ 523に分かれる。いずれも薄手の手1片 を素

材とし、一側縁に調整加工を加え刃部を作出している。550は一側縁に調整加工を加え、端部

に快りを持つ。551は片側に研磨痕を持ち、一側縁に調整加工を加え刃部を作出している。形

状より磨製石斧の破損品の再利用と思われる。552～ 555は石鎌である。石材は552がサヌカイ

ト、553～ 555は結晶片岩を利用している。552・ 553・ 5551ま両側縁に両面調整加工を施してい

る。554は両側縁に片側より調整加工を施 している。556・ 558は小形方柱状片刃石斧である。

石材は全て結晶片岩を利用している。前面は長軸方向の擦痕、他の側面は斜行するものが認

められる。556は体部に快 りを施している。557・ 559・ 560。 564・ 565は柱状片刃石斧である。

557以外は欠損品である。557は長軸方向の擦痕を主とするが、側縁に一部斜行するものが認

められる。559は前面と側面に長軸方向と斜行する擦痕が認められる。側縁に自然面を残す。

560は側縁に長軸方向の擦痕を施す。564は側縁に長軸方向の擦痕を施す。前面と背面には自

然面と一部調整痕が認められる。565は全面に長軸方向の擦痕を施し、一部調整痕が認められ

る。561～ 563は大形蛤刃石斧である。全て欠損品である。石材は561がハンレイ岩、他は片岩

が使用されている。561は下部に敲打痕が認められる。562は前面と側面に研磨痕、側縁には

敲打痕が認められる。563は前面に敲打痕が認められる。566～ 569は扁平両刃石斧である。石

材は全て結晶片岩が使用され、568以外は全面に研磨痕を施し刃部を作出している。570は環

状石斧である。石材は結晶片岩を使用している。側縁に一部敲打痕を残している。571～ 574

は円柱状石斧である。全て欠損品である。石材は571～ 573は結晶片岩、574はサヌカイトを使

用している。両側縁両面調整により形を整えている。575～ 582は小形円柱状石斧である。

575～ 581は結晶片岩、582はサヌカイトを石材として使用している。全て欠損品であるが、

577～ 579は全面に研磨が施され、575・ 580～ 582は刃部を研磨により作出している。583は石

鍬で、石材は結晶片岩を使用している。両面調整加工により刃部を作出している。584～ 586

は石錐である。584・ 585は完形品、586は上下縁部を欠損している。石材はサヌカイトを使用

し、丁寧な調整加工を施し刃部を作出している。587～ 592は叩石である。587がチャート、588

は結晶片岩、他は砂岩を石材として使用している。側縁部には敲打痕が認められる。593～ 601

は砥石である。石材は593・ 594・ 596・ 599～ 601が砂岩、595。 597・ 598が結晶片岩を使用し

ている。全ての石器に表裏2面の研磨痕が認められる。593・ 598'600は 側縁部に敲打痕が認

められる。
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第221図 遺物包含層出土遺物実測図60

時  期 石 器 縄文/    弥           生
石

器種

石材

片乃

Tえ

ア岩

イ

か

―

契
形
石
器

翼
状
制
片

横
長
制
片

縦
長
剣
片

制

　

片

石

　

核

石
　
　
匙

石
　
　
鏃

文 イ

タ

レ l

契
形
石
器

石

　

槍

石
　
　
剣

石

庖

丁

石
　
　
鎌

石
　
　
斧

石
　
　
鍛

石
　
　
錐

磨
　
　
石

叩
　
　
石

ほ
　
　
石

材

　

計

遺
構
内
（プ
ロ
ッ
ク
）

サヌカイト 2 6 0 0 0 0 0 0 0

チ ャ ー ト 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 l

片 岩 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 0 1 2 0

砂 岩 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 7

計 2 6 0 0 1 7 0 2 4

包
　
　
合
　
　
層

サヌカイト 3 5 7 1 l 0 1 1 0 3 0 0

チ ャ ー ト 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

片 岩 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 l 0 0 1 3

砂 岩 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6

/Jヽ 計 3 5 7 1 2 1 2 4 l 3 0 9

器  種  計 5 1 4 l 2 11 5 1 3

第 2表 日吉谷遺跡石材別石器組成表
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14)古墳時代末～古代

はじめに

古墳時代末～古代にかけての遺構の密度は非常に薄い。遺構は主に調査区の北側にかけて

まばらに展開している。主な遺構は竪穴住居跡 1、 土坑 9が検出された。 (第222図 )こ の時

代の注目される遺物は円面硯、黒色土器、土師器、須恵器等がある。特に円面硯は一般集落

で比較的見られない遺物が出上している。

「
‐‐‐‐「‐‐‐‐′相相相相円相
‐‐‐‐‐相相‥‐‐‐‐‐‐‐「引相湘引
‐′‐悧」十日悧悧日』円Ｎよ【‐‐
∞、

L=61 70m SPl
AM灯

L=6170m
B~ ~~ B'

L=61 70m SP3
C~  ~c'

締
ｓＰｌ

′／

〆

1暗褐色10YR3/4砂 質土(上器片・炭化物含む)
2に .ざい黄褐色10YR5/4砂 質土
3に ,Sくい黄褐色10YR5/4砂 質土

:にぶtキ憂帽琶認い影:務暮圭
に器片・脚 し物含0

6褐色10YR4/4砂 質土(土器片・炭化物含む)
7に ,Stい黄掲色10YR4/3砂 質土(炭化物含む)
8に ,Sくい黄褐色10YR5/4砂 質土 (炭化物含む)
9に ,Sヽい黄橙色10YR6/4砂 質土

1に ,こくい黄褐色10YR5/4砂質土(上器片・炭化物含む)   7褐 色10YR4/4粘性砂質土(炭化物含む)
2褐色10YR4/4砂質土(土器片含む)           8に しきくい黄褐色10YR4/3砂質土(土器片・炭化物含む)
3に .Sヽい黄褐色10YR4/3砂質土(土器片・炭化物・焼土含む)9:こ .sヽぃ黄褐色10YR4/3粘性砂質上(上器片。炭化物含む)
4に しヽくい黄掲色10YR4/3砂質±              lo黒 褐色10YR2/3砂質土
5にし工い黄褐色10YR4/3砂質土(上器片・炭化物含む)     (炭 化物多く含む。土器片・焼土含む)
6黄褐色10YR5/6砂 質土(上器片・炭化物含む)      ■黄褐色10YR5/6砂質土

第223図  S B 1001実測図
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竪穴住居

1号竪穴住居 (S B 1001)(第 223。 224図 )

A調査区 I・ J-9。 10グ リットから検出された竪穴式住居である。東から北への緩やか

な斜面状に位置する。北側にはS K1033、 南側にS K1014が位置している。遺構の北側は東

西方向に後世の濠堀により攪乱を受け、また北端は生活用道路の為、調査は行われなかった。

平面プランは方形を呈し、規模は現状で長軸430cln、 短軸 410clll、 深さ20cmを測る。主軸はN―

25°一Wである。推定面積は、17.63m2でぁる。内部構造としては、竃が北辺中央部に位置して

いる。竃からは甕 2点が倒壊した状況で検出された。床面は水平を呈し、壁面はやや急斜面

である。埋土は 4層 に分層される。主柱穴は 4基検出されている。柱心間距離はPl-2が

138cm、 P2-3が 138cln、 P3-4が 150cal、 P4-1が 126clllを測る。床面南西部からは炭

L=6170m

S B 1001電実測図
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化物の広がりが認められる。また遺構内

からは、北壁より土坑が検出された。北

側部分は前述の通り調査が行われておら

ず全容は不明であるが、規模は現状で長

軸78cIIl、 短軸48clnを 測る。土坑は貯蔵穴

的な性格を持つ物と思われる。

出土遺物 (第225。 226図 )

出土遺物は弥生土器、土師器、土師質

土器、須恵器、石鏃、石錐、打製石庖丁、

台石が出土している。遺物は細片が多く実測可能遺物は14点である。

602は土師器の杯である。日縁端部はやや尖り気味におさめ、日縁部は外反する。体部はや

や内湾気味に立ち上がる。体部外面上位はヨコヘラミガキ、中位～底部はヘラケズリで調整

される。日縁部内面はヨヨナデで調整される。体部内面上位～中位にかけて斜放射文、中位

～底部にかけて放射状文が施されている。

603・ 604は上師器の鉢である。日縁端部は丸くおさめ、日縁部はやや外反する。603は体部

はやや内湾しながら立ち上がる。日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面はタテハケメ、体部内面

は板ナデで調整される。604は体部はやや外方に傾きながら直線的に立ち上がる。日縁部は内

面ヨヨナデ、体部外面はタテハケメ、体部内面は板ナデで調整される。

605～ 609は土師器の甕である。日縁部は玉縁状を呈するタイプ (605)と 丸くおさめるタイ

プ (606～ 608)がある。日縁部は頸部より緩やかに外反し、体部はやや内湾しながら立ち上

がる。日縁部は内外面ヨヨナデ、体部外面はタテハケメで調整される。日縁部内面はヨヨナ

デ、605・ 607・ 608が体部内面ヨヨハケメの後指頭圧痕で調整される。606は指頭圧痕が認め

られる。607・ 608は体部内面に粘土紐の痕跡が認められる。609は底部の破片である。底部は

丸底を呈し、体部は直線的に立ち上がっている。体部外面はタテハケメで調整される。

◇

0

第226図  S B 1001出土遺物実測図(2)
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610～ 612は須恵器の杯である。日縁部は内傾

して立ち上がり、端部は丸いと受け部はやや上

方へ伸びている。小片であるが陶邑編年TK―

217段階に位置付けられると思われる。

613はサヌカイト製の石鏃である。全面に丁寧

な調整加工がみられ、基部は平である。

614は石錐である。石材はサヌカイトを用いて

いる。

615は結晶片岩製の打製石庖丁である。両側面

両面に調整加工を施している。

土坑

109号■FA(S K l109)(第 227図 )

E調査区の北側、N-8・ 9グ リッドから検

出され、本遺構北側はS Kll10が位置している。

本調査時に遺構上部を掘削しており、遺構上半

部は推定ラインが引かれている。平面プランは

隅丸長方形状を呈し、規模は現況で長軸150cln、

短軸65clll、 深さは70cmを呈する。床面は水平を

"皓0も《大ぅ

第227図  S K m09実測図

L=6140m

1責褐色10YR5/6砂質土
2褐色10YR4/6砂 質土
3褐色7 5YR4/6砂 質土
4褐色10YR4/6砂 質土

鰺鬱
③

,

第228図  S K l109出上遺物実測図
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呈し、壁面はやや急斜面で

ある。埋土は 4層 に分層さ

れ、遺物は中央部やや東側

上層 1・ 2層の褐色砂質土

より出上している。本遺構

はレンズ状に堆積 している

が、遺物が上層より出土し

ており、遺構面はやや上部

に存在する事も考えられる。

出上遺物 (第228図 )    1暗
掲色10YR3/4

出土遺物は土師器甕 4点、  砂質土

土師器細片36点が出土して

いる。実測可能遺物は 4点

のみである。

616・ 617は土師器甕であ

る。616は胴都中位と底部を

0                          1m

第229図  S K l120実測図

欠損しているがほぼ完形である。日縁端部を丸くおさめ、

日縁部は「く」の字状に外反する。体部はやや内湾しな

がら立ち上がる。日縁部内外面はヨコナデ、体部外面は

タテハケメで調整する。頸部内面はヨヨハケメ、体部内

面には指頭圧痕文が認められる。617は 日縁端部を丸くお

さめ、日縁部は「く」の字状に外反する、日縁部内外面

はヨヨナデで調整される。

618は弥生土器の底部である。底部は平底を呈し、体部

は直線的に立ち上がる。

120号土坑 (S K l120)(第 229図 )

E調査区の南側、K-10グ リッドに位置し、SP■54

を切った状況で検出された。東側には S Kll18、 SK

ll19、 S Kl121、 SK■ 22が隣接している。平面プラン

は[爵九円形を呈し、規模は長軸90cln、 短軸85cln、 深さは

8 cmを 測る。床面には凹凸は認められず、ほぼ水平で、

にし革い黄禍色10YR5/4砂質土 (炭化物を含む)
0            50cm

第230図  SK■ 27実測図
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L=6140m

1褐色10YR4/4砂 質土

0                    50cm

第231図  S K l135実測図

壁面は緩斜面である。埋土は暗褐

色砂質± 1層で、出土遺物は埋土

中より上師器細片 3点、サヌカイ

ト片 2点が出上している。遺物は

細片のため実測可能遺物は認めら

れない。

127号上坑 (S K m27)(第 230図 )

E調査区の南端、 J-10グリッ

ドに位置し、東側はS Kl125、 S

K■30が隣接している。遺構南側

は調査区外に当たっており、調査

が行われていないため南側の形状

は不明である。平面プランは隅丸

方形状を呈していると思われる。

規模は現状で長軸70cm、 短軸 35cm、

深さ10cmを 測り、断面はU字状を

1 1ここSttヽ黄掲t10YR4/3
砂質土
2にしまい黄褐色10YR5/3
砂質土

L=5990m

0            50cm

第232図  S K H39実測図

L=5860m

祥r

1に しヽくい黄掲色10YR4/3
粘性砂質土 (炭化物を含む)
2明黄褐色10YR7/6
粘性砂質土

0                         1m

第233図  S K 1204実測図
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呈している。埋土は鈍い責褐色 1層で、遺物は埋土中より土師器細片が 2点出土している。

しかし遺物は細片のため実測可能遺物は認められない。

135号土坑 (S K l135)(第 231図 )

E調査区の南端、 J-9グ リッドに位置する上坑である。南側は調査区外のため検出でき

なかった。平面プランは隅丸方形状を呈していると思われる。規模は現状で長軸50cln、 短軸

20cln、 深さ23clnを 測る。床面は中央部が盛 り上 り、側縁が下っているようである。理土は褐

色砂質± 1層で、出土遺物は土師器細片が 1点埋土中より出土しているが、網片のため実測

可能遺物は認められない。

139号土坑 (S K l139)(第 232図 )

I調査区の北側、U-19グリッドに位置し、SK■38に切られた状況で検出された土坑で

ある。平面プランは隅丸不整円形状を呈している。規模は現況で長軸70cln、 短軸55cm、 深さ

は20ctllを 測る。床面は北西部分に幅30cmに わたリテラス状の部分が認められ、南側にピット

状の落ちがある。埋土は 2層 に分層され、出土遺物は埋土中より上師器細片が 2点出土して

いる。

204号土坑 (S K 1204)(第 233図 )

G・ H調査区の南端、 L-21グ リッドから検出された土坑である。南側は調査区外に当た

り調査が行われておらず、南側の形状は不明である。平面プランは隅丸方形を呈するものと

思われ、規模は現状で長軸80clll、 短軸 60cln、 深さ16cIIlを 測る。床面は凹凸は認められず、壁

面はやや急斜面である。理土は 2層 に分層され、上層からは炭化物の混入が認められた。遺

物は埋土中より上師器甕 1点、石英 1点が出土している。

包含層出土遺物 (第234図 )

上師器

619は高台杯椀の底部である。620～ 627は土師器の甕である。620・ 626は 日縁端部を方形に

おさめ緩やかに外反する。62Hま 日縁端部を丸くおさめ口縁部は直立する。622・ 624は 日縁端

部を方形におさめ、日縁部は「く」の字状に外反する。623・ 627は 日縁端部を丸くおさめ、

日縁部は「く」の字状に外反する。6251ま 日縁端部をやや尖らせ、日縁部は「く」の字状に外

反する。体部外面はタテハケメで調整される。体部内面は620・ 622・ 6251よ ヨコハケメで調整

される。621は指頭圧痕が明瞭に認められる。627は 日縁部内面にヨコハケメ、体部内面は板
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第234図 遺物包含層出土遺物実測図
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球工具のような物のヨ|ョナデが認めちれる。

1綿
628は林蓋で―ある。629‐は杯身である6630は壼の耐縁部の被片である。日縁端蔀は上下に拡

張されている。631～ 634は底部の映片である。ほとんどが重の映片になると―思われる.631`

6341よ感部に高台がついてⅢる。034は杯の可能性も―考えられる。

その他

6351ま耳環である。
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(5)中世

はじめに

中世の遺構は主に調査区の南側を中心として展開している。主な遺構は掘立柱建物跡 7、

土坑38、 不明遺構 3が検出されている。 (第235図 )主な出土遺物は土師質土器、瓦器椀、瓦

質土器、東播系須恵器、備前焼、輸入貿易陶磁が出上している。以下、遺物と遺構の説明を

行う。

掘立柱建物跡

34号建物跡 (S A 1034)(第 236・ 237図 )

A調査区E・ F-9・ 10グ リッドに位置し、調査区の南側に位置する掘立柱建物跡である。

遺構の南側は後世の濠堀による攪乱を受けている。北西端には柱穴が確認されておらず、北

側に庇を持つ物と思われる。主軸はN-86°一Eで、梁聞 2間、桁行 3間を数える。柱穴はP―

1か らP-15ま で確認され、梁間4.5m、 桁行7.5mを測る。柱穴間距離は梁間1.7～ 2.7m、

桁行2.2～ 2.8mを測る。柱穴の平面プランは円形状を呈すものと楕円形状を呈するものが認

められ、直径は20～ 50clll、 深度は12～ 34clnを 測る。出土遺物は埋土より出土している。 P―

2の柱穴からは土師質土器の土鍋と土釜、瓦質土器の上鍋の計10点が出上している。平面プ

ランは円形を呈し、規模は長軸35cla、 短軸30cIIl、 深さ14clnを 測る。埋土は褐色砂質± 1層で

ある。土器は柱穴中央部付近で上位から下位にかけ折り重なるように検出されている。出土

状況を見る限りでは、廃棄された物と思われる。

出土遺物 (第238・ 239図 )

出土遺物は土師質土器杯12点、土師質土器皿 3点、土師質土器椀 2点、上師質土器鍋 5点、

土師質土器羽釜 7点、土師質土器細片34点、瓦器椀 1点、瓦質土器羽釜 1点が出上した。遺

物は細片が多く実測可能遺物■点を図化した。

636は P-10か ら出土した、土師質土器の杯である。日縁端部は九くおさめ、日縁部は外反

し体部は直線的に立ち上がる。底部は回転ヘラ切 りである。

637は P―■から出土した上師質土器の小皿である。

638～ 642は P-2か ら出土した土師質土器の土鍋である。638・ 639は 日縁端部を方形におさ

め、日縁部はやや内湾 しながら直線的に立ち上がる。日縁部は内外面ヨヨナデの後‡旨頭圧痕

で調整される。640。 641は 日縁端部を方形におさめ、日縁部は「く」の字状に外反している。
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第236図  S A 1034実測図
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体部は内湾しながら日縁部に向かって立ち上が

る。日縁部内外面ヨヨナデ、体部内面は指頭圧

痕のちヨヨナデで調整される。642は 日縁端部を

方形におさめ、日縁部は「く」の字状に外反す

る。体部は内湾しながら立ち上がる。日縁部内

外面ヨヨナデ。体部外面上位から中位にかけて

指頭圧痕のち粗いヨヨナデ、中位から下位下半

は格子ロタタキで調整される。体部内面は指頭

圧痕のちヨコナデで調整される。

643・ 644は P-2か ら出土した瓦質土器の上

鍋である。643は 日縁端部方形におさめ、日縁部

はやや外方に傾きながら直線的に立ち上がる。

日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面は指頭圧痕で

調整される。体部内面は指頭圧痕のちヨヨナデ

を施す。644は 日縁端部方形におさめ、日縁部は

「く」の字状に外反する、日縁部は内外面ヨヨナ

デを施す。

645～ 647は P-2か ら出上した上師質土器の

羽釜である。このうち646と 647は三足羽釜であ

L=61 50cm

る。645は 日縁端部方形におさめ口縁部内傾し、体部は内湾しながら立ち上がっている。断面

台形状の鍔をやや上向きに付ける。日縁部内外面ヨコナデ、体部外面は指頭圧痕を施してい

る。646・ 647は 日縁端部方形におさめ、日縁部はやや内湾する。体部は半球形状を呈してい

る。日縁部内外面はヨコナデの後指頭圧痕、体部外面上位から中位にかけて指頭圧痕のちヨ

ヨナデで調整される。体部外面中位から下位は、格子ロタタキが施されている。646は体部内

面に指頭圧痕、647は指頭圧痕のちヨヨナデで調整される。

35号建物跡 (S A 1035)(第 240図 )

B調査区 J-15。 16グ リッドから検出さ絶、調査区の中央に位置する掘立柱建物跡である。

遺構南側は後世の濠堀による攪乱を受け、遺構の全容は不明である。主軸はほぼ南北方向を

示し、梁間 1間、桁行 1問以上を数える。柱穴はP-1か らP-4ま で確認されており、梁

間2.8m、 桁行1.7m以上を測る。柱穴間距離は梁間2.8m、 桁行1.7mを測る。柱穴の平面プ

ランは円形を呈しており、直径30～ 40clll、 深度13～ 24cmを測る。遺物は埋土中より上師質土

器細片が出上しているが、小片のため実測可能遺物は認められない。
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第239図  S A 1034出土遺物実測図(2)

36号建物跡 (S A 1036)(第 241図 )

D調査区 I・ 」-19・ 20グ リッドから検出され、調査区の南端中央部に位置する掘立柱建

物跡である。遺構の南側部分は調査区外に当たり、全容は不明である。主軸はN-4°一E

で、梁間 3間以上、桁行 3間以上を数える。柱穴はP-1か らP-7ま で確認されており、

梁間4.5m以上、桁行6.6mを測り、柱穴間距離は梁間2.4～ 2.lm、 桁行1.8～ 2.5mを測る。

柱穴の平面プランは円形を呈するものと、楕円形を呈するものが認められ、直径20～ 38cll、

深度 8～ 41clllを 測る。遺物は埋土より上師質土器細片が出土しているが実測可能遺物は認め

られない。
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37号建物跡

(S A 1037)(第 242図 )

G調 査 区 M・ N―

20.21グ リッドから検

出され、調査区の南端

に位置する掘立柱建物

跡である。主軸はN―

10°一Wで、梁間 1間、

桁行 2間 を数える。柱

穴はP-1か らP-6

まで確認されており、

染聞2.7m、 桁行4.9m

を測る。柱う代間距離は

梁間2.7m、 桁行2.3～

LuOと 89==1

1 __

第24o図  S A 1035実測図
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第241図  S A 1036実測図
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L=5900m

第242図  S A 1037実測図

2.6mを測る。柱穴の平面プランは円形と楕円形を呈し、規模は直径20～ 50clla、 深度13～ 54clll

を測る。遺物は埋土より土師質土器細片と瓦質土器細片が出土しているが、実測可能遺物は

認められない。

38号建物跡 (S A 1038)(第 243図 )

G調査区M・ N-19。 20グ リッドから検出され、調査区の南端に位置する掘立柱建物跡で

ある。主軸はN-86°一Eで、梁聞 2間、桁行 2間を数える。柱穴はP-1か らP-8ま で確
認されており、梁間3.2m、 桁行 5mを測る。柱穴間距離は梁間1.3～ 1.7m、 桁行2.5mでぁ

る。平面プランは円形を呈し、規模は直径17～ 43cln、 深度17～ 28cmを測る。出土遺物は埋土

より土師質土器杯、土師質土器細片が出土した。

出土遺物 (第244図 )

遺物は土師質土器杯 6点、土師質土器皿 1点、土師質土器羽釜 1点、土師質土器細片 1点

が出土した。実測可能遺物は 1点のみであり図で示した。

648は P-6か ら出上した土師質土器の杯である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部は外反す

Ｅ
ｏ
ｏ
い
呵
＝
コ

0            2m
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第243図  S A 1038実測図

る。体部はやや外反し

ながら立ち上がる。底

部は回転糸切 りである。

内外面回転ナデを施す。

39号建物跡

(S A 1039)(第 245図 )

G調 査 区 LoM―

20・ 21グ リッドから検

出され、調査区の南側

に位置する掘立柱建物

跡である。主軸はN―

83°一Eで、梁間 1間、

桁行 2間を数える。柱

穴はP-1か らP-6

まで確認されており、 第245図  S A 1039実測図
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648

第24図  S A 1038出土遺物実測図

梁間2.4m、 桁行3.7mを測る。

柱穴聞距離は梁聞2.4m、 桁行

1.7～ 1.9mを測る。柱穴の平面 第246図  S A 1039出土遺物実測図

プランは円形を呈するものと、楕円形状を呈するものが認められ、直径は27～ 59cln、 深度は

17～ 43calを 測る。遺物は理土より出上している。

出土遺物 (第246図 )

遺物は土師質土器皿 4点、土師質土器鍋 2-点、土師質土器細片14点が出上したが実減1可能

遺物は 2点のみである。

649・ 650は P-3か ら出上した土師質土器の足である。

u400 6g==1

ｒ
＝
い
Ｐ
ｏ
ｏ
∃

第247図  S A 1040実測図
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40号建物跡 (S A 1040)(第 247図 )

G調査区 L・ M-20・ 21グ リッドから検出され、調査区の南側に位置する掘立柱建物跡で

ある。主軸はN-53°一Eで、梁間 1間、桁行 2間を数える。柱穴はP-1か らP-6ま で確

認されているが、P-1は S Kl197にあたり、柱穴を確認する事は出来なかった。梁間は 3
m、 桁行5,7mを測る。柱穴間距離は梁間2.7～ 3m、 桁行2.7～ 3mを測る。柱穴の平面プラ

ンは円形と惰円形を呈する物が認められる。規模は直径22～ 37cln、 深度は15～ 38clllを 測る。

遺物は埋土より上師質土器皿 1点、土師質土器細片 4点が出土したが、実測可能遺物は認め

られない。

棚列

1号棚列 (S A 2001)(第 248図 )

A調査区D・ E・ F-10。 ■グリッドから検出され、調査区の南側に位置し、 S A1033の

北東側に位置する柵列である。掘立柱建物跡を形成する可能性も考えられるが、 S A1033に

L=6160m

第248図  S A 2001実測図
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付随する施設と考える。

棚列は東西方向と南北

方向に延びており、東

西方向で3穴 2間、南

北方向で 4穴 3間を検

出 した。主軸 は N―

6°一Wを示す。検出長

は東西で5.16m、 南北

で7.14mを測 り、柱穴

間 距 離 が 東 西 で

2.4～ 2,7m、 南 北 で

2.1～ 2.5mを韻1る。柱

穴は円形を呈 しており、

直 径25～ 40cln、 深 さ

20～26cmを 測る。遺物

は理土より出上 してい

る。

出土遺物 (第249図 )

第250図  S A 2002実測図

第251図  S A 2003実測図

遺物は弥生土器細片 2点、土師

質土器細片20点、土師質土器杯 4

外反する。

652は瓦質土器の鉢である。日縁端部は平坦におさめ、体部は直線的

に立ち上がる。体部内面には横方向のハケメが施されている。

653は 白磁の皿である。体部内面に施釉が認められる。見込み部分に

は沈線が認めら紀る。

一     〕肺

L=5970m

曇ォ、言平曇:霊齢魯三≧孟平曇|
瓦質土器鉢 1点、結晶片岩片 3点、

輸入貿易陶磁 1点が出上した。遺         ~  ん 653/
0            10cm

物は細片が多 く実測可能遺物 3点                 ~

を図化 した。                第249図  S A 2001出土遺物実測図

651は土師質土器の杯である。日縁端部を丸 くおさめ、日縁部はやや

654

0      5cm

m252図 S A2阻出」日割囲莞測図
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と=5920m

第253図  S A 2004実測図

2号棚列 (S A 2002)(第 250図 )

B調査区 J-15。 16グ リッドから検出され、調査区のほぼ中央に位置する棚列である。 S

A1035の北側に位置する。 5穴確認され、 4間 を検出した。検出長7.08m、 柱穴間距離は

1.6～ 2mを測り、主軸はN-85°一Eを示す。柱穴は円形を呈し、直径30～ 40om、 深さ21～30

cmを測る。遺物は埋土より弥生土器細片が出上しているが、実測可能遺物は認められない。

3号柵列 (S A 2003)(第 251図 )

B・ D調査区 I-16・ 17グ リッドから検出され、調査区の南側に位置する柵列である。 5

柱穴からなり、4間を検出した。検出長6.42m、 柱穴間距離は1.2～ 1.9mを測り、主軸はN―

85°一Wを示す。柱穴は円形を呈し、直径21～ 30cln、 深さは13～ 25cllaを 測る。出土遺物は埋土

より、弥生土器細片と土師質土器小皿を出上している。

出上遺物 (第252図 )

遺物は弥生土器細片19点、土師質土器小皿 1点、サヌカイト片 1点、結晶片岩片 1点が出

土した。遺物は細片が多く図化可能な 1点 を図で示した。

654は P-3か ら出上した土師質土器の皿である。日縁端部を丸くおさめ、体部はやや外反
しながら立ち上がる。日縁部は外反する。底部は回転糸切 りである。

4号柵列 (S A 2004)(第 253図 )

D調査区 IoJ-17グ リッドから検出さ紀、調査区の西端に位置する棚列である。 5柱穴

からなり、4間を検出した。検出長6.78m、柱穴間距離は0.9～ 2.28mを測り、主軸はN-5°一

Eを示す。柱穴は円形を呈し、直径18～ 25cm、 深さは7～ 16clnを 測る。遺物は弥生土器細片

と、土師質土器細片が出土しているが、図化可能な遺物は認められない。
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勧

20号土坑 (S K 1020)

(第254図 )

A調査区の北側、E-11

グリッドに位置する土坑で 第255回  S K1020出鞠 図

ある。遺構南側部分は後世のi豪堀によって攪乱を受けて

いる。遺構内は2基のピットによって切られた状況で検

出された。平面プランは方形状を呈していると思われる。

規模は現況で長軸95clll、 短軸 35cln、 深さ12clnを 測り、床

面には凹凸は認められず、壁面は急斜面である。埋土は

3層 に分かれ、遺物は埋土中より出上している。

出土遺物 (第255図 )

出土遺物は弥生土器細片 7点、土師質土器皿 1点、土

師質土器細片 7点が出上している。遺物は細片のため実

測可能遺物は 1点のみである。

フ
６５５　̈・

L=6140m

L=5980m

|

1暗福色10YR3/4砂 質土
(炭化物、土器片を含む)

1に .ミい黄褐色10YR5/4砂質土

(炭化物を含む)

第257図  S K 1093実測図
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第254図  S K 1020実測図

1褐色10YR4/4
砂質土
2褐色10YR4/4
砂質土
3淡黄色25Y8/3

第256図  S K 1080実測図
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L=6210m

1褐色10YR4/4砂質土
(炭化物、土器片を含む)

第258図  S K 1096実測図

655は土師質土器の皿である。底部は回転糸切 りが見られ、体部はやや内湾しながら立ち上

がる。日縁端部は丸くおさめやや内湾する。

80号土坑 (S K 1080)(第 256図 )

B調査区のほぼ中央、 J-16グリッドに位置する土坑である。北側にS K1063、 西側には

S K1062が、東側にはS K1067、 S K1069が検出されている。平面プランは不整円形状を呈

している。規模は長軸45cln、 短舶 35cln、 深さ9 cmを 測る。床面は東側から西側に緩やかに傾

斜し下っている。壁面は緩斜面である。埋土は暗褐色砂質± 1層で炭化物を混入している。

遺物は埋土より土師質土器細片が 1点出土しているが、実測可能遺物は出上していない。

93号土坑 (S K 1093)(第 257図 )

A調査区の南端、D-10グ リッドに位置する土坑である。西側にはS K1019、 S K1092が

検出されている。平面プランは隅丸不整円形を呈し、規模は長軸63cln、 短軸 58clll、 深さは11
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clnを測る。床面は水平であり、

壁面は緩斜面である。理土は鈍

い黄褐色砂質± 1層で炭化物を

混入 している。出土遺物は土師

質土器小皿 1点、土師質土器細

片 1点が埋土より出上 している

が、細片のため実測可能遺物は

出土 していない。

96号勧  (S K 1096)

(第258図 )

E調査区の西側、K・ L-8

グリッドに位置する土坑で、北

側で S X 1001、 南側で S X1002

を切った状況で検出された。平

面プランは隅丸不整方形状を呈

し、規模 は長軸 125cm、 短軸90

cm、 深さ20cmを 測る。床面は水 第259図  S K 1099実測図

平を呈し、壁面は緩斜面である。埋土は褐色砂質± 1層であり、炭化物を混入している。出

土遺物は埋土中より土師質土器細片 1点が出土しているが、細片のため実測可能遺物は認め

られない。

99号土坑 (S K 1099)(第 259図 )

E調査区の北西側、M-8グ リッドに位置する土坑である。平面プランは隅丸不整方形状
を呈し、規模は長軸110cm、 短軸105cm、 深さ16cmを測る。床面には凹凸が認められ、壁面は

緩斜面である。埋土は 1層で暗褐色砂質上である。出土遺物は瓦器皿 3点、土師質土器細片

3点が出土しているが実測可能遺物は認められない。

110号土坑 (S K ll10)(第 260図 )

E調査区の北端、M-9グ リッドに位置する土坑で、南側にはSK■09が検出されている。
北根Jは調査区外のため調査が行われていないが、平面プランは隅丸方形状を呈するものと思

われる。規模は現状で長軸100cln、 短軸70clll、 深さ24clnを 測る。床面は遺構中央部に向かうに

つれて盛 り上がっていき、側縁が深い状況である。壁面は緩斜面である。埋土は褐色砂質土
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L=6140m

1褐色10YR4/4砂質土

第260図  S K ll10実測図

1層であり、遺物は埋土中より上師質土器細片 1

にしまい責褐色10YR4/3砂 質土

第261図  SK■ 89実測図

点とサヌカイト片 1点が出土している。

ｒ
＝
り
い
い
０
〓 L=5950m

189号土坑 (S K l189)(第 261図 )

F調査区の北側、Q-19グ リッドに位置する土坑で、南側にSK■92が検出されている。

平面プランは隅丸不整方形状を呈し、規模は長軸180cm、 短軸60cm、 深さ16clnを 測る。床面に

は凹凸が認められ、中央部より側縁部が深い状況である。壁面は緩斜面である。埋土は鈍い

責褐色砂質± 1層 で、遺物は埋土より出土している。

出上遺物 (第262図 )

出土遺物は弥生土器細片 3点、土

師質土器鍋 1点、土師質土器細片 4

点、結晶片岩 1点が出上 している。

弥生土器は摩滅が激 しく流れ込みと 第262図  S K l189出土遺物実測図
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思われる。遺物は細片のため実測可能遺物は土

師質土器の 1点のみである。

656は土師質土器の土鍋である。日縁部は「く」

の字状に外反し、端部を下方に拡張し、端面を

平坦に仕上げる。

197号土坑 (S K l197)(第 263図 )

G調査区の南側、N-21グ リッドに位置する

土坑である。平面プランは隅丸方形状である。

規模は長軸105cm、 短軸55cm、 深さ10cmを測る。

床面は水平で、壁面は緩斜面である。理土は鈍

い責褐色砂質土で、粘性を持ち、炭化物を混入

している。遺物は理土より上師質土器細片が 1

点出上している。遺物は細片のため実測可能遺

物は認められない。
0

202号土坑 (S K 1202)(第 264図)            1に ,Sttヽ黄褐色10YR4/3粘性砂質土

G調査区の南端、L-20グ リッドに位置すを     (炭
イ勒]を含む)

9

土坑で、 S P 10720を切った状況で検出された。      第263図  S K l197実測図

南側は調査区外に当たり調査が行われておらず全体の形状は不明であるが、隅九方形状を呈

しているようである。規模は現状で長軸210cln、 短軸120cla、 深さ12clllを 測る。床面は凹凸が

認められるがほぼ水平で、壁面は緩斜面である。埋土は鈍い責褐色砂質上で、粘性を持ち、

炭化物を混入している。遺構内にはピットが 3基検出されており、P-1が長軸52cln、 短軸

32cmを測り、埋土は褐色砂質上で、炭化物を混入している。P-2は長軸40clll、 短軸36clllを

測り、根石と思われる結晶片岩片と土師質土器の杯が横に倒された状態で検出された。埋土

は暗褐色砂質土で、炭化物を混入している。P-3は長軸28clll、 短軸24clllを 測り、根石と思

われる結晶片岩片が置かれている。埋土は褐色砂質± 1層で炭化物を混入している。P-2・

P-3は、本遺構に伴うものとも考えられるが、南側の調査が行われていないため、遺構に

伴う物かどうかは不明である。出土遺物は埋土中より出上した。

出土遺物 (第265図 )

出土遺物は弥生土器細片 2点、土師質土器皿 1点、土師質土器細片61点、サヌカイト片 1

点、結晶片岩 1点が出上した。弥生土器は摩滅を受けて劉離が激しいので流れ込みと思われ
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1にしStい黄禍色10YR73
粘性砂質土(炭化物を含む)

0                          2m
|

第264図  S K 1202実測図

る。実測可能遺物は土師質土器皿の1点のみである。

657は P-2よ り出上した土師質土器の杯である。体部は直

線的に立ち上がり、日縁端都は丸くおさめ、日縁部は外反す

る。底部はヘラ切り後板ナデである。

柱穴出土遺物

第265図  S K 1202出土遺物実測図

20号ビット (S P 1020)(第 266図 )

658は上師質土器の皿である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部はやや内湾する。内外面回転

ナデを施す。

49号ビット (S P 1049)(第 266図 )

659は土師質土器の杯である。日縁端部丸くおさめ、体部は直線的に立ち上がる。内外面回

転ナデを施す。
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う4号ビット (S P 1054)(第 266図 )

660は東播系須恵器のこね鉢である。日縁端部はやや上方に拡張する。日縁部の形態と体部

の形状より12世紀後半から13世紀4/J頭に位置ずけられるものと思われる。

78号ビット (S P 1078)(第 266図 )

661は土師質土器の皿である。日縁端部丸くおさめ、日縁部はやや外反する。体部は底部よ

り直線的に立ち上がる。底部は回転ヘラ切 りを施す。

98号ビット (S P 1098)(第 266図 )

662は土師質土器の皿である。日縁端部を丸くおさめ日縁部はやや外反する。内外面回転ナ

デを施す。

101号 ビット (S P l101)(第 266図 )

663は瓦器椀である。日縁端部丸くおさめ口縁部はやや外反する。内外面には本来暗文が施

されているのであろうが、内外面摩減のため調整不明である。

664は同安窯系の青磁皿である。内外面ともに施釉が施されている。内面には櫛描きによる

文様が施されている。森田・横田編年の I-1か 2類 (1)1こ当たるものと思われる。

123号 ビット (S P l123)(第 266図 )

665は土師質土器の椀である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部はやや外反する。体部はやや

内湾しながら立ち上がる。

126号 ビット (S P l126)(第 266図 )

666は土師質土器の杯である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部はやや外反する。内外面には

回転ナデが施されている。

667は土師質上器の上鍋である。日縁端部方形におさめ、日縁部「く」の字状に外反する。

127号 ビット (S P l127)(第 266図 )

668・ 669は土師質土器の皿である。668は 日縁端部を丸くおさめ、日縁部は外反する。体部

は直線的に立ち上がる。底部は回転ヘラ切 りを施す。内外面には回転ナデを施す。6691ま 日縁

端部丸くおさめ、日縁部はやや外反する。体部は直線的に立ち上がる。底部は回転糸切 りを

施す。

132号 ビット (S P l132)(第 266図 )

670は土師質土器の杯である。日縁端部を丸くおさめ口縁部はやや外反する。体部はやや内

湾しながら立ち上がる。底部は回転ヘラ切 りを施す。

138号 ピット (S P l138)(第 266図 )

671は瓦質土器の底部の破片である。底部は平底を呈し、体部は直線的に立ち上がってい

る。調整は外面上位に格子ロタタキ、その下にはヘラケズリが施されている。
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第267図 柱穴出土遺物実測図12)
205号ビット (S P 1205)(第 266図 )

672は瓦器椀である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部は外反している。体部はやや内湾 しな

がら立ち上がる。底部には退化した貼 り付け高台がつく。調整は日縁部内外面ヨヨナデ、外

面は体部にユビヲサエ、内面には横方向の粗い暗文が施されている。森島分類のⅢ-3期 12jに

当たるものと思われる。

284号ビット (S P 1284)(第 266図 )

673は上師質土器の皿である。日縁端部丸くおさめ、日縁部は外反し、体部は直線的に立ち

上がる。底部は回転糸切 り。内外面は回転ナデを施している。

285号ビット (S P 1285)(第 266図 )

674は土師質土器の皿である。日縁端部は丸くおさめ、日縁部は外反し、体部は直線的に立

ち上がる。内外面には回転ナデを施している。

759号ビット (S P 1759)(第 267図 )

675は土師質土器の皿の底部の破片である。底部は回転ヘラ切 りを施している。

960号ビット (S P 1960)(第 267図 )

676は土師質土器の皿である。日縁端部を丸くおさめ、日縁部は外反。体部は直線的に立ち

上がる。底部は回転ヘラ切 り。内外面には回転ナデが施さ絶る。

727号ピット (S P 10727)(第 267図 )

677・ 678は土師質土器の杯である。677は 日縁部の破片で、日縁端部丸くおさめ、日縁部は

外反する。内外面は回転ナデを施す。678は底部の破片である。

756号ビット (S P 10756)(第 267図 )

679は土師質土器の皿の底部の破片である。体部は底部より直線的に立ち上がる。底部は回

転ヘラ切 りの後イタナデを施している。
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包含層出土遺物 (第 268～ 270図 )

680～ 682、 684は土師質土器の杯である。体部が直線的に伸びる681,682,684と 、やや内湾

しながら立ち上がる680がある。日縁端部はやや外反する680と 、やや内湾する681,684があ

る。底部は680がヘラ切 り、681が回転糸切 りである。

683・ 685～ 697は土師質土器の皿である。体部が直線的に立ち上がるもの683,685,686,688,

690,691,693,696と 、やや外反気味に立ち上がるもの687,689,692,694と 、直立気味に立ち上

がる695がある。底部は687～ 691が回転ヘラ切 り、692,693,697が回転糸切 りである。

698,699は土師質土器の鍋である。698は 口縁部を「く」の字状に外反、日縁端部は拡張 し

平坦におさめる。699は 日縁部はやや内湾 し、日縁端部は凹面を呈し、丸 くおさめる。

700～ 705は 土師質土器の羽釜である。口縁部が直立する701,702と 、日縁部が内湾する

700,703～ 705がある。断面三角形の鍔を上向きに付ける700,705、 断面三角形の鍔を下向きに

イ寸ける701～ 704が ある。

706～ 709は鍋ないし羽釜の脚部である。調整はユビヲサエを施 した後ヘラで形を整えたと

見られる。断面は円形を呈する。

710,711は 和泉型瓦器椀、712は瓦器小皿である。7101ま体部は内湾 しながら立ち上がり、日

縁端部は丸 くおさめ口縁部は外反する。体部外面は指頭圧痕、体部内面は粗いヨコヘラミガ

キを施す。7111ま体部は内湾 しながら立ち上が り、日縁端部は丸くおさめ、日縁部はやや外反

する。体部外面は部分的に指頭圧痕を施 し、体部内面は部分的にヘラミガキが認められる。

712は緩やかに内湾 しながら立ち上が り、日縁端部は丸 くおさめ、日縁部は外反する。口縁部

外面には一条の沈線を施 している。これらの瓦器椀は尾上分類のⅢ期121に位置図けられるも

のと思われる。

713は瓦質土器の人鉢である。日縁端部はやや拡張 し、丸 くおさめる。日縁部外面には一条

の沈線を施 している。日縁部内外面はヨヨナデである。

714は東播系須恵器のこね鉢である。口縁端部は上方に拡張 し、方形におさめる。口縁部内

面に強いヨヨナデによる凹みを持つ。日縁部の形態より12世紀後半から13世紀初頭に位置図

けられる。

715～ 718は備前焼のすり鉢である。715は 口縁端部を上下に拡張 し、方形におさめている。

716は 口縁端部を下方に拡張 し、先端部は鋭 く尖る。717は 日縁部は直立 し、日縁部内面に突

帯を持ち、口縁端部は九 くおさめる。日縁部外面に 2状の沈線を施す。718は備前焼の底部で

ある。体部内面に 7条単位の櫛描条線を施 している。715,717は 間壁編年0のⅣ期 (15世紀

代 )、 717は V期 (16世紀)に位置付けられるものと思われる。

719は 白磁の椀である。日縁部を外反 し、端部を水平にする。体部内面上位に浅い沈線を

|
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持っている。7201ま青磁小壷蓋である。上面には片彫りによる文様らしき物が彫られている。



第270図 遺物包含層出土遺物実測図(3)
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3 まとめ

(1)日 吉谷遺跡出上の旧石器石器群について

この項では調査区西側で確認されたブロックの石器群を中心として、日吉谷遺跡遺跡出土

の旧石器群の位置付け。遺跡形成に至る背景などについて若干の検討を行い、まとめとした

い。なお個々の石器・石核・祭↓片の観察については、すでに前項で詳述しているため、ここ

では省略させていただく。

1 遺跡の立地

まず遺跡の立地について述べてみたい。遺跡の立地は旧石器文化研究のうえで重要な視点

である。たとえば立地する地形の問題としては、台地あるいは段丘の選択があげられる。こ

のことは河原での採集や河岸段丘の礫層中に合まれている礫そのものを抜き取るなどして、

石材を調達することが可能だったと言えるのである。つまり石器石材の供給に関するリスク

を軽減するために石器石材の入手の容易な地点に集落や石器製作場を形成したと考えられる。

徳島県内における旧石器遺跡の立地については、大小の河)IIに よって形成された低位～中

位段丘に立地しており、中位段丘では集中して遺跡が占地し、低位段丘では散在的な分布状

況を示しているKll。 このことは四国の他地域においても類似している。日吉谷遺跡は吉野川中

流域左岸、阿讃山脈南麓に形成された扇状地礫層が、狭小な谷地形によって樹枝状に分断さ

れた標高約60mの中位段丘面上に占地している。また日吉谷遺跡の立地する長峰台地と呼ば

れる南北幅 1～ 2 km、海抜50m～ 150mの緩やかな中位河岸段丘上には多くの旧石器遺跡が近

在 しており、遺跡間の関連が注目される。

徳島県においては、本遺跡をはじめとして板野郡土成町椎ヶ九遺跡9)な ど吉野川中流域北

岸の中位段丘面上に遺跡が集中して分布している。これらの遺跡群は石器石材を獲得する一

連の行動、サヌカイト入手に関わる集団の回帰運動の途上で形成さ絶たものであると思われ

る。これらの遺跡から出土する石器石材はほとんどがサヌカイトである。これらのサヌカイ

トは香,II県五色台周辺の産と思われる。いわゆる吉野川北岸遺跡群とサヌカイト原産地であ

る五色台周辺との距離は直線距離にして約35kmであり、石器石材の搬入ルートとしては、現

在も香,II県側に抜ける重要な交通路となっている日開谷

'II、

曽江谷,II、 宮川内谷ナIIな どの水

系に沿って石材を搬入したものと推定される0。

徳島県内の旧石器遺跡は石材原産地から離絶た、生業・生産活動を営んだとされる消費地

遺跡①の様相を示している。遺跡の立地条件には狩猟・採集などの生業を中心とした日常生活

と原石採集の便を兼ね備えた地点が選択されたと思われ、これら遺跡を構成した集団は、河
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川に面した山麓の平坦面 (中位段丘)をベースキャンプとして、山麓裾に広がる低位の平野

部 (低位段丘)を活動の拠点として、結果的に長期に渡る遺跡が形成されたといえる。

2 ブロック 1出上の石器について

日吉谷遺跡では調査区西側において約半径 2mのブロックが lヵ 所確認された。ユニット

からの出土点数は286点 であり、ナイフ形石器・スクレイパー・黒1片・砕片類で構成され、石

材は圧倒的にサヌカイ トを利用している。石器組成は一側縁加工の国府型ナイフ形石器を中

心として、若千のスクレイパー類が伴うといった単純な様相を示 している。出土 したナイフ

型石器は国府型ナイフ形石器を中心として、黒1片生産技術には、いわゆる瀬戸内技法を技術

基盤 としている。

本石器群は角錐状石器を伴っておらず、一側縁加工の国府型ナイフ形石器のみの純粋な国

府石器群とみなすことができよう。時期的には、AT降灰前後、ナイフ形石器文化後半期い

わゆる「国府期」の石器群に該当する。徳島県において、ほぼ原位置をとどめた状態で石器

群が検出されたのは初例のことである。県内での遺跡間の対比は困難であるが、土成町椎ヶ

丸遺掛の石器群の組成等かあみて、ほぼ同時期のものと考えられる。

黒J片類の中には、翼状刹片とは異質な横長黒↓片がみられるが、これらは盤状手」片の形状等

の石材供給の制約によって素1片祭1離工程上生じたものであり、あくまでも翼状剥片手1離の継

続を意図している以上、瀬戸内技法の範躊に合めてよいように思われる。消費地遺跡におい

ては限られた石器石材を有効に活用するため、時として変則的な手法が用いられたり、製作

途上のアクシデントに対処する補正技術の要求も必然的に強くなるものと思われる。また三

条黒島追跡6)。 八尾南遺跡第 3地点161の例のように翼状刹片石核の横長崇1片石核への転用も

考慮しておく必要があろう。瀬戸内技法第 2工程は瀬戸内技法を最も特徴づける工程である

が、原産地・消費地という石材獲得環境の相違により、石器素材の運用形態に基異が存在す

ることにも留意する必要があろう。

日吉谷追跡ブロック 1の石器群では、盤状手1片素材の翼状刹片石核・ファーストフレーク

素材の国府型ナイフ形石器 。同石核転用のスクレイパーの存在から瀬戸内技法第 2工程以降

の製作工程が↓旨摘できるが、直接的に瀬戸内技法第 1工程を示す資料は認められない。この

ような技術的構造は、石器石材の搬出・搬入形態に寄与するものであろう。つまり、サヌカ

イトという単一石材への依存度の高い消費地遺跡 (地域)において、原産地より盤状子1片・

翼状粂1片・国府型ナイフ形石器といった搬入形態がとられ、遠隔地への便や、石器製作工程

の省力化、石器製作ミスによる石材消費などのリスクを回避するという側面があったと言え

よう。ち第 1工程を示す資料は、原産地遺跡においては集中する傾向がある。原産地における

盤状祭J片・翼状祟1片・国府型ナイフ形石器の効率的な生産は、結果的に大規模遺跡 (石器製



作跡)を形成し、サヌカイト供給圏内においては、瀬戸内技法の技術的安定化 。器種組成の

斉―化など、国府石器群の遺跡間における差異を最小限にとどめ得たのであろう181。

3 日吉谷遺跡の瀬戸内技法関連資料

瀬戸内技法関連の資料は、国府型ナイフ形石器11点、翼状祟1片石核 3点、翼状黒1片が多数

出土しているが、瀬戸内技法第 1工程から第 3工程を示す完結的な石器生産の痕跡はみられ

ない。本石器群は瀬戸内技法を技術基盤としている。出土資料の中には現存長で 8 cmを超え

る大形のナイフ形石器が出土しており、他のナイフ形石器と様相を異にしている。これは石

材原産地周辺からの単独搬入であると思われる。またスクレイパーの中には残核となった翼

状手1片石核を半割したものを素材として用いている。

日吉谷遺跡における国府石器群は、瀬戸内技法を主たる技術基盤とし、国府型ナイフ形石

器を主要な生産用具としている。こういったナイフ形石器を主体とし、それに若千のスクレ

イパー類を伴うという石器組成上の特徴は、瀬戸内地域の原産地遺跡、消費地遺跡ともに共

通して認めることができる。しかしながら、遺跡の性格という点で、原産地遺跡と消費地遺

跡では根本的な相違がある。両者ともに共通した技術基盤に立脚しながらも、原産地遺跡で

は、睾1片・石核・未製品等の比率が高く、また盤状手1片などの石核素材が多く認められる。

このような状況は、松藤和人氏のいうアトリエ的性格を反映 しているものといえる191。 一方、

消費地遺跡においては、原石単位というよりも、盤状手1片・翼状子1片 。国府型ナイフ形石器

という単位でサヌカイトが搬入されていたと推察される。また日吉谷追跡のナイフ形石器は

最大長が 5 cm前後と比較的小形のものが主体を占める中で、客体的な様相をみせる最大長10

cmを越す大形のナイフ形石器がこのことを示唆するものと言えるだろう。

日吉谷遺跡のナイフ形石器は、一側縁加工で、長さ5 cm前後、幅 2 cm前後のものが多く、

小形で細身の傾向を示している。瀬戸内技法のように連続して定型的な子1片 を生産する技術

によるナイフ形石器の大きさは、素材となる翼状素1片およびそれを生産する翼状刹片石核の

大きさに敏感に反応する。とすれば、このことは、消費地遺跡的様本日である石器石材の効率

的な利用の結果であると同時に石材原産地から消費地追跡に搬入されるサヌカイトの大きさ

(単位)を示唆するものと捉えることができる。

出土資料の中には、いわゆる石器のリダクション(10を示すものがある。第 8図 5と 6は接

合する。接合した状態が第 8図 4である。石器の製作途中で欠損したものに再加工を施し、

製品に仕上げている。通常ナイフ形石器のリダクションは打点を中′bに器体の上下両端にブ

ランティングを施して形態を整えるが、第 5図 6の リダクション国府型ナイフ形石器は本来

の基部を先端都とし、折断面を腹面側からブランティングを施して器体を整えている。第 1

図 5と 接合する第 5図 6を観察してみると意図した折断ではなく、ナイフ形石器製作工程途
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中で生じたものであり、その不慮の事故に対する緊急避難的措置であろう。また第 5図 6は

打点側の一側縁は 2枚の象1離面で構成され、一つは翼状黒1片石核の調整崇1離痕の残存であろ

う。もう1点の接合資料第13図 30～ 32のナイフ形石器はリダクションではなく、明らかに石

器製作上の折損である。

他の石器類については、スクレイパー類が特徴的である。日吉谷遺跡においては石核転用

の製品がみられる。 7・ 8は翼状系1片石核を半割して器体を整え、縁辺部に急斜度な調整加

工によリスクレイタぐ―エッジを作出している。このような石核を半割するスクレイパーは本

石器群の中で特徴的な形態を示し、これは消費地遺跡の様相を示唆するものと思われ、石器

石材の効率的な利用の結果であると考えられる。

4 石材獲得と遺跡形成に至る背景
日吉谷遺跡のナイフ形石器は概 して長さ5 cm前後、幅 2 cmの ものが多く、国分台周辺の原

産地遺跡と比較 して小形で細身の傾向を示しており、消費地遺跡の様相を呈している。翼状

黒↓片石核も概 して小形である。このことは周辺の椎ヶ丸～芝生遺跡と共通している。これら

は消費地遺跡における盤状刹片の形状等の石材供給の制約上生じた石材の効率的な利用の結

果であると考えられる。

一つの解釈として、日吉谷遺跡のような石材原産地 (国分台周辺など)か ら遠 く離れた消

費地遺跡では、サヌカイトの入手は容易ではなく、次回の入手までの期間も長くなると考え

られる。 1回のサメカイト搬出量にはおのずと限界があると考えれば、当然、搬出する石材

(サヌカイト)の形状もその周期的スケジュールに適応したものとなろう。石材原産地から遠

く離れた消費地遺跡においては、国府型ナイフ形石器や翼状刹片といった目的的な石器素材

よりも、多目的な盤状劉片を重点的に持ち込むという石器石材の運搬技術の選択が存在した

と思われる(11ち 1回における石器石材の入手・消費サイクルが長期間になればなるほど、国

府型ナイフ形石器や翼状手1片 といった目的的な石器素材より、盤状子1片のような、より多目

的な利用に供 しやすい素材を選択的に搬出することによって、石材消費によるリスクを少な

く使用としたことは十分に考えられる。日吉谷遺跡のように石材原産地から遠距離にありな

がら、石器石材のほとんどをサヌカイトに依存しているような遺跡では、上記のような状況

下にあった可能性は想像にたやすい。

各集団の移動範囲は、その周期的および回帰的な生業・生産活動領域を対象としたとき、

その領域は小河,IIに限定されるものではなく、平野をとりまく段丘および山地周辺にまで広

がっていた可能性が考えられる(121。 っまり、サヌカイトの獲得が広域におよぶ年間の周期的

生業・生産 (狩猟・採集)活動の一部に埋め込まれていた(10と 考えるなら、サヌカイトの分

布範囲が集団の生業・生産活動領域であったと考えることが可能であろう。サヌカイトの分
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布は集団間の交易ではなく、原産地を中心とした集団の回帰的生業活動による所産であると

考えられる。そういった石器石材を中心とした回帰的な生業 。生産活動の積み重ねの結果と

して遺跡または遺跡群を形成するに至ったものと推測できよう。

サヌカイトを主要石材とする瀬戸内技法による石器群 (いわゆる国府石器群)は、後期旧

石器時代前半期には、すでに固定化された地域性を確立した石器群として出現することが板

井寺ヶ谷遺跡(10下層の石器組成から窺い知る事ができる。サヌカイトを主要石材として選択

し、石器石材の供給システムを早 くに完成させたことが瀬戸内技法の特異性を形成し、長期

に渡り保守性を継続し得た背景として推測できる。

瀬戸内技法と国府型ナイフ形石器は二上山と五色台・金山の二大サヌカイト産地を包括し

た形で分布している。瀬戸内周辺のサヌカイトは淡路島の岩屋付近で分布範囲に線引きされ、

東は二上山産、西は五色台 。金山産が用いられている。黒曜石が200～ 500kmの移動距離をも

つのと比較 して、サヌカイトは移動範囲が80kmと 短 く限定されることから(1の、サヌカイトの

分布は集団間の交易ではなく、原産地を中心とした集団の回帰的生業活動による所産である

と考えられる。ただし、冠高原のサヌカイト分布域には、冠技法と原石の関連性が考えられ

る。原石の分布と文化圏の広がりは一致する例が多い。つまり、原石の行き渡る範囲に石器

作りの情報が流布し(10、 しかも原石の物理的属性にある程度規制された石器製作が行われた

当然の現象といえる。

四国は基本的に瀬戸内技法の文化圏に包括されるが、中央構造線を境に瀬戸内(四国北部)

と大平洋 (四国南部)で石器石材の様相に相違がみられる。石材の選択には、 1.石器の機
能 。用途 2.石器の形態 3.石器の製作技術 4.石材の石質が要因として機能したと

考えられ、また石材選択の規制要因としては、 1.集団の文化系統 2.石器製作技術 3.
地質分布が考えられる。四国地方においては国府型ナイフ形石器などの打製石器の石材とし

てサヌカイトが盛用され、他の石器石材はほとんど利用されていない状況である。いわゆる

在地的石材であるチャー トを産する秩父帯は、四国を縦断する格好で形成され広域的な地域

を包括している。また、チャートそのものは和泉層群や領家帯の中にも認められる。にもか

かわらず四国地方においてはチャートを普通的に利用出来得る状況にありながら、サヌカイ

トを圧倒的に利用する点に石器石材の選択に特異性がみられる。これらのことは規格的な剥

片生産技術基盤である瀬戸内技法とサヌカイトという特定の石材の持つ物理的属性と密接な

関連があるのであろう。なお瀬戸内側は石材にサヌカイト主体とし、その瀬戸内技法を技術

基盤として、大平洋側は石材に若千サヌカイトを用いているが、在地的石材であるチャート

を主体として、縦長黒1片手1離技術を技術基盤とするという相違がみられる。しかしながら、

これら石材利用の相違が集団の文化系統に起因するものなのか、あるいは時期的・地域的相

違であるのかは、四国における旧石器時代の調査事例に地域的な粗密があるため、推論の域
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を出ないのが現状である。

5 まとめ

これまで日吉谷遺跡の旧石器石器群について概観してきたが、今後の検討すべき点をいく

つか挙げてまとめとしたい。

日吉谷遺跡の旧石器石器群は、瀬戸内技法を技術基盤に持ち、一側縁加工の原則的な形態

の国府型ナイフ形石器を主要な生産道具とする国府石器群であるといえる。編年的にはナイ

フ形石器の形態や若子のスクレイパーを伴うといった単純な石器組成等から、時期的に瀬戸

内技法の盛行期とされるAT上位に位置付けられよう。しかしながら、瀬戸内技法の編年的

位置はAT降灰前後に捉えられているが、出現時期 。盛行期 。終焉時期については仮説の域

をでない状況にある。また、一般的に単純だといわれる瀬戸内技法の石器群の石器組成につ

いても角錐状石器との関連をはじめとして、遺跡の性格と関連 した具体的な検討を行う必要

性が唱えられている。今後、資料の増加を待ち、周辺遺跡との対比を行い、これら地域的・

編年的空白を積極的に埋めていくことが急務である。さらに追跡の形成過程を総合的に検討

し、出土遺物の定量的な分析を進めていく必要があろう。また考古学的検討と同時に理科学

的方法による原産地同定を意識的に進めていくことにより、集団の生業・生産活動の実態、

換言すれば旧石器文化の具現化につながっていくことだろう。

また県南の廿枝遺跡(1りに代表されるチャー トを主体とした石器群 との関係についても今

後検討していかなければならない課題である。讃瀬戸地域においては石器石材にサヌカイト

を圧Tl的に利用する中で、本遺跡からはチャート製のナイフ型石器も出土している。チャー

ト (在地石材)を主体とした遺跡は、徳島県南部の阿南市廿枝遺跡の他には、金蔵～上井遺

跡(10があるが、その他の例として量的に極めて少量ではあるものの上板町柿谷遺跡において

もチャート製ナイフ形石器(りが、また椎ヶ丸遺跡においてもチャート製票1片が見られ、井島

I段階以前にも石器石材にチャートを用いていたことが示唆される。このことはサヌカイト

製のナイフ形石器 (瀬戸内技法またはそれに準ずる石器製作技術)が県南部に伝播した可能

性を示唆するものといえる。の。吉野川北岸地域においては与島西方遺跡の段階 (宮田山期 )

以降の追跡は希薄であり、金蔵～上井追跡の他は確認されていない。今後、吉野川流域およ

び徳島県南部の勝浦川・那賀川流域において井島 Iに後続する段階の追跡の存在が予想され

る。

廿枝追跡 。金蔵～上井遺跡では、小形の二側縁力B工のナイフ形石器が石器組成の主体を占

めている。石器群の組成には明確な細石核・細石刃はみられず、時期的には従来言われてい

る井島 Iの段階である。この時期から、本県おいては主体となる石器石材の変容がみられ、

チャート等の、いわゆる在地石材が増加する。このことは石材原産地である香川県の国分台
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遺跡群でも類似した様相を示し、また備讃瀬戸島嶼部においても出土する細石核の石材に大

半がハリ質安山岩で占められる様になる。1屹 これらのことから、いわゆる井島 I段階以降、

備讃瀬戸周辺部ではハリ質安山岩を、吉野川流域においてはチャートヘの石器石材の転換が

あったと推測できよう。地質分布では、良質のチャートは吉野川左岸の和泉層群では産出さ

れず、徳島県南部の勝浦川流域 (秩父帯)で産出されることから
'り
、井島 I段階以降に石器

石材を求める動きの変化が生じたことが1旨摘できよう。これには石器製作の技術的側面も考

慮にいれねばならないが、主要因としては、AT以後、旧石器追跡数が増加していることか

ら、生産力の発展を背景とした人口の増加に対応するため、新たな生業・生産活動の場の開

拓を余儀なくされ、集団の移動があったと解釈できる。移動すなわち生業・生産活動の場を

希求するに伴い原産地から遠 くなるに従い、それまで使用していた石材が入手困難になるた

めに、その代替物として在地石材 (チ ャート)の利用頻度が高くなると想定できよう。また

稲田孝司氏は石材が多様化する要因として、最終水期 (ヴュルム期)における波動的な気候

変動は、狩猟対象獣の変化などの集団の環境適応に大きな影響を及ぼしたと考え、その結果、

石器製作技術の進歩を促 し、石材に規制されなくなるとした。0。 つまり備讃瀬戸の集団が環

境の変化に適応する手段として、石材獲得の同期的スケジュールに即し、阿讃山脈を越えて

南下し、それまで補完的な石材であったチャート等の在地的石材を主体的に石器石材として

利用するようになったと解釈できるだろう。このことを示す資料として、吉野川の支流の一

つである鮎喰川右岸下流域に位置する名東遺跡でサヌカイト製の国府型ナイフ形石器が 1点

採集されていること。0、 また阿南市廿枝追跡において、いわゆるチャート製の国府型ナイフ

形石器が 1点出±9。 しており、石器石材にサヌカイトを用いる集団 (文化圏)と チャートを

用いる集団 (文化圏)の接点 (交流点)であると考えるならば、徳島県南部に在地石材を用

いた国府石器群またはそれに後続する石器群の存在が予想される。

すでに多くの先学諸氏も↓旨摘するように、いわゆる在地石材の大半が日常的な狩猟採集活

動に伴って獲得されたものであり、したがってまた集団の移動に応じて刻々と変化する行動

圏の地理的条件に鋭敏に反応するものであることに疑義はないであろう。さらに獲得された

原石の一部はその場で消費され尽 くされることなく、ある場所から別の場所へ持ち運ばれ、

その結果として、集団の作持する石材の部分的な廃棄力M固々の追跡において反復されること

も個別遺跡の石器群、換言すればイ回々 の具体的事実により集団の生業・生産活動の実態が導

きだせよう。最終水期 (ヴュルム期)における波動的な気候変動は集団の短期的な環境適応

のパターンに大きな影響を及ぼしたに違いない。諸集団の移動領域は、その適応行動の転換

に伴って拡大と縮小を繰 り返 し、集団間の社会的・政治的連帯にも緊張と弛緩の周期的反復

を生じさせ、その周期的スケジュールに即し、生業・活動領域を遊動していく過程において

チャート等の在地的な石器石材への変換が生じたものと考えられる。
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江

(1)早渕隆人  「旧石器遺跡立地についての一視点――吉野川北岸域を中心として一―」徳

島県埋蔵文化財センター研究紀要『真朱』創刊号 働徳島県埋蔵文化財センター 1992

121 久保脇美朗 他 「椎ヶ丸～芝生遺跡」F徳島県埋蔵文化財センター年報』Vol.2働徳島
県埋蔵文化財センター 1991

高橋正則  「徳島県土成町椎ヶ丸遺跡の旧石器」『十日石器考古学』27 旧石器文化談話会
1983

0)天羽利夫  「徳島県の遺跡」『日本の旧石器文化』3 雄山閣 1976 また絹川一徳氏は

阿讃山脈の標高350mを越える地点に立地する、招ヶ窪遺跡。大久保遺跡などの旧石器遺跡

の存在から尾根上の搬入ルートを指摘している。絹川一徳  「徳島県土柱周辺の旧石器」
『旧石器考古学』39 旧石器文化談話会 1989

(41 いわゆる原産地遺跡と消費地遺跡の諸特徴を挙げてみる

石材 (石器)原産地遺跡     消費地 (遠隔地)遺跡

1 原石出土 (角礫等)。     1 石核の残 り具合が小さく、石核転用の石器が多い。

2 出土点数多量。        2 盤状手1片 。石核の占有率が低い。

3 盤状禁1片・石核の占有率が高 3 ナイフ形石器の小型化。
4 大形の石器が多い。      4 ナイフ形石器の定型化。

5 未製品の割合が多い。 (幅広)5 ナイフ形石器先端部の失鋭化。

6 二側縁加工のナイフ形石器の割合が多い。

(5)香ナII県教育委員会  『四国横断自動車道建設に伴う理蔵文化財発掘調査概報一-1召和63

年度――』 香,II県教育委員会 1989

俗)福田英人  F八尾南遺跡 ――旧石器出土第 3地点一一 大阪府埋蔵文化財調査報告書

第36韓』 大阪府教育委員会 1989

(D 絹川一徳  「瀬戸内におけるサメカイト旧石器政策」『考古学ジャーナル』315号  ニュ

ー・サイエンス社 1990

山日卓也  「近畿地方における旧石器時代遺跡の立地 ――遺跡立地の差と地域性の発

生について一―」『関西大学考古学資料室紀要』第 8号 等。

18)絹川一徳  「瀬戸内技法に関する二、三の考察」『岡山大学文学部紀要』第19号 岡山大

弓́  1993

0)松藤和人  「瀬戸内技法。国府石器群の現状と課題」『十日石器考古幸』30 旧石器文化談

百舌老善  1985

10 いわゆる消費地遺跡においては、石器が小形の傾向を示すが、これらは遠隔地になれば

なるほど石材の補給が困難になるため、石器の器種再生 (リ ダクション)が行われた結果
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であると思われる。その器種再生に際しては、オリジナルの工程をトレースする。また砂

田佳弘氏は、器種再生が行われた理由の一つとして、石器は消耗品であり、替え刃として

の石器形態が常態的に補給されていたためであるとしている。砂田佳弘  財目模野の石器

再生 ――器種形態の存続と改変――」 Fネ申奈川考古』第29号 神奈川考古同人会 1993

0り 前掲注(7)絹川 1990

10 国分台周辺が集団の日常的生業・生産活動領域とした場合、この狭い範囲の領域では、

植物採集をはじめ食料の確保が国難になる冬場に限応ずとも、狩猟対象獣など食料の一定

量の確保が困難であった可能性が考えられる。またアフリカのセントラル・ブッシュマン

の一部の行動領域は、半径50kmの行動領域をもち。年間移動距離は平均300km、 行動領域面

積は4000町になるといわれている (前掲注(1)田中二郎  『ブッシュマン』第 2版 思索
社 1980)。 このことについては相互の地理的環境の差を考慮する必要があるが、集団の広

域的な移動領域を想定する一つの指標にはなろう。

10 未開社会あるいは非市場社会にあっては、商品市場とか商業活動は存在せず、経済人類

学者カール・ポランニーによれば「生計 (生産)は社会的諸制度のなかに 埋`め込まれ″

ている。」と言う。 K、 ポランニー、玉野井芳郎・平野健一郎 訳  F経済の文明史』 日

本経済新聞社 1975

00 山口卓也 編  F板井寺ヶ谷遺跡発掘調査報告書 ――旧石器時代の調査――』 1991
00 理科学的検討によると、サヌカイトは二上山や五色台・金山とも80kmほ どの文化圏をも

つことが知られている。藁科哲男 他 「石器石材の産地分析」『鎌木義昌先生古希記念論

集 考古学と関連科学』 鎌木義昌先生古希記念論文集刊行会 1988

tO 小野 昭氏は石器製作技法の共通性について、隣接した地域の接触が無限に連なった結

果であるとした。小野 昭  「遺跡分布からみた旧石器時代の社会 一―ナイフ形石器群
を例とした分布の現象と実態――」『第四紀研究』26-3 1988

10 高橋正則  「徳島県阿南市・廿枝遺跡採集の石器再考」 F十日石器考古学』29旧石器文化談
話会 1984

10 久保脇美朗 「金蔵～上井遺跡」F四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
書 1』  働徳島県埋蔵文化財センター 1993

00 池渕 茂 他  「柿谷遺跡」F徳島県埋蔵文化財センター年報』Vol.2 働徳島県埋蔵文
化財センター 1993

90 同一母岩の石核・剖片・砕片等の具体的なチャートを用いた石器製作を示す痕跡はなく、

逆に県南部からの単独の搬入と捉えることもできる。

90 香川県教育委員会  F瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告 I～Ⅵ』 香川県教育委
デミを洋  1977…-1989
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9り  この点について早渕隆人氏が↓旨摘している。前掲注(1比

99 和泉層群北部の砂岩礫層中には散在的にチャートが包蔵 しているが、露頭している地点

は不明である。徳島県南部の地質は秩父帯が分布しており、勝浦川流域では泉質の緑色チ

ャートが採集できる。

90 稲田孝司 「尖頭器文化の出現と旧石器的石器製作の解体」『考古学研究』22-4考古学

研究会 1976

90 氏家敏之 「名東遺跡」 F徳島県埋蔵文化財センター年報』Vol.4 動徳島県埋蔵文化財
センター 1993

90 前掲注Q0



(2)弥生上器の様相

今回の調査によって出土した弥生土器は細片が多く全体のプロポーションを伺うものは、

わずかな数量しか認められなかったが、機種のわかるものでは、甕形土器、三形土器、高不

形土器などがある。全体の状況からは甕形土器が量的に多く、次いで重形土器、高郷形土器

の順である。本遺柳は、遺構の出土数の割には遺物は細片が多いが、重形上器の口縁部や頸

部、甕形土器、高郭形土器の日縁部の形態と施文された文様を槻観し機種分類を行ない、本

遺跡の営まれた年代を追いたい。

本遺跡出土土器は完形品がほとんど認められないため、形態により重 (A～ D)、 甕 (A・

B)、 高邦土器とする。

壷Aは筒状の頸部につづいて、大きく日縁部がひらく土器。日縁部は水平にひらくもの

(79、 133、 143、 234～ 237、 239～ 241、 243)と 斜 め上 にひ ら く (144、 238、 242、 244、

247～ 249、 251)がある。日縁端部は方形におさめるもの (79、 133、 240、 241な ど)と 、上

下にやや肥厚ぎみのもの (143、 234～ 239、 244)、 日縁端部を下方に拡張 (238、 243)が認め

られる。日縁端部には、刻目文 (107、 133、 134、 236、 240～ 242、 244)、 ヘラによる斜格子

文 (79、 237)が認められる。243は凹線文と刻目文が交互に3重施されている。日縁部内面

には竹管文を3重に施すもの (233)、 貼付突帯と刻目文を施すもの (236)、 ヘラによる斜格子

文と刻目文を施すもの (237)、 貼付突帯を2条施し、その 1条に刻目文を施すもの (239)、

2～ 3条の櫛による斜格子文を施す (243)が認められる。細部の調整は土器の依存状態がよ

くなく不明瞭であるが、これらの上器は紫雲出遺跡(lk矢ノ塚遺跡②の壷Aに相当する。

壷Bはやや開き気味に立ち上がる頸部から外反する日縁部を持つもの (134、 151、 250)で

ある。日径は20cmを越える。134は 日縁端部をやや上下に拡張し、日縁部内外面にはやや幅

広のヨヨナデ、外面にはタテヘラミガキ、内面にヨコヘラミガキが認められる。151は 口縁端

部をやや下方に拡張し、端部には上下に刻目文、頸部にはヘラによる列状圧痕文、簾状文、

波状文を施す。内面は日縁部にやや幅広のヨヨナデ、頸部より下にヨコヘラミガキを施して

いる。

重Cは直線的でわずかに外反する日縁部を持つもの (62、 118)である。62は 口縁端部を方

形におさめ、日縁端部に刻日文を持つ。118は 日縁端部を上下に拡張する。日縁部下には強い

ヨヨナデによる凹みを持つ。体部中位に最大径を持つ。紫雲出遺跡重Cに当たる。

重Dは日縁部が内彎気味に立ち上がるもの (246)で ある。日縁端部を上方にやや拡張し平

坦面を造り出す。日縁下には貼付突帯を2条施し、その上に刻目文を持つ。紫雲出遺跡重 B、

矢ノ塚遺跡の壷Eに対応する。
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甕Aは頸部から口縁部の屈曲が緩やかなもので、日縁端部は丸いもの (95、 96、 129、 145、

146、 152、 162、 189、 226、 231、 273、 274、 276、 278、 279、 282、 284、 285～ 287)と 方形を

呈する (128、 138、 153、 154、 275、 277、 280、 281、 283、 290、 292、 296、 298～ 300)も の、

271、 272は逆 L字状日縁を呈している。日縁端部には刻目文を施す (138、 152、 162、 279～ 284)

もの、日縁端部に刻目文と口縁部下に多条の櫛描直線文を施す (95、 271～ 273、 276)、 日縁

端部に刻目文と口縁下に多条の櫛描直線文、刺突文を施す275、 日縁部に刻目文、口縁下に櫛

描による波状文を施す277、 278がある。また、日縁端部は、無文であるが日縁部下に多条の

4rp描直線文と櫛描波状文を施す129、 口縁下に多条の櫛描直線文と刺突文を施す225がある。

全体の器形の明瞭なものは129、 146のみであるが】同部の膨らみは明瞭に認められず、胴長で

ある。底部は平底である。体部外面にはタテハケメかタテヘラミガキ、体部中位よリタテヘ

ラミガキ、内面はヨコヘラミガキか、タテハケメが認められる。櫛描文の出現を持って第H

様式が特徴づけられているが、口縁部直下に櫛描文が認められ、体部の形態もあまり頭者な

膨らみが胴部に認められないことより正岡編年H-1様式0に当たるものと思われる。

甕Bは頸部から日縁部の屈曲が「く」の字状に外反するものである。日縁端部は方形にお

さめるもの (132、 147、 168、 304、 305、 308、 309、 310)、 上方に拡張するもの (72、 306、

307)、 下方に拡張するもの (108)、 上下に拡張するもの (109～ 115、 309、 311～ 317)があ

る。日縁端部を上下に拡張したものには凹線文が認められる(109～ 115、 314～ 317)。 体部外

面には刺突文 (304、 305、 308)、 頸部には指頭圧痕文突帯をめぐらした311も ある。体部外面

には上位にタテハケメとタテヘラミガキ、中位以下にタテヘラミガキが認められるものがあ

る。器形に関しては完形品は認められず全体をうかがえないが、体部の膨らみは明瞭に認め

られるものと思われる。これらの土器は紫雲出遺跡甕ェ、矢ノ塚遺跡甕1に対応する。また、凹

線文A種(0を持つものに関しては紫雲出遺跡甕2、 矢ノ塚遺跡甕3に対応する。

高界は体部は半球形状を呈し、口縁部は直立して立ち上がる (72、 74、 331)。 日縁端部は

拡張され平坦面が造られる。日縁端部には凹線文が 2条施されている。体部内外面はタテヘ

ラミガキが施される。紫雲出遺跡高lThA2、 矢ノlft遺跡A4~修 )に対応する。

本遺跡における遺構出土の遺物は先に述べたとおり、出土数が少なく一括資料と言い難い

ものも認められるが、遺構内でややまとまって遺物の出土が認められるものはS B 1005、 S

K1063、 S Kl132、 SK■ 71・ ■72 S Kl185が 上げられる。

S B 1005か らは日縁部上方に拡張した甕 B、 凹線文を持つ高邦、壷の体部が出上し、胴部

の張りはかなり顕者なものと成り、体部外面には上位にタテハケメ、中位にヨコヘラミガキ、

下位にタテヘラミガキを施し、底部は平底を呈している。

S K1063は甕Bが出上し口縁端部を拡張するものと、端部を拡張し凹線文を施すものが一

括出土している。
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SK■32は 日縁端部に櫛描文を施したものと端部を方形におさめた重Aが出土している。
SK■ 71・ 1172は壷Aと 甕A、 S Kl185か ら壷 Cと 甕Bが出土している。中期の上器は、
ヘラ描文から櫛描文への変化 |こ よって第H様式の画期とし、凹線文の出現を第Ⅲ様式の中葉

にすえ、第Ⅳ様式に凹線文の盛行期としてとらえられている事から、これらの事について見

れば、S Kl132・ ■71・ ■72・ 1185と S B 1005。 S K1063の 2期に分かれる。しかし、遺構

内遺物が先に述べたように遺構出土数の割に一括性のあるものが少ない事から、周辺地域の

資料の増加によりさらに検討を加える必要がある。本遺跡の年代であるが、前段階が正岡編

年H-1様式に併行、後の段階が紫雲出山H式、正岡編年Ⅲ-2様式に併行するものと考え
られる。しかし、包合層出土遺物からは紫雲出山 I式に併行する土器の出土が認められ、実

年代としては弥生時代中期前葉 (第 H様式)～中期中葉 (第Ⅲ様式)に位置するものと思わ

れる。

江

(1)小林行雄・佐原真『紫雲出』 1964香川県教育委員会他

修)薦田耕作他『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第三冊矢ノ塚遺跡』
1987 香,II県教育委員会他

俗)正岡睦夫「備前地域」『弥生土器の様式と48~年一山陰・山陽編―』1992

律)前掲(1)
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4 自然科学的分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

(1)炭化材同定

はじめに

日吉谷遺跡 (阿波郡阿波町日吉谷261ほか所在)は、吉野川中流域左岸の段丘上に立地す

る。これまでの発掘調査により旧石器時代～中世にわたる遺構や遺物が検出されている。と

くに古墳時代後期 (6世紀後半)の住居址が 1軒検出されており、その床面上から柱材と推

定された炭化材が検出されている。

今回は古墳時代後期の住居址から検出れされた柱材の樹種を明らかにするために材同定を

実施することとした。

1.訓

試料は、古墳時代後期 (6世紀後半)の住居址 (SB001)か ら検出された炭化材 3点 (試料

名 :炭化材①～③)である。

2.方法

試料を乾燥させたのち、本国 (横断面)・ 柾日 (放射断面)。 板目 (接線断面)の割断面を

製作し、え査型電子頭微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察。同定した。

3.結果

炭化材①はモミ属の一種、炭化材②はシイ属の一種に同定された(表 4)。 また、炭化材③

は針葉樹であることは判断できたが、保存状態が悪く、種類の同定は困難であった。モミ属

とシイ属の主な解剖学的特徴や現生種の一般的性質等を以下に記す。なお、和名・学名等は

「原色日本植物図鑑 木本編 (H〉」(北本■村田,1971,1979)に したがい、現生種の一般的

性質等については「本の事典 第 3。 5巻」(平井,1981)も 参考にした。
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表 1 日吉谷遺跡炭化材同定結果

試 料 名 用途 時 代 樹 種 名

SB001 炭化材①
SB001 炭化材②
SB001 炭化材③

材

材

材

注

柱

柱

古墳時代後期 (6世紀後半)

古墳時代後期 (6世紀後半)

古墳時代後期 (6世紀後半)

モミ属の一種

シイ属の一種

針葉樹

・モミ属の一種 (4う原 sp.)   マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は薄く、年輪界は明瞭。樹脂細

胞はないが、傷害樹脂道が認められることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は粗

く、末端壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型で 1～ 4個。放射組織は単

列、 1～ 20細胞高。

モミ属には、モミ (4う″sカタη7,α Sieb.冴 Zucc.)、 ウラジロモミ (4.んθ陶房妙λ Sieb.et

Zucc。 )アオモリトドマツ (4.ηα%奮″ Masters)、 シラベ (4.υ″た力″ Lindley)、 アカト

ドマツ (4.Mε励力%%sλ (Fr.Schmidt)Masters)の 5種があり、アカトドマツを除く4

種はいずれも日本特産種である。モミは本州 (秋田・岩手県以南)・ 四国。九州の低地～山地

に、ウラジロモミは本州中部 (福島県以南)。 紀伊半島。四国の山地～亜高山帯に、アオモリ

トドマツは本州 (福島県以北)の亜高山～高山帯に、シラベは本州中部 (福島県以南)・奈良

県・四国に、アカトドマツは北海道に分布する常緑高木である。モミを除いては山地～高山・

寒冷地に生育する。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易で、

保存性は低い。棺や卒塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具 。家具・建築材など各

種の用途が知られている。

・シイ属の一種 に称″ηοsぬ sp。)   ブナ科

環孔材～放射孔材で孔圏部は 3～ 4裂、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火

炎状に配列する。大道管は単独、横断面では楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放

射)方向に複合、横断面では角張った楕円形～多角形、ともに管壁厚は中庸～薄い。道管の

穿孔は単穿孔で、内壁の壁孔は交互状に配列する。放射組織は同姓、単列、 1～ 20細胞高。

柔組織は周囲状、散左状および短接線状。年輪界は明瞭。

シイ属には、ツブラジイ (コ ジイ)に称力%9外た 肱ψ減   (Thunberg)Schottky)と

その変種スグジイ (C.G続諦ケ房α力 Var.d紡う激瘍 (MakinO)Nakai)がある。この内、典型

的なツブラジイは集合～複合放射組織が存在することで分けられる。しかし、ッブラジイの
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中にも集合～複合放射組織の出現頻度が少なく、作成した切片に観察できないときがある。

したがって、集合～複合放射組織が確認できれはツブラジイと同定できるが、確認できない

からスダジイであるとはいえない。

シイ属は、カシ類とともに、暖温帯常緑広葉樹林の主要構成種である。ツプラジイは本州

(伊豆半島以西南)。 四国 。九)Hに、スダジイは本州 (福島・新潟県以南)。 四国。九州・琉球

に分布し、また植栽される高木である。一般には、スダジイが沿海地、ツブラジイが内陸地

に生育する。材はやや重硬で、割裂性は大きく、加工はやや容易、耐朽性は中程度～低い。

材質的にはツブラジイはスダジイより劣るものとされている。薪炭材としての用途が最も多

く、器具 。家具・建築材などにも用いられる。種子は食用となり、樹皮はタンニン原料とな

る。

4.古墳時代後期の建築材

今回検出された炭化材 3点は、モミ属 。シイ属・針葉樹が各 1点であった。これらのうち、

モミ属とシイ属では、材質が大きく異なる。住居の柱材に使用する材は、強度がより高いも

のが適していると思われる。また、できるだけ同じ樹種を使用した方が強度のバランスも良

いと考えら紀る。同定された樹種のうち、シイ属は強度も高く柱材として使用された可能性

がある。モミ属については、柱材として使用される例もあるが、強度のバランス等を考える

と、シイ属と同じ用途に用いら絶たとは断定できない。

今回の試料は、住居壁面近 くより検出され、全てが柱材と推定されているが、壁面近 くと

いう位置から考えると柱材以外の部材 (例えば垂木等)も含まれている可能性がある。特に

住居の垂木に使用する木材は、それに適した大きさ (長さ。形状・径等)を有しているもの

であれば、柱ほどの強度は要求されなかった可能性がある。これらのことを考慮すると、今

回の結果は部材により使用する木材の種類が異なっていた可能性もある。しかし、試料数が

少ないことから現時点では断定できない。

徳島県をはじめ、四国地方では住居構築材などに関する材同定の報告例は少なく、現時点

では資料がほとんど無い。したがって、今後さらに調査事例の蓄積することにより、住居建

築材の用材選択に関する検討が可能となるだろう。今回の分析結果は、資料蓄積の第一段階

と言える。
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図版 1 日吉谷遺跡 炭化材

1.モ ミ属の一種 (炭化材①)
2.シイ属の一種 (炭化材②)
a:木 日, b:柾日, ci布反目

…
    200μ ln:2a

…
 200μ rn i la― c,2b―c
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第 3表 遺構一覧表

遺 構 名 土 地 点

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 偏 考

挿図

番号長軸 短軸 i朱さ

S B 1001 A tt I・ J-9・ 10
弥生土器,土師器,須恵器,石鏃,上師質上器,石錐 ,

台石,打製石庖丁
古  代

S B 1002 B区 L・ M-13・ 15

弥生土器,上師質土器,瓦質土器,チ ャー ト片,紡錘車
サヌカイ ト片,結晶片岩片,石英片,楔形石器,石鏃 ,
磨製石斧,祗石,打製石包丁,磨製石庖丁

弥生中期

S B 1004 Ctt G-15
弥生土器,土師器,サヌカイ ト片,結晶片岩片,石鏃 ,
上師質土器

弥生中期

S B 1005 Ett M・ N-10・ 11 8 弥生土器,サヌカイ ト片,結晶片岩片,炭化米 弥生中期

遺 構 名 出 上 地 占
ヽ

規 模
棟 方 向 出 上 逮 物 時期

挿図

呑号関   数 梁間(In) 桁行(m) 面積 (∬ )

S A 1001 Att F,E-9。 10 1× 3 6 72 14 38 N-30° ―E 弥生土器 弥生

S A1002 Dtt K・ L-19・ 20 1× 2 2 28 2 96 6 75 N-38° 一M′ 弥生土器 弥生

S A 1003 D tt 」・K-20 l × (2) (152) (256) (389) N-3° 一E 弥生上器 弥生

S A 1004 Ett L-10 1× 2 2 28 N-28° 一E 弥生土器・祗石 弥生

S A 1005 E区 L・ M-7 1× 2 1 40 4 54 N-20° ,W 弥生土器 弥生

S A 1006 Ett J-10。 11 1× (2) 41 (212) (508) N-5° ―E 弥生土器 弥生 37

S A 1007 Ett M・ N-9,10 1× 2 3 12 N-5° 一E 弥生土器 弥生

S A 1008 E区 N・ 0-11・ 1× (3) (2 08) (16) (332) N-5° 一E 弥生土器 弥生

S A 1009 Ett J-10。 11 lX3 N-80° ―E 弥生上器 弥生

S A 1010 Ett L-8 1× 2 2 12 7 29 N-88・ ―E 弥生土器・石斧 弥生 41

S A 1011 Ett N-10・ 11 1× (4) (192) (22) (422) N-67° 一W 弥生土器 弥生

S A 1012 Ett J-10・ 11 1× (2) (144) (184) (265) N-5° 一W 弥生土器 弥生

S A 1013 Ett M・ N-9・ 10 1× 2 N-20° 一W 弥生上器 弥生 44

S A 1014 E区 J・ K-10・ 11 lX(2) (224) (412) (461) N― S 弥生上器 弥生 45

S A1015 Ftt P・ Q-18 1 4 N-1° 一 Vヽ 弥生土器 弥生

S A 1016 Ftt Q・ R-15'16 1× 3 2 12 2 92 N-5° 一 7ヽ 弥生上器,打製石庖丁,石鏃,叩石 弥生 47

S A 1017 F区 P・ Q-16・ 17 1× 2 22 42 N-1° ―W 弥生土器 弥生

S A1018 Ftt P-17 1 2 3 44 5 64 N-4° ―W 弥生上器 弥生

S A1019 Ftt Q-15 1× 2 N-13・ ― Vヽ 弥生土器 弥生 51

S A1020 F区 QoR-17・ 18 N-4・ ―E 弥生土器 弥生

S A 1021 Ftt P・ Q-15 I 3 2 32 N-4° 一E 弥生土器,打製石庖丁,結晶片岩片 弥生 54

S A 1022 Ftt P・ Q-17・ 18 1 3 N-5° ―E 弥生土器 弥生

S A 1023 Ftt P-17 1× 3 N-83° 一E 弥生土器 弥生

S A 1024 Ftt Q-18 1 3 1 40 N-66° 一E 弥生土器 弥生

S A 1025 Ftt Q-16 1 3 3 88 N-65° 一E 弥生土器 弥生

S A 1026 F区 P・ Q-14 1× 2 2 52 N-82° 一W 弥生上器 弥生

S A 1027 Ftt P・ Q-14・ 15 2× 3 3 52 N-43° 一W 弥生土器 弥生 61

S A 1028 Ftt P-17・ 18 1 3 7 25 N-87° 一W 弥生土器 弥生

S A 1029 G区 M・ N-19 1× 3 N-15° 一W
弥生土器,上師質上器,叩石,サ
ヌカイト片

弥生

( )は残存値
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遺 構 名 出 土 建 占
〔

規 模

棟 方 向 出 上 遺 物 時期

挿図

番号関  数 梁間lml 桁行(m) 面積 (ml)

S A1030 Itt T-18・ 19 lX3 1 72 N-8『 ―E 弥生土器 弥生

S A1031 Itt T-18 1× (2) (192) (176) (338) N-53° ―MI 弥生土器 弥生

S A1032 Itt T-19 lX2 N-15° 一E 弥生上器 弥生

S A1033 Itt T-19 (2)X(3) (384) (998) N-18° 一E 弥生土器,サヌカイ ト片 弥生

S A1034 Att E・ F-9・ 10 2X3 26 69 N-86° ―E 土師質土番,瓦質土器 中世

S A1035 Btt J-15'16 I (256) (136) (348) N― S 土師質土器 中世

S A1036 D tt I・ J-19,20 (2)X(3) (416) (284) N-4° ―E 土師質土器 中世

S A1037 G区 M・ N-20・ 21 1 2 N-10° 一V 土師質土器,瓦質土器 中世

S A1038 Gtt M・ N-19。 20 2× 2 2 56 N-36° ―E 土師質土器 中世

S A1039 Gtt L・ M-20。 21 1 2 N-83° ―E 土師質土器 中世

S A1040 G区 LoM-20・ 21 1 2 12 79 N-53° 一E 土ET質土器 中世

( )は 残存値

遺 構 名 出 土 地 占
〔

規  模 (cl)
出 土 遺 物 時  期 備 考

挿図

番号長軸 鰤 i条さ

S K1001 A区  I-11
弥生土器,須恵器,土師質土器,結品片岩片,チ ャー ト

石,打製石庖丁
弥生中期

S K1002 Att H-10 弥  生

S K1003 Att H-lo 弥生土器,上師質土器 弥  生

S K1004 Att H-10 弥生土器 弥生中期

S K1005 Att G-10 弥生土器 弥  生

S K1006 Att G-11 弥生土器,土師質土器 中  世

S K1007 Att G-12 弥生土器,瓦質土巻 弥  生

S K1008 Att G-12 弥生土器 弥   生

S K1009 A区 G・ H― n 弥生土器 弥生中期

S K1010 Att H-11 弥生土器 弥   生

S K1011 Att H-11 12 弥生土器 弥  生

S K1012 Att H-11 弥生土番 弥  生

S K1013 Att I-11 弥生土番,結品片岩片 弥生中期

S K1014 Att I-10 5 不   明

S K1015 Att E-10 弥生土番,上師器,結晶片岩片 弥生中期

S K1016 Att D-10 弥生土番,上師質土番,瓦質土器,結晶片岩片 中  世

S K1017 Att D-10・ 11 17 弥生土器,瓦質土巻 中  世

S K1018 Att D-11 弥生土器,上師器,結晶片岩片 中  世

S K1019 Att D-11 弥生上器,上師質上器 中  世

S K1020 Att E-11 弥生土器,上師質上器 中  世 254

S K1021 Att F-11 弥生土器 弥   生

S K1022 Att F-11 弥生上器,結晶片岩片,土師質土番,サメカイ ト片 弥生中期

S K1023 Att F-11 25 弥生土器,結晶片岩片 弥   生

S K1024 Att E-11 16 弥生上器 弥   生

S K1025 Att F-12 90 弥生上器,上師質土器 中   世
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遺 構 名 出 土 地 点

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 備 考

オ車図

番号長轍 短軸

S K1026 Att E-12 を2 弥生土器 弥  生

S K 1027 Att F-12 15 弥生上器,上師質上器,瓦質土器,不明陶器 中   世

S K1028 Att E-13 12 弥生土器,土師質土器,サヌカイ ト片 中  世

S K1029 Att H-12 弥生上器,石英片 弥   生

S K1030 Att H-11 130 弥生土器,結晶片岩片 弥生中期

S K1031 Att H-12 弥生土器,結晶片岩片 弥生中期

S K1032 Att G-12 12 弥生土器 弥生中期

S K1033 Att J-9 150 弥生土器,上師質上器 弥生中期

S K1034 Att G-12 12 弥生土器,サヌカイ ト片 弥生中期

S K1035 B区 L・ M-14 16 弥生土器,サヌカイ ト片,結品片岩片,長石片 弥生中期

S K1036 Btt N-15 130
弥生上器,上師質上器,サヌカイ ト片,結晶片岩片,弥

生不明石器
弥生中期

S K1037 Btt M-15 弥生上器 弥生中期

S K1038 Btt L-14・ 15 弥生上器,結晶片岩片 弥生中期

S K1039 Btt L-15 弥生土器 弥生中期

S K1040 8区 J・ K-14 8 不   明

S K1041 Btt L-15 弥生上器 弥   生

S K1042 Btt L-15 弥生土器,結晶片岩片 弥生中期

S K1043 8区 と 。K-15・ 16 130 弥生上器 弥生中期

S K1044 Btt L-15 弥   生

S K1045 Btt L-15・ 16 弥生土器,サヌカイ ト片,結晶片岩片 弥生中期

S K1046 Btt M-16 弥生土器,サヌカイ ト片 弥  生 84

S K1047 Btt M-16 9 弥生土器 弥生中期

S K1048 Btt M-16・ 17 弥生上器 弥  生

S K1049 Btt M-17 10 不   明

S K1050 Btt M-17 150 8 弥生土器 弥生中期

S K1051 Btt M-17 150 8 弥生上器,結晶片岩片 弥   生

S K 1052 B区 し-17 200 10
弥生土器,サヌカイ ト片,チ ャー ト片,結晶片岩片,弥

生不明石器
弥生中期 87

S K1053 Btt L-17 〔] 不   明

S K1054 Btt K-17 弥生土器,結晶片岩片 弥   生

S K1055 B区 K・ L-16 170 弥生土器,結晶片岩片,弥生石器 (そ の他 ) 弥生中期

S K 1056 Btt K-15・ 16,L-16 200 11 弥生土器,サヌカイ ト片 弥生中期

S K 1057 Btt K-16 9 弥生上器,結晶片岩片,石鏃 弥   生

S K 1058 Btt K-15 12 弥生土器,サヌカイ ト片,結晶片岩片 弥   生

S K 1059 B区 K-15 と4 弥生土器 弥生中期

S K 1060 B区 14 弥生土器,土師質土器 中   世

S K 1061 B区 -15 110 12 不   明

S K 1062 B区 -15'16 弥生土器,土師質土器 中  世

S K 1063 B区 」・K-16
弥生土器,サヌカイ ト片,砂岩片,結晶片岩片,石英片

票]片石器,旧石器 (不明),石鏃,祗石,小型円柱状石斧
弥生中期

( )は 残存値
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逮 構 名 出 土 地 点

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 臓 考

挿図

番号長軸 帥 深 さ

S K1064 Btt K-17 40 弥生土器 弥生中期

S K1065 Btt K-17 8 弥生土器,サヌカイ ト片 弥生中期

S K1066 B区 -16 6 弥生土番,土師質土番,サヌカイ ト片 中  世

S K1067 B区 -16 弥生土器 弥生中期

S K1068 B区 -16 縄文土器,弥生上番,結品片岩片 弥  生

S K1069 B区 -16・ 17 弥生土器,サヌカイ ト片,結晶片岩片 弥生中期

S K1070 B区 -16, I-17 弥生土器,上師質土器 弥  生

S K1071 B区 J-16 160 弥生土器,上師質土器,サヌカイ ト片 中  世

S K1072 B区 -16 95 弥生土器,上師質土器,瓦質土器 中  世

S K1073 B区 J-16 125 弥生上器,須恵器,上師質上器,瓦質上器 中  世

S K1074 B区 -16 200 弥生土器,土師質土器,瓦質土器,結晶片岩片 弥  生

S K1075 Btt I-15。 16 170
弥生土器,上師質土器,瓦質土器,結晶片岩片,小型円

柱状石斧
弥  生

S K1076 B区 I -16 弥生土器,土師質土器 中  世

S K1077 B区 I 弥生上器,サヌカイ ト片,結晶片岩片 弥  生

S K1078 B区 J 弥生土器 弥   生

S K1079 Btt J・ K-15。 16 弥生土器 弥   生

S K1080 Btt J-16 土師質上器 中  世 256

S K1081 Btt J-16 弥生土器,土師質土器 弥   生

S K1082 Btt H-15 弥生土器 弥   生

S K1083 Btt H-14 弥生土番,上師質土器,サヌカイト片,結晶片岩片,チ

ャー ト片
弥  生

S K1084 Btt J-13 弥生土器 弥   生

S K1085 Ctt G-16 弥生土器,土師質土器,瓦質土器 中  世

S K1086 Ctt G-16 弥生上器,サヌカイ ト片,石鏃 弥  生

S K1087 Ctt G-16 弥生土器,上師質上器 弥  生

S K1088 Ctt G-16 弥生土器,須恵器,土師質土器,結品片岩片 中  世

S K1089 Ctt G-16 弥生土器,上師質土器,サヌカイ ト片 中  世

S K1090 Att D-11 弥生土器,上師質土器 中   世

S K1091 Att D-11 [20 5 不   明

S K1092 Att D-11 弥生土器,サヌカイ ト片 弥  生

S K1093 Att D-11 土師質土器,銅釘 中   世

S K1094 Att D-11 6 不   明

S K1095 Ett L-7 135 弥生上器,上師質上器 弥   生

S K1096 Ett L・ K-8 125 土師質土器 中  世

S K1097 Ett M-7 3 不   明

S K1098 Ett M-8 不   明

S K1099 Ett M-8 土師質土番,瓦質土巻,結晶片岩片 中  世

S Kl100 Ett M-9 不   明

S Kl101 E区 M― 9 弥生土器,土師質土器 弥   生

S Kl102 E区 M・ L-8 11 弥生土器,上師質土器,瓦質土器 中   世

( )は残存値
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遺 構 名 出 土 馳 点

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 備 考

挿図

番号長軸 鰤 深 さ

S K l103 Ett L-8 不   明

S Kl104 Ett L-8 6 不   明

S Kl105 Ett L-8 10 不   明

S Kl106 E区 K・ L-8 2 不   明

S Kl107 Ett K-8 5 弥生土器,上師質土器,瓦質土器 中  世

SK■ 08 Ett K-8 不   明

S Kl109 Ett N-9 土師器 古  代

S Kll10 Ett N-9 土師質土番,サヌカイ ト片 中  世

S Kllll Ett M-10 11 弥生土器,土師質土器,サヌカイ ト片,結品片岩片 弥  生

S Kll12 E区 M・ L-10
弥生土器,土師質土器,サヌカイト片,結晶片岩片,チ
ャー ト片,石英片,ス タレイパー,石鏃,磨製石斧,打
製石庖丁,小型円柱状石斧

弥生中期

SK■ 13 Ett M-10 弥生土器,穣形石器 弥生中期

SK■ 14 欠番 ピットに変更

S Kll15 Ett L-9・ 10 弥生土器,サヌカイ ト片,石英片 弥生中期

SK■ 16 Ett L-9・ 10 14 不   明

S Kll17 Ett L-10 弥生土器 弥  生

S Kll18 Ett K-10 8 不   明

S Kll19 Ett K-10 不   明

S Kl120 Ett K-10 8 土師器,サヌカイ ト片 古  代

S Kl121 Ett K-10 不   明

S Kl122 Ett K-10 17 不   明

SK■ 23 E区 。K-10 100 不   明

S Kl124 E区 -10 不   明

S Kl125 E区 -10 100 不   明

S Kl126 E区 -10 3 不   明

S Kl127 E区 -10 土師器 古  代 230

S Kl128 E区 -10 不   明

S Kl129 8区 N-11 弥生土器,結晶片岩片 弥生中期

S Kl130 8区  J-10 125 弥生土器,祗石 弥   生

S Kl131 Ett N-11 130 14 弥生上器 弥   生

S Kl132 Ett N-11 180 弥生土器,石央片 弥生中期

S Kn33 Ett O-11 弥生上器 弥生中期

S Kl134 Ett K-11 100 不   明

S Kl135 Ett J-9 土師器 古  代

S Kl136 Itt U-20 不   明

S Kl137 Itt U-19・ 20 弥生土器 弥   生

S Kl138 Itt U-19 弥生土器,上師質土器 中   世

S Kl139 Itt U-19 土師器 古  代

S Kl140 Itt U-19 8 弥生上器 弥   生

S Kl141 Itt U-19 lkkll

弥生上器,上師質上器,瓦質土器,サヌカイ ト片,石器
(そ の他 )

弥   生

( )は残存値
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遺 構 名 出 土 地 点

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 備 考

図

　
号

挿
　
番長軸 短軸 ,案さ

S Kl142 Itt T-19 170 弥生土器,石英片 弥  生

S Kl143 Itt T-19 弥  生

S Kl144 【区 T-19 弥生上器 弥  生

S Kl145 Itt T-18 弥生土器 弥   生

S Kl146 Itt T-18 弥生土番,土師質土器 中  社

S K l147 Itt T・ S-17・ 18 不   明

S Kl148 Itt S-19
28

(64)
弥生上器,結晶片岩片 弥生中期

S Kl149 Ftt F区・I区間の畦除去後 10 上師器,サヌカイ ト片 古  代

S Kl150 Ftt S-17 不   明

S Kl151 Ftt S-17 弥生上器,土師器,須恵器 古  代

S Kl152 Ftt R-17・ 18 弥生土器,サヌカイ ト片 弥   生

S Kl153 Ftt R-18 弥生土番,サヌカイト片,漢形石器 弥  生

S Kl154 F区 S・ R-18 180 弥生土器,サヌカイ ト片 弥  生

S Kl155 Ftt S-18 不   明

S Kl156 F tt F-18 弥生上器 弥生中期

S Kl157 Ftt F-16 不   明

S Kl158 Ftt F-16 弥生土番,サヌカイ ト片,=】 片石器 (そ の他 ) 弥   生

S Kl159 Ftt Q-14 不   明

S Kl160 Ftt Q-14 不   明

S Kl161 F区 P・ Q-15 不   明

S Kl162
『
区 Q-16 弥生上器,結晶片岩片,打製石庖丁 弥   生

S Kl163 Ftt Q-17
弥生上器,須恵器,紡錘革,サヌカイ ト片,結晶片岩片 ,

石鏃,石ノミ
弥  生

S Kl164 Ftt Q-17 弥生土器 弥生中期

S Kl165 Ftt Q-17 (1“ , 弥生土器,サヌカイ ト片 弥   生

S Kl166 Ftt Q-17 不   明

S Kl167 Ftt Q-17 弥生土器 弥   生

S Kl168 Ftt Q-17 不   明

S Kl169 Ftt Q-17 弥生土器 弥  生

S Kl170 Ftt Q-17 弥生土器 弥生中期

S Kl171 Ftt Q-17・ 18 5 弥生土器,サヌカイト片,結晶片岩片,砂岩片,石槍 弥   生

S Kl172 Ftt Q-17 8 弥生土器 弥   生

S Kl173 Ftt Q-17 弥生上器 弥  生

SK■ 74 Ftt P・ Q-17 不   明

S Kl175 Ftt Q-17・ 18 弥生土器 弥  生

S Kl176 Ftt Q-18 不   明

SK■ 77 Ftt Q-18 弥生土器 弥生中期

S Kl178 Ftt P-15 弥生土器 弥   生

S Kl179 Ftt P-15・ 16 45 13 不   明

( )は残存値
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遺 構 名 出 上 地 占
い

規  模 (cl l)
出 土 遺 物 時  期 備 考

挿図

番号長軸 短軸 ,架さ

SK■ 80 Ftt P-16 不   明

SK■ 81 Ftt P-16 不   明

S Kl182 Ftt P・ Q-16 不   明

S Kl183 Ftt P-16・ 17,Q-17 弥生土器,制片石器 (そ の他 ) 弥  生

S Kl184 Ftt P-17 弥生土器 株  生

S Kl185 Ftt P-17 弥生土器 弥生中期

S Kl186 F区 N・ O-16 12 不   明

SK■ 87 F区 0-18 弥生上器,サヌカイ ト片 弥  生

S Kl188 Ftt N-17 100 12 不   明

S Kl189 Gtt Q-19 180 弥生上器,土師質土器,結晶片岩片 中  世

S Kl190 Gtt Q-20 30 弥生土番,上師質土器 中  世

S Kl191 Ftt P-19 弥生土器,土師器,サヌカイ ト片,結晶片岩片 古  代

S Kl192 G区 P・ Q-19 弥生土器,土師質土器,サヌカイ ト片,石鏃 弥  生

S Kl193 Gtt P-21 8
弥生土器,上師器,上師質土器,瓦質土器,生産遺物 (不

明 )
中  世

SK■ 94 G区 P・ Q-22 12 弥生上器,上師質上器,サヌカイ ト片 中   世

S Kl195 Gtt O-19・ 20
弥生土器,上師質土器,サヌカイト片,砂岩片,穣形石

器
弥   生

S Kl196 Gtt N-20 30 8 弥生土器,土師質土器,石鏃 弥   生 138

S Kl197 Gtt N-21 土師質土器 中   世 263

S Kl198 G区 M・ N-21・ 22 弥生上器,土師質土番,須恵質土器 中  世

S Kl199 G区 M・ N-21 弥生土器 弥   生

S K1200 Gtt N-18 12 弥生土器 弥   生

S K1202 Gtt L-20 弥生土器,上師質土器,サヌカイ ト片,結晶片岩片 中  世 264

S K1203 Gtt M-21 100 弥生土器,瓦質土器 中  世

S K1204 G Htt L-21 上師器,石英片 古  代

S K1205 Htt M-22 弥生土器 弥   生

S K1206 Htt N-22 弥生土器,上師質土器,結晶片岩片 中  世

S K1207 Htt N-23 不   明

S K1208 Htt N-23 90 不   明

S K1209 Htt M-23 90 不   明

S K1210 Htt O-22・ 23 150 サヌカイト片 不   明

S K1211 H区 N・ O-23 不   明

S K1212 Htt O-23 結晶片岩片 不   明

S K1213 Htt N-23・ 24 不   明

S K1214 Htt O-24 不   明

S K1215 Dtt J-17・ 18 弥生土器,土師質土器,打製石庖丁 弥  生

S K1216 Dtt I・ J-19 不   明

S K1217 Dtt K-20 弥生土器,上師質土器 中  世

S K1218 Dtt K-21 不   明

( )は残存値
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遺 構 名 出 土 地 点

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 備 考

挿図

番号長軸 劇 深 さ

S K1219 Dtt K-21 7 不   明

S K1220 Dtt OoP-20
弥生土器,磁器 (不明),紡錘車,サメカイ ト片,結晶片

岩片
不   明

S D 1011 Gtt Q-2ユ 180 弥生土器,土師質上器,結晶片岩片 弥  生

S D 1012 Gtt Q-21 弥生土器,上師質土器,石英片 弥  生

S D 1013 Gtt Q-22 190 弥生上器,緒品片岩片 弥   生

S D 1014 Gtt Q-22
弥生土器,土師質土器,須恵質土器,サヌカイト片,結

晶片岩片,楔形石器
弥  生

( )は残存値

)は残存値

S X1001 Ett L-8 不   明

S X1002 Ett K-8 (60) 不   明

S X1003 Ett M-9 不   明

S X 1004 Ett N―m 不   明

S X1006 Ftt S-17・ 18,R-18 260
弥生土器,土師質土器,瓦質土器,サヌカイト片,結晶

片岩片
弥  生

S X1007 Ftt R-18・ 19 弥生土番,結晶片岩片, 旧石器 弥  生

S X1008 Ftt FoS-16・ 17 450

弥生上番,上師器,須恵器,瓦質土器,植物遺体,サヌ
カイト片,結晶片岩片,弥生石器 (不明),穣形石器,磨
製石斧

弥  生

S X 1009 F区 
―

弥生土器 弥  生

S X 1010 Ftt Q-18 7 不   明

S X1011 Ftt P-16 弥生土器,結晶片岩片 弥  生

S X1012 Ftt P-17 弥生土器,上師質土器 芳   生

S X1013 Ftt P-17 弥生上器 弥  生

S X 1014 Gtt Q-20 200
弥生土番,須恵器,上師質土器,須恵質土器,瓦質土器,

サヌカイト片,結晶片岩片,管玉
不   明

S X1015 Gtt P-20 (606) (4201 弥生土器,土師質上番,粘土塊,サヌカイ ト片,祗石 弥   生

S X1016 Gtt N-19 (4耐 ) (390) 弥生土番,サヌカイ ト片,結晶片岩片 弥  生

S X 1017 Gtt N-20,0-20 (480) (4m)

弥生土器,土師質上器,サヌカイト片,結晶片岩片,砂
岩片,石器剣片,楔形石器,石鏃,台石,打製石庖丁,
叩石,擦 り石,粘土塊

弥   生

S X 1018 Gtt O・ P-22 弥生土器,サメカイ ト片,土師質土器,瓦質上善 不   明

S X 1019 Htt N-23 不   明

S X1020 Htt P-25 結品片岩片 不   明

S X1021 Gtt M-19
弥生上器,上師器,土師質土器,粘土塊,サヌカイ ト片
砂岩片,石央片,結晶片岩片,祗石 ,ス クレイパー,打
製石庖丁

弥   生

S X1022 Dtt L-20,K-19・ 20・ 21 820

弥生土器,須恵器,土師質土器,須恵質土器,瓦質土器
磁器,サヌカイト片,結晶片岩片,石英片,ナイフ形石
器,ス クレイパー,穣形石器,石鏃,石錐,弥生石器 ,
金属器 (不明),植物遺体 (不明)

弥   生

S X1023 Dtt J・ K-17・ 18 弥生土器,土師質土器 弥  生
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遺 構 名 出 土 地 占
ヽ

規  模 (cm)
出 土 遺 物 時  期 備 考

挿図

番号長軸 帥 深 さ

S X 1024 Dtt 」-17・ 13
弥生上器,上師質土器,磁器,サヌカイ ト片,結晶片岩

片,旧石器 (制片),ス クレイパー
弥  生

S X 1025 Dtt I-17・ 18 弥生土器,上師質上器 中  世

S X 1026 Dtt 」-20 結晶片岩片 不   明

S X 1027 Dtt J-20 弥生上器,結晶片岩片,上師質土器,粘土塊 中  世

S X1028 Dtt K-19 土師質土器 中  世

S X 1029 Dtt K-19 弥生土器 弥  生

S X 1030 Gtt O-20 不   明

( )は残存値

第 4表 旧石器出土遺物観察表
番号 器 種

地
層

点

位 (cm) (cm) (cm)
璽 量

`Fr)

石 材 備 考

1 ナ イ フ 形 石 器 Att E-9 1層 31 サメカイト

2 ナ イ フ 形 石 器 Att E-9 1層 30 3 35 サヌカイト

3 ナ イ フ 形 石 器 Att D-9 2層 42 2 60 サヌカイト

4 ナ イ フ 形 石 器 Att E-9 1層 70 サヌカイト

5 ナ イ フ 形 石 器 Att E-9 1層 17 2 89 サヌカイト

6 ナ イ フ 形 石 器 Att E-9 2層 32 11 2 13 サヌカイト

7 ス ク レ イ パ ー Att F-9 1層 45 35 46 サヌカイト

8 ス ク レ イ パ  ー Att E-8 2層 66 サヌカイト

翼 状 剣 片 Att E-9 1層 59 10 35 サヌカイト

翼 状 制 片 Att E-9 1層 サヌカイト

lユ 翼 状 片 Att E-9 1層 44 サヌカイト

12 横 長 片 Att E-8 1層 42 18 4 53 サヌカイト

13 翼 状 片 Att E-8 2層 37 19 サヌカイト

翼 状 片 Att D-8 2層 20 サメカイト

15 翼 状 片 Att E-9 2層 15 1 65 サヌカイト

片 Att E-9 2層 サヌカイト

17 劉 片 Att E-9 1層 47 12 サヌカイト

剣 片 Att E-8 2層 サメカイト

刹 片 Att E-8 2層 30 サヌカイト

横 長 剣 Att E-9 2層 12 サヌカイト

Att E-9 2層 30 サヌカイト

横 長 片 Att F-9 l層 11 0 86 サヌカイト

片 Att E-9 l層 23 サヌカイト

片 Att E-9 2層 20 2 62 サヌカイト

片 Att E-9 2層 17 2 85 サヌカイト

剰 片 Att E-9 1層 15 サヌカイト

片 Att E-9 2層 サヌカイト

石 核 Att E-8 2層 40 16 26 37 サヌカイト

石 核 Att E-9 1層 57 42 38 69 サ ヌ ト

ナ イ フ 形 石 器 Att E-9 サメカイト
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番号 器 種
一点
位

地
層 縣 頑ゝ

厚さ
れ範Ⅲ

目量

`ど

う 石 材 備 考

31 チ イ フ 形 石  番 Att E-0 5.29 サヌカイト

ナ イ フ ″ 石 善 Att E-9 2.4 0_4 1.36 サメカイト

33 ナ イ フ 形I 石 番 Att E― 19 サヌカイト

34 ナ イ フ 形 石 尋 Btt N-14 1.5 3142 サヌカイト

35 ナ イ フ 形 石 器 Btt K-16 17 49 チメカイト

ナ イ ラ ″ 石 春 Btt N-10 5,91 サヌカイト

37 ナ イ フ 形 石 器 A区 夕145 サメカイト

ナ イ フ 形 石 碁 Att E-0 サヌカイト

89 ナ イ フ 形 石 吾 Att G-9 チャート

40 ス タ レ イ パ ー Att E-9 42.17 サヌカイト

41 ス タ レ イ パ ー Att E-9 27.V サヌカイト

42 ス ク レ イ マ́ ー A区 5128 サメカイト

穣 形 石 碁 D区 4,06 サメカイト

穣 形 石 器 Ett N― 10 3031 サメカイト

45 翼 状 片 Att E-9 525 サヌカイト

46 翼 状 劇 片 Att E― .9 689 チメカイト

翼 状 剤 片 Att D 273 サタカイト

48 漢 状 制 片 Att E-9 ]=75 サメカイト

49 翼 状 剖 片 A区 2.86 サメカイト

穣 長 劉 片 Att E-9 28.62 サヌカイト

横 長 割 片 2.20 サヌカイト

横 長 餌 片 A区 17 186 サメカイト

積 長 剥 片 Ett O-11 21狙 サヌカイト

54 横 長 鋼 片 Att E‐ 9 弱
・
サメカイト

横 長 劉 片 Btt M―V
`2

20観 サメカイト

56. 犠 長 剥 片 EI区 21 447 サメカイト

57 石 核 A区 14171 サヌカ|イ ト

58 石 核 A区 E― 9 214 95i59 サタカイト
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第 5表  S P 1798出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

縄文土器

深鉢

I区

S P 1798

器厚  08 瓜形文1粂施す。 体部内面部分的に指頭圧痕。 1～ 3 ma

秒粒

石英

結晶片岩

(内 )果褐色

(外 )灰責褐色

第 6表 遺物包含層出土遺物観察表
番号 器 種

地点
層位

長 さ

(oll)

幅

卿
藤
働
輯
回

石 材 備 考

石匙 B区 サメカイト

第 7表  S B 1002出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 避
師

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

壷

B区

炉炭だま

り

体部最大径

21 0

体部中位より内湾 しなが ら頸部

へ向う。

体部外面上位 6条/clの タテノ

ケメ。

体部外面中位ヨコヘラミガキ。

砂粒

石英

(内 )黒褐色

(外)におい橙

色

弥生上器

壷

B区

SKl

覆土

口径 135 口縁端部平坦におさめる。頸部
から口縁部にかけてゆるやかに

外反する。 日縁端部に刻 目を施

す。頸部に 1条の沈線。

口縁端部外面ヨコチデ。

日縁部外面 より頸部外面にかけ

9条 /clのタテハケメ。

日縁部内面ヨヨナデ。

頸部内面タテナデ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

にない赤褐色

弥生土器

底部

B区

D

覆土

底径  55 底部はあげ底を呈する。体部ヘ

向い直線的に立ち上がる。

体部内面ヨコナデ。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

浅黄橙色

番号 器 種
地点
層位

長さ
(c ll)

幅

伽

厚 さ

(c ll) 藁０
石 材 備 考

穣形石器 B区

覆土

715 サヌカイト 完形。

下部調整凡

模形石器 B区

覆土

27 サヌカイト 両側面裁断面。

下部調整痕。

楔形石器 B区

覆土

サヌカイト 一側面裁断面。

下部両面調整痕。

石庖丁 B区

凝土

(47) (49) (06) (2106) 結晶片岩 刃部両面研磨痕。

石庖丁 B区

覆土

(19) (06) (726) 結晶片岩

石央片岩

上部欠損。

磁 B区

覆土

(25 3) (200) (86) (5,150) 砂岩 側縁一部を残す。

内外面研磨痕。

は残存値
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第 8表  S B 1005出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

壷

覆上 底径  76
体部最大径

21 9

底部は平底を呈する。

体部中位に最大径。

頸部外面 より体部中位まで 5

条/clnの タテハケメ。体部外面

中位にヨコヘラミガキ。体部外

面中位より底部までタテヘラミ

ガキ。頸部内面より体部内面中

位まで 7条/clの タテハケメ。

体部内面中位より底面まで板ナ

デ。

1-2 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )明赤褐色

(外 )赤褐色

弥生土器

壷

覆土 底径  62
体部最大径

20 3

底部は平底を呈する。

体部中位に最大径。

頸部外面より体部中位 まで 6

条/cmの タテハケメ。体部外面

中位より底部タテヘラミガキ。

頸部内面より体部内面中位指頭

圧痕。体部内面中位より底部 6

条/ctの タテハケメ。

l mm以下

砂粒合

結晶片岩

(内 )責灰色

(外 )橙色

弥生土器

甕

覆土 口径 179 日縁端部方形におさめ端部上方
に拡張する。日縁部「 く」の字

状に外反する。 口縁部はやや外

湾 しなが ら端部へ向う。体部は

やや内湾 しなが ら立ち上がる。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 7条 /cmのタテハケメ。

1-2囮皿

砂粒多合

石英

(内 )黒褐色

(外 )明褐色

弥生土器

高杯

覆土 口径 日縁端部平坦におさめる。端部

は両端に拡張する。日縁部外面

2条の凹線文。

体部外面タテヘラミガキ。 石央

結品片岩

明褐色

弥生土器

高杯

覆土 口径 日縁端部ややへこむ。端部両端

に拡張する。口縁部やや内湾す

る。日縁部外面 1条の凹線文。

体部内外面タテヘラミガキ。 2 mm大砂粒合 に葦い黄褐色

弥生土器

底部

覆土 底径  53 底部は平底を呈する。体都中位
に向い直線的に立ち上がる。底

部穿孔。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテヘラケズリ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

(内 )明褐色

(外)赤褐色

第 9表  S A 1001内柱穴出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cl )

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

底部

A区

F-10
P8
覆土

底径  55 底部は上げ底を呈する。底部や
や拡張する。体部はやや内湾し

ながら立ち上がる。

内外面剥離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

淡橙色

第10表  S A 1004内 柱穴出土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ｍ

幅

帥
曜
ω

重量
(質 )

石 材 備 考

リタッチドフレイク E区

L-10
Pl
覆土

2 42 サヌカイト 下部両面に調整痕

祗石 E区

L-10
P2
覆土

(178) (151) (115) (3,800) 砂 岩 表面に研磨痕

( )は残存値

-253-―



第11表  S A 1016内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

壷

F区

R-16
Pl
覆土

口径 154 口縁端部方形におさめる。日縁
部端面に斜交子文を施す。頸部

より口縁部はラッパ状に広がる

内外面剣離のため不明。 1～ 4 mm

砂粒多合

石英

結晶片岩

橙色

80 弥生上番

壷

F区

R-16
P2
覆土

器厚  08 体部外面上か ら簾状文 1条,波
状文 1条,扇形文 1条。

体部内面ユピオサエのちナデ。

体部外面 8条 /clnの タテハケメ

を施す。

1～ 31m

砂粒合

石英

緒品片岩

(内 )黒色

(外 )に鎌い橙

色

弥生土器

甕

F区

R-16
Pl
覆上

口径 329 口縁端部方形におさめ,上下に

拡張する。口縁部「く」の字状

に外反。体部はゆるやかに内湾

しながら立ち上がる。

内外面剣離のため不明。 1噸大砂粒合

石央

(内 )浅黄控色

(外 )|こ 景い黄

輸色

番号 器 種
地点
層位
欝
ω

幅

飩

厚 さ
(ca)

重量
(=) 石 材 備 考

石鏃 F区

R-15
P5
覆土

(18) (15) (086) サヌカイト 基都欠損

石庖丁 F区

R-16
P2
覆上

85 80 結晶片岩 端部扶 りなし

叩石 F区

R-15
P6
覆土

(85) (40) (23) (129) 結晶片岩 上部欠損。

側縁に敲打痕あり。

( )は残存値

第12表  S A 1020内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位 遼ω

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

萎

F区

R-17
P8
覆土

日径  197 口縁端部方形におさめる。口縁

部はゆるやかに外反する。日縁

端部に亥1目 文。体部に櫛描直線

文 3条。

内タト面Hll離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

第13表  S A 1021内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法 量

(cal)
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

底部

F区

P-14
P6
覆土

日径  84
底径  54

底部は上げ底を呈する。体部は

直線的に立ち上がる。

内外面手1離のため不明。 1-3 mm

砂粒合

結晶片岩

長石

(内 )黒色

(外 )橙色

番号 器 種
点
位
地
層

長 さ

(cm)

幅

卿 '軍

さ
(cnl)

重量
(g)

石 材 備 考

石庖丁 F区

P-14
P6
覆上

(58) (41) (04〉 結晶片岩 両端欠損。

( )は残存値
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第14表 S A 1028内柱穴出土遺物観察表

第15表  S A 1029内 柱穴出土遣物観察表

番 号 器  種
点
位
地
層 (cal)

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備  考

弥生土器

底部
旺
Ｈ
Ｐ７
雅

底径  72 底部は平底を塁する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。 砂粒

石英

結晶片岩

色褐

色

赤

橙

暗

内

外

番号 器 種
地点
層位 藤でｃｍ，

幅

∞
隣
鰤

重量
(jr)

石 期 備 考

叩石 G区

M-19
P-5
覆土

70 49 チャート 下端部に敲打痕あり

第16表  S K 1001出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cl)

幅

伽

厚 さ

(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

石庖丁 覆土 結晶片岩 一部欠損。

端部狭 りあり

第17表  S K 1004出 土遣物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量

(∽ )
形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備   考

91 弥生土器

底部

覆土 底径  86 底部は上げ底を呈する。底部や
や拡長する。体部はやや内湾 し

ながら立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面ヨヨナデ。

1-3 mm

砂粒

石英

淡赤橙色

第18表  S K 1005出 土遺物観察表

番号 各  種
点
位
地
層 遼でｃｍ，

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備   考

弥生土番

底部

覆土 底径  52 底部は上げ底を呈する。体部は

直線的に立ち上がる。

底部内面指頭圧痕。 砂位多合

石英

結晶片岩

(内 )灰褐色

(外 )明赤褐色

第19表  S K 1022出 土遺物観察表

番号 器   種
点
位
地
層 選
師

形 悪 の 特 徴 技 法 胎    土 色     調 備  考

弥生土器

底部

覆土 底径  72 底部はやや上げ底を呈する。体
部は直線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。 1～ 31w

砂粒合

石英

結晶片岩

色白

色

灰

橙

内

外

番号 器 種
地点
層位

長さ
(ca)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 臓 考

叩き石 覆土 砂岩 両側縁に敲打痕あり。
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第20表  S K 1031出 土遺物観察表

第22表  S K 1036出 土遺物観察表

第23表  S K 1047出 上遺物観察表

第24表  S K 1052出 土遺物観察表

香号 器  種 点
位
地
層 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

甕

覆土 H径 151 口縁部は外方にゆるやかに屈曲
する。日縁端部亥1目 列点文。頸

部櫛描直線文 1条。体部櫛描直

線文 3条。

日縁部内外面 ヨヨナデ。 1～ 24m

砂粒含

石英

(内 )赤褐色

(外 )黒褐色

弥生土器

甕

覆土 H径 346 口縁端部丸 くおさめる。日縁部
はゆるやかに外反する。

日縁部外面 ヨヨナデ。 1～ 3 dm

砂位含

石英

結晶片岩

黄橙色

第21表  S K 1032出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層 漣
師

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 詞 備  考

弥生土器

壷

覆土 日径  109 口縁端部平坦におさめる。口縁
端部内面、強いヨヨナデにより

ヘコミを持つ。頸部にす旨頭圧度

突帯文。

口縁部内外面 ヨヨナデ。 2 mm弱 砂粒合

石英

結晶片岩

i曳黄橙色

番号 器  種
点
位
地
層

法量

(cld)
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生上器

底部

震土 底径  84 底部は上げ底を呈する。体部は
直線的に立ち上がる。

内外面劉離のため不明。 1-3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

浅責色

番号 器  種
点
位
地
層 應ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

甕

覆上 日径 4 口縁端部上下に拡張する。日縁

端部に不明瞭な凹線 2条。日縁

部「く」の字状にタト反する。

口縁部内外面ヨヨナデ。 砂粒多合

石英

結品片岩

明赤褐色

番号 器  種
点
位
地
層

法 量

(cnl)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生上器

獲

覆上 体部はやや内湾 しなが ら立ち上

力甘る。

H縁部外面ヨヨナデ。体部外面

12条 /cnのタテハケメ。

1～ 4 mm

砂粒多合

石英

(内 )黒褐色

(外 )にボい橙

色

弥生上番

鉢

覆土 日径 222 口縁端部方形におさめる。日縁
部は外方に屈曲する。体部は内

湾 しながら立ち上がる。

口縁部内外面ヨコナえ 体部外

面指頭圧痕のちタテヘラミガキ

1～ 3口 n

砂粒多合

石英

結晶片岩

(内 )暗褐色

(外 )褐色

弥生上器

底部

覆上 底径  64 底部は平底を呈する。体部はや
や内湾 しながら立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。 秒粒多合

石英

結晶片岩

チャート

(内 )1こ ぶい橙

色

(外 )明赤褐色

弥生土器

底部

覆土 底径  86 底部はやや上げ底を呈する。体
部は直線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面 8条 /clnの タテハケメと9

条/enのヨヨハケメ。底面内面

指頭圧痕。

1～ 4 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

淡貢色
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番号 器 種
点
位
地
層 藤
鰤

幅

枷

厚 さ

(cn)

重量
(g)

石 材 備 考

石庖丁 覆土 (74) (52) (10) (7210) 結晶片岩 欠損

端部扶 りなし。

( )は残存値

第25表  S K 1054出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位

法量
(cI)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

弥生土器

甕

覆土 日縁部「 く」の字状に外反か。

麻部は内湾 しながら立ち上がる

頸部外面に強いヨヨナデ。体部

外面6条/伽のタテハケメ。

1～ 3 mm

砂泣合

石英

結晶片岩

橙色

第26表  S K 1057出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cm)

鴨

帥
際鰤
菫
ロ

石 材 備 考

石鏃 覆土 (24) 1 95 サヌカイト 先端部欠損

凹基無茎

( )は残存値

第27表  S K 1063出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層

法量
(t■ )

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

広口壷

覆土 口径 200 口縁端部平坦におさめる。端部

上下に拡張する。端部に刻目。

口縁部内外面ヨヨナデ。 l mm大砂粒含

石英

褐色

108 弥生土器

甕

履土 口径 226

体部最大径

28 1

口縁端部方形におさめる。日縁

端部を下方へやや拡張する。日

縁部「く」の字状に外反する。

体部は内湾しながら立ち上がる

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面上位から中位タテヘラミガキ I

体都外面中位より下位7条 /clR

のタテハケメ。

1-3111

砂粒合

結品片岩

橙色

109 弥生土器

甕

覆土 日径 日縁部平坦におさめ上下に拡張

する。日縁部「く」の字状に外

反する。体部は内湾しながら立

ち上がる。

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部外

面タテヘラミガキ。 日縁端部内

面に強いヨヨナデによるへこみ

l mm大砂粒合 (内 )に占い褐

色

(外 )明褐色

弥生土器

甕

覆上 日径 155 口縁端部上下に拡張される。日

縁部は「く」の字状にタト反する

日縁端面に 1条の不明瞭な凹線

文。

内外面素1離のため不明。 石芙

結晶片岩

(内 )浅黄色

(外 )灰 白色

弥生土器

甕

覆土 口径  182 日縁端部上下に拡張する。口縁
部は「く」の宇状に外反する。

端面に 1条の凹線文。

口縁部内外面ヨコナデ。内面ケ

ズリか ?

l II大秒 位合

石英

結晶片岩

(内 )淡橙色

(外 )1こ 厳い糧

色

隊生土器

甕

覆土 口径  191 口縁部内外面強いヨコナデによ
り,日縁端部上下に拡張する。

口縁部「 く」の字状に外反する

端面に凹線文 1条。

内外面象1離のため不明。 砂粒

石英

浅黄橙色

弥生土器

褻

覆土 口径 156 口縁端部方形におさめる。 口縁

端部上 下に拡張す る。日縁部

「く」の字状に外反する。端部に

2条の凹線文。

内タト面ま1離のため不明。 l mm大砂粒含

石英

にない橙色

弥生土器

甕

覆土 口径  195 口縁端部方形におさめる。端面
を上下に拡張する。口縁部「 く」

の宇状に外反する。端面に 2条

の凹線文。

H縁部内外面 ヨヨナデ。体部外

面にタテヘラミガキ。

1～ 5 mm

砂粒合

石英

(内 )明赤褐色

(外 )橙

弥生土器

甕

覆土 口径 256 口縁端部方形におさめ上下に拡
張する。日縁部は「く」の宇状

に外反。端面に凹線文 2条。

口縁部内外面 ヨコチデ。体部外

面にタテヘラミガキ。

1～ 3 mm

砂粒

石英

結晶片岩

i妄黄橙
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番 号 器 種
点
位
地
層 藤
師

幅

伽

厚さ
(cm)
重
⑭

石 材 備 考

石鏃 覆上 19 12 サヌカイト 凹基

小形円柱状石斧 覆土 (29) (23) (06) 結晶片岩 上部欠損

刃部に研磨痕。

( )は残存値

第28表  S K 1069出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 漣
師

形 態 の 特 徴 法技 胎 土 色 調 備  考

弥生上器

壷

覆上 口径  168
底径  61
体部最大径

23 1

器高 360

口縁端部両端を拡張する。端面

はヨコナデにより,へこみをも
つ。日縁部は頸部よりやや外側

に屈曲しながら直線的に日縁端

部へ伸びる。底面はやや上げ底

を呈する。体部最大径は胴部中

位よりやや上にある。

口縁部内外面ヨヨナデ。頸部外

面に10条 /cmのタテハケメ後タ

テヘラミガキ。体部外面上位 5

条/cmのタテハケメ。体部外面

中位より底部にかけタテヘラミ

ガキ。体部内面ヨコナデか ?

1-2 mm

砂粒合

石英

赤褐色

第29表  S K 1075出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ｍ

幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

小形円柱状石斧 覆土 (27) (26) (07) (828) 結晶片岩 片面に研磨痕。

( )は 残存値

第30表  S K 1086出 土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位 藤ｍ

幅

∞

厚さ

`師

ヽ 嚢回
箔 材 備 考

石鏃 覆土 (15) (28) (04) (277) サヌカイト 先端部欠損

平基

( )は残存値

第31表  S K ll12出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ｍ

幅

甑
騨
師
難
ロ

石 材 傭 考

石鏃 覆土 0 78 サヌカイト 平基有茎

スクレイパー 覆土 75 55 58 サヌカイト 片面に調整加工 を施 し刃

部形成。

石庖丁 覆土 (100) (67) (05) (3808) 結晶片岩 両端欠損

小形円柱状石斧 覆土 (15) (15) (02) (100) 結晶片岩 両面研磨痕

小形円柱状石斧 覆 土 10 結晶片岩 両面研磨痕

( )は 残存値

第32表  S K ll13出 上遺物観察表

番号 器 種
地点
層位

長さ
(側 )

幅

伽
囃
ω

重量
(g)

石 材 備 考

126 模形石器 覆土 21 サヌカイト 両側面に裁断面。

上下両面に調整痕。

第33表  SK■ 30出土遺物観察表
番号 器 種

地点
層位
藤
ω

幅

伽

厚さ
(cm) (富 )

石 材 備 考

砥石 騒土 (260) (226) (63) (5.300) 砂 岩 下半部欠損。

表裏両面に研磨痕。

( )は残存値
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第34表  SK■ 32出土遺物観察表

第35表  SK■ 41出土遺物観察表

第36表  S K l145出 土遺物観察表

第37表  S K l148出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層 遼
師

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

甕

覆土 日径 6 口縁端部方形におさめる。日縁

部は外方に屈曲する。体部はや

や内湾 しながら立ち上がる。

体部外面5条/cmのタテハケメ 1～ 5 mm

砂粒合

石英

結品片岩

(内 )1こ 漆い橙

色

(外)赤褐色

弥生土器

甕

覆土 口径 6 日縁端部丸 くおさめる。口縁都

は外方に屈曲する。体部はやや

内湾 しながら立ち上がる。底部

は平底を呈する。外面は 4条単

位の櫛描直線文を 2条施し,下
に櫛描波状文を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。体部外

面 7条 /c llの タテハケメ後あら

いタテヘラミガキ。

1～ 5 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

浅黄色

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cal)

幅

∞

厚さ
(cl)

重量
(g)

石 材 備 考

磨石 覆土 (81) (23) (12) (4942) 結晶片岩 上部欠損

下部に研磨痕

)は残存値

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cln)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

底部

覆土 口径  61 底部はやや上げ底を呈する。体
部は直線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。 1～ 3 mm

秒粒合

石英

結晶片岩

(内 )橙

(外)に厳い橙

番号 器  種 忠
位
旭
層 聴ω

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

132 弥生土器

甕

覆土 口径 196 口縁端部方形におさめる。日縁
部「く」の字状に外反する。

内外面章】離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

にない橙色

第38表  S K l152出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位

法量
(c■ l)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土番

広口壷

覆土 口径 4 日縁端部方形におさめ上下端に

刻 目文。 日縁部内面に扇形文。

頸部より口縁部へ向ってゆるや

かに外方に開 く。

頸部外面11条 /cmのタテハケメ

頸部内面4条/cmの ヨコハケメ

1～ 5 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

弥生土器

広 日壷

覆土 日径 352 田縁端部方形におさめ上下に拡

張する。頸部より日縁部に向い

外方に屈曲する。

口縁部内外面 ヨコナデ。頸部外

面タテナデのちタテヘラミガキ

ロ縁部内面から頸部内面にかけ

ヨヨナデのちナナメヨコヘラミ

ガキ。

1-5 mm

砂粒含

石英

(内 )褐灰色

(外 )にない赤

褐色

弥生土善

底部

覆土 底径  65 底部はやや上げ底を呈する。 内外面制離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙 色
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第39表  S K l153出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

弥生土器

底部

覆土 底径 底部は上げ底を呈する。 体部外面タテヘラミガキのちヨ

ヨナデ。

1～ 5Ш

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )に h・い褐

色

(外 )明褐色

番号 器 種
点
位
地
層 麟
師

幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

楔形石器 覆土 15 2 76 サヌカイト 両側面に裁断面。

上下両面に調整痕。

第40表  S K l158出 土遺物観察表

第41表  S K l163出 土遺物観察表

第42表  S K l169出 土遺物観察表

番号 器   種 点
位
地
層

法 量
(cr)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

弥生上器

甕

覆土 口径 208 口縁端部方形におさめる。日縁
部外方に開 く。口縁端部に刻 目

内外面幸1離のため調整不明。

岩

合
　
　
片

婉

桜

綿

橙 色

弥生土器

底部

覆土 底径  73 底部は平底を呈する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面5条 /clのタテハケメ 1～ 4 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

暗褐色

番号 器 種
層位
麟
ｍ

幅

伽
厚 さ

(cnl)
重
回

上 色 調 備 考

紡錘車 覆土 0 55 9 07 2～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

(表 )明褐色

(裏 )橙色

欠損

番号 器 種
点
位
地
層 藤
師

幅

師

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

石鏃 覆土 サヌカイト 基部欠損

( )は残存値

番号 器  種
点
位
地
層 遮
ω

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

弥生上器

壷

覆土 頸部上位 より7条単位の直線文

3条,刺突文 1条,直線文 1条

を施す。

内外面剣離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

灰自色
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第43表  S K l171・ 1172出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生上器

広 日壷

覆土 口径  164 口縁端部方形におさめ端部上下
に拡張する。端部上下両端に刻

目文。直立する頸部からゆるや

かに外反 し日縁部に至る。

口縁部外面ヨヨナ九 頸都外面

にタテヘラミガキ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

(内 )明褐色

(外 )に始い黄

褐色

弥生土器

壷

覆土 口径 1 口縁端部方形におきめる。 日縁

部は頸部よりゆるやかに外反す

る。

内外面劉離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

明赤褐色

弥生土器

甕

震土 日径 ユ 口縁端部丸くおさめる。日縁部

は/1・fRlに傾く。体部は内湾しな

がら立ち上がる。

内外面票1離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

にホい橙色

弥生土器

甕

覆土 口径 254
底径  64
体部最大径

19 1

器高 254

底部は平底を呈する。日縁部九

くおさめる。日縁部ゆるやかに

外方に屈曲する。体部は外湾気

味に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面 5条/cmの ナナメヨコハケ

メのちタテヘラミガキ。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

(内 )に漆い黄

褐色

(外 )明褐色

弥生土器

甕

覆土 口径 351 口縁端部方形におさめる。 日縁
部「 く」の字状に外反する。

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部外

面板ナデもしくはハケメ。

1～ 21m

砂粒

石英

浅黄橙色

弥生土恐

底部

覆土 底径  90 底部は平底を呈する。 体部外面タテヘラミガキ。 砂粒

石英

結晶片岩

(内 )褐灰色

(外 )明褐灰色

番号 器 種
点
位
地
層 藤くｃｍ＞

幅

∽ '享

さ

(ctl)
襲
い

石 材 備 孝

149 模形石器 顔土 (22) (32) (04) (372) サヌカイト 一方側縁を欠損。

刃部は直線状。

下端に調整痕。

( )は残存値

第44表  SK■ 73出上遺物観察表
番号 器  種

点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

弥生土器

底部

覆土 底径  54 底部は上げ底を呈する。体部中
位に向って直線的に立ち上がる

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテナデ。

1～ 5 mm

砂粒合

石英

長石

橙色
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第45表  S K l185出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

広 口壺

覆土 口径 208 口縁端部方形におさめる。端部

を下方に拡張する。頸部 より口

縁部に向って外反する。口縁端

部上下両端に刻目文。頸部外面

上位より列状圧痕文,簾状文,

波状文を施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。頸部外

面より体部外面にかけ 9条 /cm

のタテハケメ。頸部内面 4条/
c41の ヨヨハケメ。頸部内面から

体部内面にかけヨコヘラミガキ

2 mm大の

砂粒含

石英

結晶片岩

黄橙色

弥生土器

襲

覆土 口径 187 口縁端部丸 くおさめる。日縁部
はゆるやかに屈曲する。 H縁端

部には刻日文。体部はタト湾気味

に立ち上がる。

口縁部内タト面 ヨコナデ。体都外

面タテヘラミガキ。体部内面 7

条/clのタテハケメ。

1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

長石

赤褐色

153 弥生上器

甕

覆土 口径  355 H縁端部方形におさめる。日縁
部「 く」の字状に外反する。体

部は内湾しながら立ち上がる。

体都外面10条/mョ コハケメ。 1-3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

154 弥生土器

甕

覆土 口径 265 口縁端部方形におさめる。口縁

部「 く」の字状に外反する。体

部は内湾 しながら立ち上がる。

日縁部内外面 ヨヨナデ。 1-3 nII

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )オ リープ

責色

(外 )黄橙色

弥生土器

底部

覆上 底径  91 底部は平底を呈する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面 6条/cnタ テハケメ。

体部内面ヨヨナデ。

1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )におい黄

栓色

(外 )明黄褐色

第46表  SK■ 92出土遺物観察表

第47表  S K l195出 土遺物観察表

第49表  S K 1215出 土遣物観察表

第50表  S D 1014出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
働

幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 期 備 考

156 石鏃 覆土 (16) (15) (04) (103) サヌカイト 先端 と基部欠損。

は残存値

は残存値

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ｍ

幅

帥
騨
＜ｃｍ，

(質 )
石 材 備 考

穣形石器 覆土 16 サヌカイト 両側面裁断面。

下部両面に調整痕。

第48表 SK■ 96出土遺物観察表
番号 器 種

地点
層位

長 さ

(CR)
幅
(cm)

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

石鏃 覆土 (25) (11) (03) サヌカイト 基部欠損

番号 器 種
点
位
地
層

長 さ

(cl)

幅

伽 '享

さ

(c ll) (質 )
石 材 備 考

159 石庖丁 擾土 10 34 25 結晶片岩 端部狭 りな し。

番号 器 種
地点
層位
藤
ω

幅

卿

厚さ
(cI)

重量
(g)

石 材 備 考

模形石巻 覆土 サヌカイト ―側縁に裁断面。

両面に調整痕。
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第51表  S X 1007出 上遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 法 量 ・ 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 色 調 備 考

管玉 覆土 長さ 7 met 直径2 5mm 孔径 1 2mm

重量006g 片側穿孔か ?
縁灰

第52表  S X 1008出 土遺物観察表

第53表  S X 1015出 土遣物観察表

第54表  S X 1017出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 避
くｃｍ＞

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生上器

甕

覆土 口径 432 口縁端部方形におさめる。日縁

部「 く」の字状に外反する。体

部は内湾 しながら立ち上がる。

日縁端面に刻目文。

内外面争1離のため不明。 1～ 5 ntt

砂粒合

石英

結品片岩

栓 色

弥生土器

底部

覆土 底径 底部は平底を星する。体部は直

線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。 1-5 mm

砂粒合

石英

結品片岩

(肉 )にない橙

色

(外 )橙色

番号 器 種
地点
層位 藤くｃｍ，

幅

ｃｍ
隣
働 襲い

石 材 備 考

模形石器 覆土 31 サヌカイト 両面に調整痕。

楔形石器 覆土 35 サヌカイト 一側縁に裁断面あり。

両面に調整痕。

柱状片刃石斧 覆土 (40) (39) (12) (3585) 結品片岩 下半分欠損。

全面に研磨痕。

( )は残存値

番号 器 種
点
位
地
層 藤
続

幅

伽
磨
ｍ

重量
(営 )

土 色 調 備 考

紡錘革 覆土 51 0 55 20 07 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結品片岩

(表 )暗褐色

(裏 )黒褐色

番号 器  種 地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備   考

168 弥生土器

甕

覆土 口径 178 口縁端部方形におさめる。口縁
部「く」の宇状に外反する。体

部は内湾 しながら立ち上がる。

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面

は 7条/cIの タテハケメの後粗

いヨコヘラミガキ。

1-3 mm

砂粒含

石芙

結晶片岩

(内 )淡橙色

(外 )明赤褐色

番号 器 種
点
位
地
層 簾
鰤

幅

ｃｍ 際ω
重量

(II)
石 材 備 考

石鏃 覆土 (16) (12) (04) (086) サメカイト 先端部欠損。

平基。

石鏃 覆土 21 18 2 48 サヌカイト 凹基。

楔形石器 覆土 18 3 56 サヌカイト 一側縁裁断面。

両面に調整痕。

石庖丁 覆土 (46) 1) (3602) 結晶片岩 両端欠損。

砥石 覆土 12 6 53 1,350 砂岩 両面に研磨痕をもつ。
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第55表  S X 1021出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長 さ

(cm)

幅

硼 '早

さ
(cal)

重量
(g)

石 材 備 考

スクレイパー 覆土 35 1178 サヌカイト 両面に調整痕。

石庖丁 覆土 (5814) 結晶片岩 端部挟 りなし。

一部欠損。

石庖丁 覆土 (53) (3510) 結晶片岩 両端欠損。

( )は残存値

第56表  S X 1022出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層 隆鰤

形 態 の 特 徴 披 法 土 色 調 備  考

磁器

小壷

覆土 口径  78 回転ナデ。身受部施釉なし。内

外面施釉。外面蓮弁文か ?

微砂粒含 灰自色 青磁

番号 器 種
地点
層位

長さ
(ctl)

幅

∽
隣
働
重
ロ

石 材 備 考

ナイフ形石器 覆土 (23) 16 (224) サ ヌ カイ ト

石鏃 覆土 37 20 5 49 サヌカイト 凸基。

石鏃 覆土 (091) サヌカイト 凹基。

石鏃 覆土 (17) (091) サヌカイト 両端部欠損。

石鏃 SK2
覆土

(037) サヌカイト 凸基。

石錐 覆土 (026) サヌカイト 先端部欠損。

( )は 残存値

第57表  S X 1024出 上遺物観察表

番 号 番 種
点
位
地
層

長さ
(cn)

幅

ｃｍ
藤
ｍ

重量
(g)

石 材 備 考

184 素1片 覆土 11 サヌカイト

第58表  S P 1029出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層 (cl)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

185 弥生土器

底部

覆土 底径  78 底部は平底 を呈する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面 ヨヨナえ

1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )灰 自色

(外 )1こ 葦い赤

褐色

番号 器 種
点
位
地
層 簾
ｍ

幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

186 円柱状石斧 A区

G-10・ 11

覆土

68 45 結晶片岩 完形。

( )は残存値

第59表  S P 1031出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ω

幅

帥
隣
くｃｍｊ

重量
(II)

石 材 備 考

叩石 A区

F-9

覆土

21 105 20 結晶片岩 完形。
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第60表  S P 1048出 土遺物観察表

第62表  S P l102出 土遺物観察表

第63表 SP■ 22出土遺物観察表

第64表  S P l131出 土遺物観察表

第66表  S P l158出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ω

幅

釦

厚さ
(c ll)

重量
(g)

石 材 備 考

石庖丁 躯
Ｆ・９
雅

39 1 1 46 48 結晶片岩 端部狭 りなし。

第61表  S P 1059出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

弥生土器

甕
躯
Ｆ・９
雅

口径 178 日縁端部丸 くおさめる。日縁部
は外方に屈曲する。体部はやや

内湾 しなが ら立ち上がる。

口縁部内外面ヨヨナ九 体部外

面上位に 8条/cmのタテハケメ

下位にタテヘラミガキ。

2 mm弱の砂粒

含

石英

結晶片岩

橙色

番号 器  種
点
位
地
層 遼
ω

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備  考

土師質土

番

小皿

躯
Ｄ・．
雅

日径

底径

口縁部タト反し,端部わずかに尖

らせる。

内外面回転ナデ。 1～ 3 mm

砂粒含

浅黄橙色

番号 器 種
地点
層位
麟
ｍ

幅

卿
藤
働 (富 )

石 材 備 考

石鏃 躯
Ｄ・．
雅

サヌカイト 基部欠損。

番号 器  種 点
位
地
層 醒ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色     調 備  考

弥生土番

壷
躯
Ｅ・．
融

底径  76 底部は上げ底を呈する。体部は

直線的に立ち上がる。

体部外面タテナデ。体部内面サ

デ。

石英

結晶片岩

(内 )橙色

(外 )明赤褐色

番号 器  種
点
位
地
層 遼
ω

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

弥生土器 A区

F-11

覆土

丸底を呈する。 内外面制離のため不明。 l au大 の砂粒

含

(内 )1こ ない褐

色

(外 )暗褐色

第65表  S P l153出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量

(cll)
形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備  考

194 弥生土器

壷
躯
山
雅

口径 130 日縁端部方形におさめる。 口縁
部は頸部 よりゆるやかに外反 し

ながら立ち上がる。日縁端部上

位に刻 目文を施す。

日縁部内外面にヨヨナデ。 1-3 mm

秒粒合

結晶片岩

橙色

番号 器 種
点
位
地
層 藤
働

幅

銀 暗鰤
.重量
(宮 )

石 材 備 考

スクレイパー A区

E-12
覆土

37 9 83 サヌカイト 両面調整を施す。
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第67表  SP■ 84出土遺物観察表

第68表 SP■ 95出土遺物観察表

第69表  S P 1230出 土遺物観察表

第72表  S P 1449出 上遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長 さ

(cn)

幅

伽

厚 さ

(cm)

重量
(g)

箔 材 傭 考

石庖丁 B区

I・ J-13

覆土

(55) (07) (1743) 結晶片岩 一部欠損。

端部狭 りな し。

番号 器 種
地点
層位
藤
てｃｍｊ

幅

卿
磨
ω (質 )

石 材 備 考

石鎌 B区

H-14
覆上

07 (2047) 紅儒石

石英片岩

)は残存値

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cm)

幅

師

厚 さ

(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

石鏃 B区

J-16
薇土

サヌカイト 凸基 I

第70表  S P 1264出 上遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cm)

幅

釦
藤
ｍ
難
ロ

石 材 備 考

石鏃 C区

G-15
覆土

サヌカイト

第71表  S P 1383出 上遺物観察表

番号 巻  種
地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 故 法 土 色 調 備  考

弥生土器

底部

E区

L-8

覆土

底径  66 底部は平底を呈する。体部は外
湾 しながら立ち上がる。

体部外面 9条 /cIのタテハケメ

体部内面タテナデ。底部内面指

頭圧痕。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

結品片岩

橙色

番号 各  種 地点
層位

法量
(cEl)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

底部

E区

M-9

覆土

底径  88 底部は平底を呈する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面 6条/ctの ヨコハケメ。

1～ 4 mm

砂粒含

石英

長石

(内 )糧色

(外 )黄橙

第73表  S P 1462出 土遺物観察表

番号 各  種
点
位
地
層 選
ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生上器

底部

E区

L-9

覆土

底径  76 底部は上げ底を呈する。体部は

直線的に立ち上がる。

体部外面タテナデ。体部内面指

頭圧痕。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

結品片岩

(内 )黒褐色

(外 )栓色
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第74表  S P 1478出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長さ

`tm)

幅

ｃｍ

厚 さ

(cll)

重量
(g)

胎 土 色 調 備 考

203 紡錘車 E区

M-10
覆土

42 0 65 15 68 1～ 5 mm

砂粒含

石英

(表 )におい控色

(裏 )橙色

第75表  S P 1481出 土遺物観察表

第80表  S P 1887出 土遺物観察表

第81表  S P 1890出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ω

幅

∞ '旱

さ
(cn)
鍵
回

石 材 備 考

リタッチドフレイク 醒
Ｍ・‐
盈

27 結晶片岩 下部に刃部形成。

第76表  S P 1482出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ω

幅

ｍ
藤
ｍ (質 )

石 材 備 考

石鏃 醒
Ｍ・．
盈

14 1 48 サメカイト 凸基

第77表  S P 1603出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 (c ll)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

弥生土器

底部
醒
Ｍ・‐
雖

底径  66 底部は平底を呈する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部内面イタナデ。 ｍ
　
　
　
　
岩

騨鵬
桜
繊

橙色

第78表  S P 1688出 土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位
藤
ｍ

幅

伽

厚さ
(cm) (質 )

石 材 備 考

横長剖片 E区

LoM一H

覆土

22 12 サヌカイト

第79表  S P 1780出 上遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 還
鰤

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

208 弥生土器

底部

I区

T-18・ 19

覆土

底径  60 底部は平底を呈する。体部はや

や内湾 しながら立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテ方向のイタナデ。

岩片

恥
桜
継

赤褐色

番号 器  種
点
位
地
層

ほ重
(cll)

形 態 の 特 徴 技 法 胎    上 色    調 備  考

弥生土器

底部
駆
Ｒ・．
雅

底径  92 底部は平底を塁する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面タテナデ。体部内面ヨ

コナデ。

砂粒

石英

結晶片岩

(内 )浅貢権色

(外 )1こ ない橙

色

番号 器   種
点
位
地
層 遼
ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色     調 備  考

弥生土器

底部
旺
山
触

底径  66 底都は平底を呈する。底部はや
や拡張する。体部はやや外湾し

ながら立ち上がる。

内外面剖離のため不明。 1～ 2 nm

砂粒合

石英

結晶片岩

色灰

色

褐

惟

内

外
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番号 器 種
点
位
地
層 藤
鰤

幅

伽

厚さ
(al)

重量
f Fr)

上 色 調 備 考

紡錘革 駆
Ｒ・‐
盈

15 19 1～ 3 mm

砂粒含

石英

橙色 表面に直線文。

第82表  S P 1940出 上遺物観察表

第83表  S P 10123出 土遺物観察表

第84表  S P 10136出 土遺物観察表

第85表  S P 10484出 土遺物観察表

第86表  S P 10487出 土遺物観察表

第87表  S P 10491出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cla)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     上 色    調 備   考

弥生土器

甕
駆
Ｒ・．
融

H径  178 口縁端部上下に拡張する。日縁
部「 く」の字状に外反する。端

面に 2条の凹線文。

口縁部内外面 ヨヨナデ。 ｍ
　
　
　
　
岩

３

合
　
　
片

‐．

鎚

穣

綿

黄橙色

番号 器  種
点
位
地
層

法 量

(ct)
形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備  考

弥生土器

壷
駆
Ｑ・‐
雅

口径 174 H縁端部方形におさめる。 日縁
部はゆるやかに外方に屈曲する

日縁部外面ヨコナえ 頸部内面

タテタヽケメ。

1～ 3 al

砂粒合

石英

橙色

番号 器 種
地点
層位
藤
ｍ

幅

帥

厚 さ

(ca)

重量
(宮 )

石 材 備 考

石庖丁 駆
］
雅

結晶片岩 端部狭 りな し。

番号 器  種 〔
位
地
層

法 量
(CR)

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備  考

弥生上器

奎

G区

P-19

覆土

体部外面上より簾状文,竹管文
2条 を施す。

体部外面 ヨヨハケメ。 1～ 3 aa

砂粒合

石英

結品片岩

明黄褐色

弥生土器

甕
醒
Ｐ・‐
融

日径  170 口縁端部は丸くおさめる。日縁
端部はゆるやかに外方に屈曲す

る。

内外面象1離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

橙色

番号 番 種
点
位
地
層 藤
でｃｍ，

幅

卿

厚 さ

(cH)

重量
(g)

胎 土 色 調 備 考

紡錘率 ∝
・‐９．２
離

血
　
　
　
　
岩

３

合
　
　
片

一　
粒

英

晶

Ｉ

砂

石

結

(表 )明黄褐色

(裏 )に h・い橙色

番 号 番 種
地点
層位

長 さ

(all)

幅

釦

厚さ

`師

】 (更 )
石 材 備 考

柱状片刃石斧 配
Ｑ・２
雅

(327) 結晶片岩 下部欠損。

全面に研磨痕。
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第88表  S P 10534出 土遺物観察表

第89表  S P 10573出 土遺物観察表

第90表  S P 10632出 上遺物観察表

第92表  S P 10664出 上遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長 さ

(CIR)

幅

伽 '早

さ

(cm) 襲ロ
石 材 備 考

石庖丁 G区

P-19

覆土

(105) (52) (08) (69 0) 結晶片岩 一部欠損。

端部狭 りなし。

)は残存値

番号 器 種
地点
層位
藤
価

幅

伽

厚さ
(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

石鏃 H区

P-23

覆土

3 35 サヌカイト 未製品。

番号 器 種
点
位
地
層 野
ω

幅

∞
藤
鰤 (質 )

石 材 備 考

石鏃 G区

N-19
覆上

28 13 サヌカイト 凸基。

222 契形石器 G区

N-19
覆土

2 89 サヌカイト 両側縁に裁断面。

下部両面に調整加工。

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 披 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

底部

G区

N-19

覆土

底径  62 底部は平底を呈する。体部は直
線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテナデ。

砂粒

石英

結晶片岩

橙色

第91表  S P 10661出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(帥 )

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生上器

壷

G区

N-20

覆土

日径 日縁端部方形におさめる。日縁

部ゆるやかに外方へ傾 く。

H縁部内面 ヨコナデ。 1～ 31111

砂粒合

石英

橙色

225 弥生土器

甕

G区

N-20

覆上

口径 240 口縁端部方形におさめる。日縁
部ゆるやかに外方に屈曲する。

体部に 5条の櫛猫直線文 と刺突

文を施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 5条/cmのタテハケメ。体部

内面ヨヨナデ。

1-3 alI

秒粒含

石英

結晶★岩

橙色

226 弥生上器

甕

G区

N-20
覆土

口径 323 口縁端部丸くおさめる。
日縁部ゆるやかに外方に屈曲す

る。体部は直線的に立ち上がる

内タト面象1離のため調整不明。 1～ 3噸

砂粒含

石英

結品片岩

橙色

番号 器 種
点
位
地
層 輩ω

幅

伽
藤
ω
重
ω

石 材 備 考

磨石 G区

N-20
覆土

(104) (87) (33) (380) 砂岩 下部欠損。

両面に研磨痕。

( )は残存値
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第93表  S P 10677出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cm)

幅

ｃｍ
隣
ｍ

重量
(質 )

石 材 備 考

石庖丁 G区

N-21

覆土

4 80 結晶片岩 両端欠損。

下部に直線状刃部形成。

229 ロロ石 躯
Ｎ・２
融

砂岩 完形。

両面に研磨痕。

側縁全面に敲打痕。

第94表  S P 10808出 土遺物観察表

番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cm)

幅

蝕
囃
ｍ

重量
(II)

箔 材 備 考

石製品 H区

P-24・ 25

覆土

(075) サヌカイト 両端部欠損。

第95表  S P 10982出 土遺物観察表

番号 各  種
点
位
地
層 雇ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

弥生土器

甕

G区

O-20

覆上

日径 252 日縁端部丸くおさめる。日縁部

は「 く」の字状に外反する。体

部は直線的に立ち上がる。

内外面ま1離のため不明。 1～ 3 E IIl

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

第96表  S P 10984出 土遺物観察表

番号 器 種
地点
層位

法 量 ・ 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 色 調 備 考

管玉 G区

O-20

凝上

長さ1 15cm 直径0 38cm 孔径011伽

重さ024g 片側穿孔か P
暗縁灰
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第97表 遺物包含層出土遺物観察表
番号 器  種 点

位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

壷

F区

S-17
包含層

口径 152 日縁端部上部はやや拡張 し,方
形におさめる。口縁部内面に竹

管文を施す。

内外面刹離のため不明。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

橙 色

弥生土器

重

F区

Q-15
包含層

口径 口縁端部は上下に拡張 し,方形
におさめる。日縁部内面に櫛描

直線文を施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

橙色

235 弥生土器

壷

B区

M-16
包合層

口径 162 口縁部は外反する。日縁端部は

上下に拡張する。頸部に櫛描直

線文 2条 を施する。

内外面ま】離のため不明。 1～ 2 am

砂粒合

石英

結品片岩

灰自色

236 弥生土器

壷

F区

Q-19
包含層

口径 299 口縁端部は上下に拡張 し,方形
におさめる。日縁端部に変1目 文

を施す。 口縁部内面に貼付突帯

文を施す。

内外面剖離のため不明。 1～ 2 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

弥生土器

壷

F区

N―-17

包合層

口径 7 口縁端部は上下に拡張 し,方形
におさめる。日縁端部に斜格子

文 と円形浮文を施す。日縁部内

面に斜格子文と円孔を施す。

日縁部内外面ヨコナデ。 1～ 34m

砂粒含

石英

結晶片岩

赤褐色

弥生土器

壷

F区

Q-17
包含層

日径 262 日縁端部は下方に拡張 し,方形
におさめる。 日縁端部上位に刻

目文,下位に竹管文を施す。

口縁部内外面 ヨヨナデ。 21u弱の砂粒

含

石英

結晶片岩

貢橙色

弥生土器

茎

F区

Q-18
包合層

口径 154 口縁端部は上下にやや拡張し,
端面上位に刻目文を施す。口縁

部内面に 2条の貼付突帯刻目文

を施す。

内外面ま1離のため不明。 1～ 3剛

砂粒含

石英

(内 )浅黄色

(外 )橙色

弥生土器

壷

G区

Q-19
包含層

口径 26 6 口縁端部は方形におさめる。日

縁端部上下端に刻目文を施す。

内外面制離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

弥生土器

壷

B区

M-17
包合層

口径  136 口縁部は外方へのびる。日縁端
部は丸 くおさめる。日縁端部に

刻目文を施す。

内外面家1離のため不明。 砂粒合

石英

赤色鉱物

浅黄橙色

弥生土器

壷

F区

N・ M
包合層

口径 口縁部はゆるやかに外反する。

口縁端部は方形におさめる。 日

縁端部に亥1目 文を施す。

日縁部外面から顕部タト面10条 /
cmの タテハケメ。頸部内面タテ

ナデ。

1-2 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

に鎌い黄橙色

弥生土器

壷

A区

I-11'12

包合層

口径 244 口縁部はやや外反する。口縁端

部は下方に拡張する。日縁端部

に刻 目文 3条 と凹線文 3条 を変

互に施す。日縁部内面に斜格子

文を施す。

内外面手J離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

にない橙色

244 弥生上器

壷

F区

Q-16
包合層

日径 206 口縁端部は上下に拡張する。 日

縁端部はヨヨナデによるくばみ

ができ,上下に刻目文を施す。

口縁部外面7条/cmの タテハク

メのちヨヨナデ。

l mm弱 の砂粒

合

石英

結晶片岩

にない橙色

弥生土器

壷

A区

H-10
包含層

口径 234 口縁部は外反する。日縁端部は
丸くおさめる。

口縁部外面 ヨコヘラミガキ。日

縁部内面ヨコナデ。

1-3 mm

砂粒合

石英

結品片岩

に h・い橙色

弥生土器

壷

G区

0-20
包含層

日径 143 口縁部はゆるやかに外方へのび ,
日縁端部でやや外反する。日縁

端部は上方に拡張 し,平坦にお

さめる。日縁部外面に貼付突帯

を巡 らし, 亥】目文を施す。

内外面 ヨヨナデ。 1～ 5 mm

砂粒合

石英

暗褐色
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番号 器  種 点
位
地
層

法量
(cnl)

形 態 の 特 徴 技 法 陥 土 色 調 備  考

弥生土番

壷

B区

M-16

包合層

日径 口縁部はゆるやかに外反する。

日縁端部は方形におさめる。

口縁部外面 コヨナデ。頸部外面

8条 /cnのタテハケメ。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

結品片岩

におい橙色

弥生土器

壷

F区

N-16
包合層

口径  124 口縁部はゆるやかに外反する。

日縁端部は方形におさめる。

口縁部外面にヨヨナデ。頸部に

9条 /clnの タテハタメ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

橙色

弥生上器

壷

F区

N-16

包合層

日径  106 H縁部はゆるやかに外反する。

口縁端部は方形におさめる。頸

部外面に波状文 4条 を施す。

内外画素1離のため不明。 1-2 mm

砂粒合

石英

緒品片岩

黄橙色

弥生土器

壷

A区

F-11

包合層

日径  138 口縁部は屈曲して外方にのびる
日縁端部は方形におさめる。

内外面ユJ離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

結晶片岩

明褐色

弥生上器

壷

F区

K―■

包合層

口径  246 日縁部はゆるやかに外方へのび

る。日縁端部は方形におさめる

内外面手]離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

明褐色

252 弥生上器

壺

F区

O-16
包含層

体部タト面に上位より6条単位の

直線文を3条,そ の下に,波状

文を施す。

体部外面タテヘラミガキ。 1～ 3 alll

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

253 弥生土器

壷

E区

K-10

包含層

頸部タト面に上位より6条単位の

櫛描直線文,そ の下に 2条の刺

突文を施す。

頸部外面に9条 /clnの タテハケ

メ。

1～ 3剛

砂粒含

石英

にない rtt色

254 弥生土器

壷

B区

H-15

包合層

頸部外面に直線文を 7条施す。 内外面制離のため不明。 1～ 3剛

砂粒含

石英

結晶片岩

橙 色

255 弥生土器

壷

A区

H-10

包含層

日縁部はゆるやかに外反する。

頸部外面に 6条単位の直線文を

施す。

内外面剣離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

浅責橙色

弥生土器

藍

F区

包合層

頸部外面に刺突文を施す。 体部外面に 7条/cmのタテハケ

メ。

1-2 mm

砂粒合

石英

淡橙色

弥生土器

壷

B区

包合層

外面に上から矢潮根状沈線文,

直線文を施す。

内外面ま1離のため不明。 2 am弱

砂粒含

石英

結晶片岩

浅黄椎色

258 弥生土器

壷

B区

J-16
包含層

外面に上から簾状文, 2条の波

状文, 7条単位の直線文を施す

内外面剥離のため不明。 1～ 4 1am

砂粒含

石英

浅黄橙色

弥生上器

壷

F区

C-17
包合層

外面に上から櫛描直線文,波状

文を施す。

内外面制離のため不明。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

赤褐色

弥生土器

壷

B区

M-16

包含層

外面に11条単位の櫛描直線文と

刺突文を交互に施す。

内外面象1離のため不明。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

橙色

弥生土器

壷

A区

包合層

外面に 5条の波状文を施す。 外面ヨコナデ。 1～ 2111

砂粒含

石英

(内 )黒褐色

(外 )浅黄橙色

262 弥生土器

壷

B区

M-15
包合層

外面に上から波状文,直線文 ,

波状文,刺突文を施す。

内外面劉離のため不明。 1～ 2111

砂粒合

橙色
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番 号 器  種 地点
層位

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備   考

263 弥生上器

壷

A区

D-11

包合層

頸部に甘旨頭圧痕文突帯を2条施

す。

体部外面 7条/cnのタテハケメ l mm大 の砂粒

合

石英

結品片岩

赤褐色

264 弥生上器

壷

B区

I―-15

包含層

頃部に指頭圧痕文突帯を 1条施

す。

体部外面タテヘラミガキ。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

赤褐色

265 弥生土器

底部

E区

K-10
包合層

底径  61 底部は平底を呈する。 膵部外面8条/側のタテハケメ 砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )灰 自色

(外 )浅黄輸色

266 弥生土器

底部

A区

H-10
包合層

底径 104 底部はやや上げ底を呈する。体
部は,底部でわずかに拡張 し直

線的に立ち上がる。

膵部外面8条/cmのタテハケメ 1～ 6 1ul

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )浅黄橙色

(外 )橙色

弥生土器

底部

G区

N-19
包合層

底径  90 底部はやや上げ底を呈する。体
部はやや内湾 しながら立ち上が

る。

体部外面タテヘラミガキ。底部

内面にユビオサエ。

1～ 3 mm

砂墟合

結品片岩

橙色

268 弥生土器

底部

G区

Q-21
包合層

底径  90 底部は上げ底を呈する。 内外面まJ離のため不明。 砂粒合

石英

浅責橙色

弥生土器

底部

B区

J-16
包含層

底径  60 底部は上げ底を呈する。底面に

穿子Lを もつ。

体部外面に指頭圧痕のちヨヨナ

デ 。

1～ 3 mm

砂粒合

結晶片岩

黄橙色

270 弥生上器

底部

F区

0-16
包含層

底径  92 底部はやや上げ底を呈する。体
部はやや内湾 しなが ら立ち上が

る。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテナデ。

2 mm弱の砂粒

合

石英

結晶片岩

(内 )に鎌い黄

橙色

(外 )赤褐色

弥生土器

甕

A区

包含層

口径 244 口縁部は貼付突帯を施す。日縁

端部に刻目文を施す。日縁部に

2条の直線文を施す。

口縁部内外面ヨコナデ。 1-3 mm

砂粒合

石英

(内 )浅責橙色

(外 )灰自色

272 弥生土器

甕

F区

Q-15
包含層

口径 252 口縁部に貼付突帯を施す。 日縁
部下に 5条単位の櫛描直線文を

施す。

内外面割離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

(内 )浅貢橙色

(外)黒褐色

273 弥生土器

甕

F区

N-16

包含層

口径 268 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は丸くおさめる。

頸部に10条単位の直線文を2条

施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内

面ユピオサエのちヨコナデ。

l mm弱 の砂粒

含

石英

結晶片岩

橙色

274 弥生土器

甕

B区

M-16
包合層

口径  275 体部は直線的に立ち上がる。日
縁部は「 く」の字状に外反する

日縁端部は九 くおさめる。体部

外面に10条単位の直線文を 2条

その下に刺突文を 1条施す。

内外面象1離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

灰自色

弥生土器

甕

F区

N-16
包合層

口径 187 体部は内湾 しなが ら立ち上がる
口縁部は緩やかに外反。日縁端

部は方形におさめ刻日文を施す

体部に 6条単位の直線文 2条 ,

その下に列点文 1粂を施す。

口縁部外面ヨヨナデ。体部外面

8条 /側のタテハケメ。

1～ 3 mm

砂粒含

石英

明責橙色

弥生上番

蓑

B区

M-16
包含層

日径  247 口縁部はゆるやかに外反する。
日縁端部は丸 くおさめ,刻目文

を施す。日縁部に直線文を施す

体部外面タテヘラミガキ。 1～ 3」un

秒粒含

石英

結品片岩

にない橙色

弥生土器

甕

E区

L-11

包合層

口径 口縁部は「く」の宇状に外反す

る。日縁端部は方形におさめ,

刻目文を施す。体部に波状文を

施す。

口縁部内外面 ヨヨナデ。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色
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番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

甕

A区

H-10
包合層

口径 日縁部「く」の字状に外反する

日縁端部は丸くおさめ,刻 目文

を施す。体部外面に波状文を2

条施す。

H縁部内外面ヨコナえ 体部内

面ヨコヘラミガキ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

弥生上番

甕

E区

K― H
包合層

口径  224 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は丸くおさめ,刻

目文を施す。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 8条 /cnのタテハケメ。

1～ 2mロ

砂粒含

石英

貢橙色

弥生土器

甕

B区

H-15
包合層

口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は方形におさめ,

刻目文を施す。

日縁部外面ヨコナデ。体部外面

タテハケメ。日縁部内面～体部

内面にヨコヘラミガキ。

1～ 21w

砂粒合

石英

i莞貢橙色

弥生土器

甕

B区

M-17

包含層

口径  166 口縁部は「 く」の字状に外反す
る。日縁端部は方形におさめ,

刻目文を施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。 1-2 mm

砂粒含

石英

橙色

弥生土器

甕

E区

M-9

包合層

日径 口縁部は「く」の宇状に外反す

る。日縁端部は丸くおさめ,刻
目文を施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面10条 /cnの タテハケメ。体部

内面 9条 /calの ヨコハケメ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

灰褐色

弥生土器

甕

F区

N-17

包合層

口径  212 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は方形におさめ,

刻目文を施す。体部は直線的に

立ち上がる。

日縁部内外面ヨコナデ。体部外

面10条 /clnの タテハケメのち中

位に粗いヘラミガキ。体部内面

10条 /cmのタテハケメ。

1～ 2 mm

砂粒含

結晶片岩

明褐色

弥生土器

甕

G区

P-19

包合層

日径  240 口縁部は「 く」の字状に外反す
る。日縁端部は丸 くおさめ刻目

文を施す。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 4条 /cElの タテハケメ。

1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

登色

285 弥生上器

甕

A区

I-11・ 12

包含層

口径 178 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は丸 くおさめる。

体部外面11条 /clの タテハケメ 1～ 2 mm

砂粒含

石芙

結品片岩

明赤褐色

286 弥生土器

甕

F区

P-17

包合層

日径 体部は内湾しながら立ち上がる

日縁部は「く」の字状に外反す

る。口縁端部は丸くおさめる。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 7条 /clnの タテハケメ。体部

内面ヨヨナデ。

1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

287 弥生土器

甕

B区

M-16
包合層

日径 244 体部は内湾 しながら立ち上がる

日縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は丸くおさめる。

日縁部外面ヨヨナデ。体部外面

9条/cHの タテハケメ。

l mm弱 の砂粒

合

石英

結品片岩

橙色

弥生土器

妻

B区

M-16

包含層

口径 244 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は丸くおさめる。

体部は内湾しながら立ち上がる

口縁部内外面ヨコナデ。頸部外

面ヨヨナデのちサ旨頭圧痕。体部

外面6条/cmの ヨコハケメ。体

部内面8条 /c llの ヨコハケメ。

1～ 2 mm

砂粒含

石英

灰黄橙色

弥生土器

甕

B区

K-13

包含層

日径 235 日縁部は「 く」の字状に外反す

る。 口縁端部は丸 くおさめる。

体部は直線的に立ち上がる。

口縁部内外面ヨコナデ。体部外

面 9条/cnの タテハケメ。体部

内面 8条/cHの ヨコハケメ。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

橙色

弥生土器

褻

B区

M-16

包含層

口径 248 口縁部は「 く」の字状に外反す
る。体部は内湾 しながら立ち上

がる。日縁端部九 くおさめる。

日縁部内外面ヨヨナデ。 1-3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )1曳責橙色

(外 )明褐色

弥生時代

甕

A区

1・ J-11

包合層

口径 196 日縁部は「 く」の宇状に外反す
る。口縁端部は丸くおさめる。

内外面ま1離のため不明。 砂粒合

石英

にない黄橙色

292 弥生土器

妻

B区

M-16

包合層

H径 179 体部は直線的に立ち上がる。日
縁部は「く」の字状に外反する

日縁端部はやや方形におさめる

内外面Hll離のため不明。 l IH大 の秒位

含

石英

浅責橙色
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番号 器  種 地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

293 弥生土器

褻

B区

H-16
包合層

口径 138 口縁部は外反する。日縁端部は
丸 くおさめる。体部は内湾 しな

がら立ち上がる。

内外面ま1離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

294 弥生土器

甕

B区

M-16
包合層

口径 口縁部は外反する。日縁端部は

九 くおさめる。

内外面章1離のため不明。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

結品片岩

橙色

弥生土器

甕

B区

M-16

包合層

口径 138 体部は直線的に立ち上がる。日
縁部は「く」の字状に外反する

日縁端部は丸くおさめる。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面12条 /cnのタテハケメ。体部

内面ヨコヘラミガキ。

1-3 mm

砂粒含

石英

(内 )黄禍色

(外 )にない黄

褐色

弥生土器

甕

E区

L-10

包含層

口径 膵部はやや内湾 しなが ら立ち上

がる。口縁部はゆるやかに外反

する。日縁端部は方形におさめ

る。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面タテヘラミガキ。体部内面指

頭圧痕。

1～ 3 1BIIl

砂粒合

石英

結晶片岩

赤褐色

弥生時代

甕

F区

N-17

包合層

口径 体部はやや内湾 しながら立ち上

がる。日縁部は「 く」の字状に

外反する。日縁端部は丸 くおさ

める。

口縁部外面ヨコナデ。体部外面

タテヘラミガキ。日縁部内面 ヨ

ヨナデのちヨコヘラミガキ。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

にぶい褐色

弥生土器

甕

E区

L-10

包合層

日径 233 麻部は内湾 しながら立ち上がる
日縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は方形におさめる

口縁部内外面ヨヨナデ。体部内

面 ヨコヘラミガキ。

1～ 3 mm

砂粒合

石芙

結晶片岩

黄橙色

弥生土器

甕

F区

包合層

口径 232 麻部は内湾しながら立ち上がる

日縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は方形におさめる

内外画素1離のため不明。 砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

弥生土器

甕

F区

N-17

包含層

口径 252 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は方形におさめる

内外面ま1離のため不明。 1～ 2田 m

砂粒合

石英

結晶片岩

浅責橙色

弥生土器

甕

B区

M・ N列

包合層

口径 214 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は丸くおさめる。

内外面象1離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

浅黄橙色

302 弥生土器

甕

B区

M-16

包含層

口径 日縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は九くおさめる。

口縁部外面 ヨヨナデ。 1～ 2m血

砂粒合

石英

結晶片岩

橙 色

303 弥生上器

甕

A区

I・ 〕-11

包含層

口径 口縁部は「 く」の字状に外反す

る。日縁端部は丸 くおさめる。

体部内面に指頭圧痕。 1～ 2 aa

砂粒合

石英

(内 )に h・い褐

色

(外 )灰褐色

304 弥生土器

蓑

F区

R-18・ 19

包含層

口径 体部は内湾 しながら立ち上がる

口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は方形。体部外面

中位に刺突文。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面15条 /cmのタテハケメ。

1～ 2 1ttl

秒粒合

石英

結晶片岩

(内 )黄橙色

(外 )にない責

褐色

305 弥生上器

甕

B区

N-13・ 14

包合層

口径 日縁部は「 く」の字状に外反す

る。日縁端部は方形におさめる

体部上位に刺突文を施す。

内外面制離のため不明。 l mm大の砂粒

合

石英

灰褐色

306 弥生土器

甕

B区

包含層

口径 日縁部は「く」の字状に外反す

る。口縁端部は丸くおさめる。

体部は内湾 しながら立ち上がる

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 9条 /cmのタテハケメ。体部

内面ヨヨヘラミガキ。

2 mm弱 の砂粒

合

石英

結晶片岩

におい黄褐色

弥生上器

甕

E区

C-8

包含層

日径 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は上方に拡張し,

やや方形におさめる。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 7条/clのタテハケメ。

24m弱の砂粒

合

石英

結晶片岩

(内 )灰 自色

(外 )橙色
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番号 器  種
点
位
地
層

法 量

(cll)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

弥生土器

褻

A区

G-11・ 12

包含層

口径 194 体部は内湾 しながら立ち上がるI

口縁部は「く」の字状に外反す

る。口縁端部は方形におさめるI

体部外面中位に刺突文を施す。

口縁部内外面 ヨヨナデ。体部外

面中位から下位にタテヘラミガ

キ。体部内面ナナメヘラミガキ

1-24m
秒粒合

石英

橙 色

弥生土器

甕

A区

F-11

包含層

口径 189 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は方形におさめる

日縁部内外面ヨコナデ。体部外

面10条 /c IIの タテハケメ。体部

内面ヨコヘラミガキ。

l lw大 の砂粒

多合

橙色

弥生上器

甕

E区

M-8

包合層

日径  257 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は方形におさめるI

体部は内湾 しながら立ち上がるI

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部内

面ナナメヘラミガキ。

I tun大 の砂粒

合

石英

におい黄橙色

弥生上器

甕

B区

J-16
包含層

日径  245 日縁部は「く」の字状に外反す
る。口縁端部はやや上方に拡張

し,方形におさめる。頸部外面
に指頭圧痕突帯文を施す。

内外面制離のため不明。 石英

赤色鉱物の細

粒合

赤褐色

弥生上器

甕

A区

H-11

包合層

日径 200 体部は内湾 しながら立ち上がるI

日縁部は「く」の宇状に外反す

る。口縁端部は上下にやや拡張

し,方形におさめる。

日縁部内外面 ヨヨナデ。体部外

面ヨコナデ。体部内面ナナメヘ

ラミガキ。

1～ 2 mm砂粒

合

石英

結晶片岩

橙色

弥生土器

蓑

F区

R-18

包合層

口径 105 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部は上下に拡張し,

方形におさめる。

日縁部内外面 ヨコナデ。 l lm大 の砂粒

含

石英

(内 )に漱い橙

色

(外)橙色

弥生土器

褻

B区

J-16
包合層

口径 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は上下に拡張し,

方形におさめる。日縁端部に 1

条の回線文を施す。

日縁部内外面 ヨヨナデ。 1-3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

浅責橙色

弥生上器

養

F区

O-15
包含層

日径 154 体部は直線的に立ち上がる。口

縁部は「く」の字状に外反する

日縁端部は上下に拡張し,方形
におさめる。

口縁部内外面 ヨヨナデ。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

明赤褐色

弥生土器

甕

E区

J-10
包含層

口径 210 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は上下に拡張し,

方形におさめる。日縁端部に凹

線文を 2条施す。

日縁部内タト面ヨコナデ。体部外

面 8条/cmのナナメハケメ。

1-3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

(内 )に示い橙

色

(外 )橙色

弥生土器

甕

G区

O-22
包合層

口径 199 体部は内湾 しながら立ち上がる.
日縁部は「く」の字状に外反す

る。口縁端部は上下に拡張し,

方形におさめる。

体部外面ヨコハケメ。体部内面

ヨヨナデ。

砂粒含

石英

結品片岩

(内 )1こ 鎌い赤

褐色

(外 )赤褐色

弥生土器

底部

B区

K-16

包合層

底径  63 底部は平底を呈する。 外面タテヘラミガキ。内面タテ

ヘラケズリ

l am大の砂粒

合

石英

結品片岩

暗赤褐色

弥生土器

底部

E区

J-10
包含層

底径  63 底部は平底を呈する。 麻部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテナえ

1～ 5 mm

秒粒合

石央

明赤褐色

弥生上器

底部

C区

包含層

底径  56 底部は平底を呈する。 内外面 all離のため不明。 砂粒含

石英

IIB赤褐色

弥生土器

底部

G区

Q-20
包含層

底径  48 底部は平底を呈する。 体部外面7条 /cIIのタテハケメ 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

長石

にない貢褐色

322 弥生土器

底部

E区

M-10
包合層

底径  56 底部は上げ底を呈する。体部は

直線的に立ち上がる。

体部外面タテヘラミガキ。体部

内面タテナデ。底部内外面ヨヨ

ナデ。

1～ 211

秒粒合

(内 )黒褐色

(外 )褐色
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番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 詞 備  考

弥生土器

底部

C区

包合層

底径  46 底部は上げ底を呈する。 内外面よ1離にため不明。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

にない橙色

弥生土器

底部

A区

H・ I―

11,12

包合層

底径  50 底部は上げ底を呈する。体部は
内湾しながら立ち上がる。

膵部外面タテヘラミガキ。 1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

弥生上器

底部

A区

包含層

底径  60 底部はやや上げ底を呈する。体
部はやや内湾しながら立ち上が

る。

体部外面タテヘラミガキ。 1～ 311n

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

弥生上器

底部

F,I区
包合層

底径  61 底部は平底を呈する。底面に穿
孔 を持つ。

内外面割離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

弥生土器

底部

E区

N-8

包合層

底径  58 底部は平底を呈する。底部に穿
孔を持つ。

内外面ま1離のため不明。 砂粒含

石英

結晶片岩

(内 )淡橙色

(外 )橙色

弥生土器

底部

B区

I―-16

包合層

底径  74 底部は上げ底を呈する。底部に

穿孔を持つ。

内外面章1離のため不明。 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

黄橙色

弥生土器

底部

F区

M'N-17

包合層

底径  78 底部はやや上げ底を呈する。体
部はやや内湾しながら立ち上が

る。底面に穿孔を持つ。

内外面剥離のため不明。 2 1al弱 の砂粒

合

石英

結晶片岩

に示い橙色

弥生土器

鉢

A区

H―■・12

包含層

底径  48 底部は上げ底を呈する。体部は
ゆるやかに内湾しながら立ち上

がる。

体部外面 ヨヨナデ。底部外面指

頭圧痕。体部内面 ヨヨナデのち

タテ方向の ミガキ。底部内面指

頭圧痕。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

(内 )橙色

(外 )によい橙

色

弥生土器

高杯

F区

P-14
包合層

口径 168
脚部径 88

器高  96

体部は皿状を呈する。日縁部は

やや内側に屈曲 し垂直に立ち上

がる。日縁端部は両端を拡張 し

平坦におさめる。日縁部に 2条

の凹線文を施す。脚部はゆるや

かに外下方へひろがる。

H縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面タテヘラミガキ。脚部外面タ

テヘラミガキのちヨヨナデ。体

部内面ヨコヘラミガキ。脚部内

面ヘラケズリのちヨヨナデ。

l mm弱 の砂粒

合

に漆い橙色

弥生土器

高杯

G区

P-23

包合層

脚部径 88 脚部はゆるやかに外下方へひろ
がる。脚端部は方形におさめる

脚部内面 ヨコヘラケズ リ。 1～ 2 nm

砂粒含

石英

(内 )明赤褐色

(外)にぶい橙

色

333 弥生土器

蓋

A区

G-9
包含層

項部径 65 項部は,ややへこむ。体部ほゆ
るやかに外方へのびる。

体部外面ユピオサエのちナデ。

体部内面 ヨコナデ。

1-3m田

砂粒含

石英

結晶片岩

にない褐色

弥生土器

蓋

F区

J-10
包含層

項部径 72 項部は平坦。体部は外方へのび
る。

項部外面ヨコナデ。体部外面 8

条/clRの タテハケメのちヨヨナ

デ。内面ユピオサエのちタテナ

デ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

結品片岩

赤褐色
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番号 器 種
点
位
地
層

長 さ

(cm)

幅

伽 '旱

さ

(cn)

重量
(g)

胎 土 色 調 備 考

紡錘革 F・ I区

中間点

包合層

21 2 05 1～ 3 mm

砂粒含

にない橙色

紡錘草 B区

M-15
包合層

4 03 1～ 3剛

砂粒

石英

(内 )に示い橙色

(外 )橙色

内面ハケメ

337 紡錘車 F区

包含層

l aI大の秒 位含 (内 )褐色

(外 )黒褐色

外面ヘラミガキ

338 紡錘車 B区 23 1～ 5 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

赤褐色 内外面ヘラミガキ

339 紡錘車 F区

P-14
31 0 41 1～ 2 mm

砂粒含

石英

におい赤褐色

紡錘車 B区

M-15
21 l otm大 の砂粒合

石美

にぶい赤褐色 外面ヘラミガキ

紡錘車 B区 0 75 11 82 1～ 2 1uH

砂粒含

石英

結晶片岩

明赤褐色 外面ヘラミガキ

紡錘車 B区

M-16

包合層

3 25 7 58 1～ 3 mm

砂粒合

石英

(内 )橙色

(外 )赤褐色

外面ヘラミガキ

内面ハケメ

343 紡錘車 B区

L-15

包含層

11 15 1～ 54m

砂粒含

石英

結晶片岩

橙色

紡錘車 B区

H-15
包合層

0 85 19 06 1剛大の砂粒含

石英

(内 )に鎌い黄橙色

(外 )浅黄橙色

内面櫛描直線文

紡錘草 A区

I-11'12

包合層

11 93 1～ 4 mm

砂粒合

石英

橙色

紡錘車 E区

M-9

包含層

4 25 0 65 12 64 1～ 3 mm

砂粒含

結晶片岩

(内 )1こ おい褐色

(71・lにおい橙色

外面ヘラミガキ

紡錘車 G区

0-18
包合層

1～ 2nd

砂粒合

石英

結晶片岩

(内 )黒色

(外 )橙色

紡錘車 E区

N-12

包含層

0 55 (1052) 1～ 2 mm

砂粒合

石美

(内 )浅黄橙色

(外)橙色

欠損

紡錘車 I区 (805) l mm大 の砂粒合

石英

(内 )黒褐色

(外 )暗赤褐色

内外面ヘラミガキ

欠損
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番号 吾 種
地点
層位 藤ｍ

幅

卿
騨
ｍ
襲
ロ

石 材 備 考

350 石鏃 醒Ｐ・・９欝
サヌカイト

形

基

一狂
平

石鏃

F区
R-18'19
包合層

(16) (134) サヌカイト
基部両端欠損。

平基。

石鏃
B区

包合層
(1 04 (073) サヌカイト

先端部,碁部一端欠損。

平基。

石鏃 駆Ｈ・・６欝
サヌカイト

形

基

完

平

石鏃
F・ I

中間区
04 サヌカイト

形

基

完

平

石鏃
B区

包合層
(21) サヌカイト

先端部欠損。

平基。

石鏃
D区

包合層
サヌカイト

先端部,基部欠損。

平基。

石鏃 躯Ｏ・２０欝
サヌカイト

形

基

さん

平

358 石鏃 醒鱒
サヌカイト

先端部欠損。

平基。

359 石鏃

G区
P-23
包合層

04 サヌカイト
形

基

一九

平

360 石鏃
B区
H-15 2 63 サヌカイト

形

基

完

平

石欽

B区
K-17
包合層

(233) サヌカイト
先端部欠損。

平基。

石鏃 醒」・・５欝
31 1 80 サヌカイト

形

基

完

平

石鏃 駆Ｋ・・６蜘
サヌカイト

形

基

を死

平

石鏃
B区

包含層
18 (254) サヌカイト

先端部欠損。

平基。

365 石鏃 駆Ｊ・・６蝉
19 15 サヌカイト

形

基

一ん

凹

366 石鏃

F区
N-17
包含層

19 15 サヌカイト
形

基

完

凹

石鏃 醒
欝

19 16 サヌカイト 薪
』

石鏃
G区

包含層
2 15 15 1 00 サヌカイト

形

基

一死

凹

石鏃

B区
M-16
包含層

17 サヌカイト
形

基

各万

凹

石鏃 班」・．０欝
13 サヌカイト

形

基

完

凹

石鏃
B区

包合層
16 05 2 12 サヌカイト

形

基

誉売

凹
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番号 番 種
点
位
地
層 欝
鰤

幅

伽

厚 さ

(cm)
重量

`質

)
石 材 備 考

372 石鏃
A区

包合層
(31) (17) (138) サヌカイト

基部一端欠損。

凹基。

石鏃

B区
H-15
包合層

1ク 2 57 サヌカイト
完形。

凹基。

374 石鏃 包合層 (20) 15 (113) サヌカイト
先端部欠損。

凹基。

375 石鏃

Ｉ

区

層

・
問

合

Ｆ

中

包
(24) 15 (115) サヌカイト

先端部欠損。

凹基。

石鏃
G区

包含層
(23) 17 (158) サヌカイト

先端部欠損。

凹基。

石鏃 包含層 19 サヌカイト
完形。

凹基。

石鏃

A区
E-11
包含層

サヌカイト
完形。

凹基。

石鉄

B区
M-16
包含層

16 1 56 サヌカイト
完形。

凹基。

石鏃 醒Ｍ・・６鱒
(18) 15 (03) (092) サヌカイト

先端部欠損。

凹基。

石鏃
C区

包含層
(20) (14) (06D サメカイト

基部両端欠損。

凹基。

石鏃
B区

包含層
17 0 96 サヌカイト

完形。

凹基。

石鏃 駆Ｑ・・８鱒
(19) 14 (076) サヌカイト

先端部欠損。

凹基。

石鏃
B区

包合層
(18) 15 (03) (083) サヌカイト

先端部欠損。

凹基。

石鏃

G区
P-23
包合層

(18) 19 (04) (136) サヌカイト
先端部欠損。

凹基。

石鏃
C区
包合層

(225) 1 85 (51) (160) サヌカイト
基部一端欠損。

凹基。

387 石鏃

B区
M-15
包含層

(23) (22) (150) サヌカイト
基部両端欠損。

凹基。

388 石鏃

B区
L-17
包含層

(24) 1 65 (132) サヌカイト
基部一端欠損。

凹基。

389 石鏃

B区
I―-17

包含層

(25) (24) (304) サヌカイト
先端部,基部一端欠損。

凹基。

390 石鏃

B区
I―-17

包合層

サヌカイト
完形。

凸基。

石鏃

E区
L-9
包合層

lユ サメカイト
完形。

凸基。

石鏃
G区

包合層
16 サヌカイト

完形。

凸基。

石鏃

B区
J-16
包合層

31 14 サヌカイト
完形。

凸基。
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番号 器 種
点
位
地
層 藤
ｍ

幅

卿
騨
くｃｍ，

重量
(g)

石 材 備 考

石鏃
I区

包合層
16 サヌカイト

完形。

凸基。

石鉄
B区

包含層
13 067 サヌカイト

完形。

凸基。

石鉄
I区

包合層
14 03 0 79 サヌカイト

完形。

凸基。

石鏃

A区
F-9
包含層

(22) 12 (05) (126) サヌカイト
先端部欠損。

凸慈。

石鏃

A区
」-9
包合層

10 05 サヌカイト
完形。

凸基。

石鏃 包合層 0 84 サヌカイト
完形。

凸基。

石鏃
F区

包含層
14 0 83 サヌカイト

完形。

凸基。

石鏃

B区
J-17
包合層

(13) (097) サヌカイト
基部一端欠損。

凸基。

石鏃

E区
L-9
包含層

サヌカイト
完形。

凸基。

石鏃
C区

包合層
31 サメカイト

完形。

凸基。

石鏃

B区
M-16
包合層

1 66 サヌカイト
完形。

有茎。

石鏃

B区
M-13
包含層

サメカイト
完形。

有茎。

石鏃

B区
J-17
包合層

(30) 27 (04) (364) サヌカイト
先端部欠損。

有茎。

407 スクレイパー
E区

包合層
8 05 サヌカイト

下縁部に両面調整による刃部形成。

408 スクレイパー
B区
J-13・ 14

包合層

サヌカイト
上下端に両面調整加工。

409 スクレイアヾ―
D区

包合層
6 16 サヌカイト

下縁部に両面調整による刃部形成。

スクレイバー
F区

包含層
22 4 27 サヌカイト

下縁部に両面調整による刃部形成。

スクレイパー

G区
O-20・
21・ 22
包合層

サヌカイト
下縁部に両面調整による刃部形成。

スクレイアヾ―
F区

包含層
サヌカイト

下縁部に両面調整による刃部形成。

スクレイパー
F区
R-17
包合層

07 サヌカイト
下縁部片面に調整加工。

スクレイパー
G区
O-19
包含層

サヌカイト
下縁部片面に調整加工。

スクレイパー
C区
M・ N-18
包合層

9 53 サヌカイト
下縁部両面に調整加工。
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番号 器 種
点
位
地
層 藤
鰤

幅

釦
騨
師

重量
(質 )

石 材 備 考

スクレイアヾ―
A区
F-9
包含層

41 34 07 11 09 サヌカイト
上下縁部両面に調整加工。

417 スクレイパー
F区
R-18・ 19

包合層

61 10 36 11 サヌカイト
上下縁部に両面調整加工。

スクレイパー
G区
P-19
包合層

63 07 27 78 サヌカイト
上下縁部に両面調整加工。

スクレイアヾ―
I区

包含層
16 31 サヌカイト

下縁部に両面調整加工。

420 スクレイアヾ―
E区

包含層
41 21 76 サヌカイト

下縁部に片面調整加工。

スクレイパー
C区

包合層
33 07 15 98 サヌカイト

上下縁部に両面調整加工。

スクレイパー 躯Ｄ・９鱒
10 18 85 サヌカイト

下縁部に両面調整加工。

スクレイパー
B区

包含層
サヌカイト

下縁部に両面調整加工。

スクレイパー
A区
H-11
包合層

結晶片岩
下縁部に両面調整加工。

スクレイノヾ―
C区

包合層
110 15 結晶片岩

下縁部に両面調整加工。

楔形石器
D区

包含層
2 43 サヌカイト

一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

様形石器
E区

包合層
07 サメカイト

両側縁に裁断面。

下縁部に片面調整加工。

楔形石器

F区
P-17
包含層

サヌカイト
両側 に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

模形石器
B区

包合層
33 サヌカイト

一側縁に裁断面。

拠形石器

B区
K-14
包合層

20 サヌカイト
一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

根形石器

E区
K-10
包合層

(18) (368) サヌカイト
一側縁に裁断面。

上部欠損。

下縁部に片面調整加工。

432 捜形石器
A区

包合層
57 サヌカイト

一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

穣形石器
A区

包合層
32 35 12 14 30 サヌカイト

両側縁に裁断面。

上下両面に調整加工。

穣形石番

G区
P-19
包合層

48 10 30 サヌカイト
両側縁に裁断面。

上下縁部両面に調整加工。

楔形石器
D区

包含層
サヌカイト

両側縁に裁断面。

上下縁部に両面調整加工。

楔形石器

F区
R-16
包合層

24 23 4 02 サヌカイト
一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

模形石番
D区

包含層
24 22 サヌカイト

一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。
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番号 器 種
点
位
地
層

長さ
(cm)

幅

伽

厚さ
(ctl)
難
⑭

石 材 備 考

楔形石器

B区
I―-17

包合層

17 52 サヌカイト
両側緑に裁断面。

両縁部に片面調整加工。

楔形石器
F区

包合層
5 76 サヌカイト

一側縁に裁断面。

棋形石器
D区

包含層
8 10 サメカイト

一側縁に裁断面。

両端部に両面調整加工。

穣形石器

E区
L-7
包含層

(29) (532) サヌカイト
一端欠損。

下縁部に両面調整加工。

楔形石器

E区
N-10
包合層

(36) (1135) サヌカイト
一端欠損。

下縁部に両面調整加工。

楔形石器

E区
L-10
包合層

30 (30) (685) サヌカイト
一端欠損。

下縁部に両面調整加工。

模形石器
D区

包合層
36 サヌカイト

一lRl縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

棋形石器
F区

包含層
45 07 15 57 サヌカイト

両側縁部に両面調整加工。

楔形石器
E区

包含層
(33) (639) サヌカイト

一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

447 楔形石器

B区
L-17
包含層

25 07 6 86 サヌカイト
一側縁に裁断面。

上下両面に調整加工。

楔形石器
D区

包含層
サヌカイト

下縁部に両面調整加工。

一側縁に裁判面。

模形石器

F区
M-10
包合層

51 24 8 サヌカイト
一側縁に裁断面。

下縁部に両面調整加工。

450 漢形石番

G区
P-18
包合層

33 73 サヌカイト
下縁部に両面調整加工。

石槍

E区
M-9
包含層

(46) (26) (09) (1159) サヌカイト
下部欠損。

両側面に両面調整加工。

石槍
B区

包合層
(31) (19) (08) サヌカイト

下部下損。

両側面に両面調整加工。

磨製石剣
B区

包含層
(75) (05) (2060) 結晶片岩

下部欠損。
両側面に研磨を施 し,刃部作出。

磨製石剣 醒Ｎ・２０鶴
(56) (07) (2413〉 結晶片岩

下部欠損。

両面に研磨痕。

石庖丁

B区
M-16
包含層

40 58 45 結晶片岩
端部狭 りなし。

完形。

石庖丁

B区
M-16
包含層

(105) (44) (95) (5853) 結晶片岩
喘部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

A区
I・ J―H
包含層

(96) (34) (09) (3897) 結品片岩
端部扶 りなし。

一端欠損。

458 石庖丁
C区

包合層
(100) (48) (08) (4985) 結晶片岩

端部扶 りなし。

一端欠損。

459 石庖丁

F区
N-17
包含層

(85) (47) (08) (6007) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端匁損。
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番号 器 種
点

位

地

層
長さ
(cn)

幅

伽

厚 さ

(cn)

重量
(g)

石 材 備 考

石庖丁

B区
K-17
包合層

(123D 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁 駆Ｍ・・６欝
結晶片岩

両端欠損。

石庖丁 躯Ｈ・．０鰤
(1658) 結晶片岩

端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

Ｉ

区

層

・
間

合

Ｆ
中

包
(102) (4531) 結晶片岩

端部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁

F区
R-18
包合層

(4910) 結晶片岩
端部挟 りな し。

一端欠損。

465 石庖丁
C区

包合層
(2235) 結晶片岩

端部扶 りなし。

一端欠損。

466 石庖丁 駆Ｍ一．０蜘
(3065) 結晶片岩

端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

B区
M-15
包合層

(2302) 結品片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

468 石庖丁

F区
P-18
包合層

(14) (7351) 結晶片岩
端部供 りなし。

一端欠損。

469 石庖丁 旺Ｑ・・８鱒
結晶片岩

端部狭 りなし。

470 石庖丁
G区

包含層
12 3 86 8 結品片岩

完形。

端部狭 りなし。

石庖丁

F区
N-50
包合層

結晶片岩
完形。

端部狭 りなし。

石庖丁
G区

包合層
結品片岩

両端欠損。

473 石庖丁

G区
P-19
包合層

結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

F区
R-18'19
包合層

(6356) 結晶片岩
端部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁
D区

包合層
(2529) 結晶片岩

端部挟 りなし。

一端欠損。

476 石庖丁

F区
N-16
包合層

(120) (5598) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

A区
I・ J一H
包合層

(126) (1 (9907) 結晶片岩
端部挟 りな し。

一端欠損。

478 石庖丁

F区
P-18
包合層

結晶片岩
端部狭 りな し。

完形。

479 石庖丁

F区
N-11
包含層

結晶片岩
端部挟 りあり。

完形。

480 石庖丁 醒Ｏ・２２鱒
結品片岩

端部挟 りあり。

完形。

石庖丁

F区
P-17
包合層

(1 (2964) 結晶片岩
端部快 りあり。

一端欠損。
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番号 器 種
点
位
地
層 蔭
ω

幅

伽
厚さ
r師Ⅲ

重量
(2) 石 材 備 考

石庖丁

F区
P-16
包含層

(62) (40) (08) (20 37) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

E区
M-10
包含層

(80) (40) (12) (6678) 結晶片岩
端部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁

A区
I・ J―■

包合層
(92) (44) (06) (4301) 結晶片岩

端部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁

F区
S-16
包合層

(101) (44) (11) (5954) 結品片岩
端部扶あり。

一端欠損。

486 石庖丁

E区
M-10
包含層

(90) (45) (07) (423D 結品片岩
端部狭 りな し。

一端欠損。

487 石庖丁

F区
N-17
包合層

(98) (38) (05) (3102) 結晶片岩
端部狭 りな し。

一端欠損。

488 石庖T 駆Ｑ・‐８鱒
(98) (42) (12) 結晶片岩

端部狭 りな し。

一端欠損。

489 石庖丁 唖Ｎ・９欝
(98) (93) (13) (191 0) 結晶片岩

端部狭 りなし。

一端欠損。

490 石庖丁

F区
R-18・ 19

包含層

(65) (42) (1 1) (3109) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁
I区

包合層
(73) (45) (13) (4325) 結晶片岩

端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁

G区
と。M-21
包合層

(92) (38) (07) (3873) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖T
F区
R-18・ 19

包合層

(87) (065) (3055) 結品片岩
端部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁
B区

包合層
(101) (43) (12) (8834)

結晶片岩

石英片岩

端部扶 りなし。

一端欠損。

石庖丁

F区
R-17
包合層

(89) (25) (03) (3227) 結品片岩
端部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁

E区
L-9
包含層

(82) (37) (11) (4572) 結晶片岩
瑞部扶 りなし。

一端欠損。

石庖丁 嘔Ｊ一．．鱒
(87) (48) (07) (4030) 結品片岩

両端欠損。

石庖T
F区
Q-17
包合層

(93) (51) (09) (6364) 結晶片岩
両端欠損。

石庖丁

F区
P-16
包合層

(99) (38) (08) (4849) 結品片岩
端部決 りなし。

一端欠損。

石庖T
A区
F-12
包合層

(37) (095) (6076) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖T
I区

包含層
(121) (46) (11) (7127) 結品片岩

端部狭りなし。

一端欠損。

石庖T 旺Ｎ・‐６欝
(60) (14) (1370) 結晶片岩

瑞部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁

F区
N一 V
包合層

(44) (07) (1380) 結品片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。
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番号 器 種
地点
層位
藤
働

幅

伽 際ω
重量

(II)
石 材 備 考

石庖丁

F区
N-17
包含層

(115) (33) (10) (4071) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

石庖丁
B区

包合層
(41) (11) (7390) 結晶片岩

端部扶 りなし。

一端欠損。

石庖T
E区

包合層
(54) (10) (9905)

結晶片岩

石英片岩

端部挟 りなし。

一端欠損。

石庖丁

B区
M-15
包合層

(65) (35) (05) (1660) 結晶片岩
端部狭 りなし。

一端欠損。

508 石庖T 醒Ｎ・・６欝
(73) (09) (3246) 結品片岩

瑞部挟 りなし。

一端欠損。

509 石庖丁

F区
N-16
包合層

(72) (08) (8661) 結晶片岩
端部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁

F区
S-18
包合層

12 99 57 結晶片岩
端部狭 りあり。

完形。

石庖丁

F区
N-16
包合層

(129) (4 (09) (6222) 結晶片岩
端部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁

F区
P-15
包含層

(56) (35) (05) (1695) 結晶片岩
端部挟 りあり。

一端欠損。

石庖丁
B区

包合層
(55) (38) (08) (2362) 結晶片岩

端部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁

A区
D-8
包含層

(56) (49) (3991)
結晶片岩

石英片岩

端部挟 りあり

一端欠損。

515 石庖丁
C区

包合層
(62) (40) (05) (1790) 紅簾石絹婁母

端部狭 りあり

一端欠損。

石庖丁

B区
J-16
包含層

(53) (38) (07) (2525)
結晶片岩

石英片岩

端部狭 りあり

一端欠損。

石庖丁 旺欝
(79) (45) (3723) 結晶片岩

端都狭 りあり。

一端欠損。

石庖T
A区
F-11
包合層

(37) (28) (04) (69) 結晶片岩
端部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁

G区
M・ N-20
包含層

(48) (39) (08) 結晶片岩
瑞部扶 りあり。

一端欠損。

石庖丁

A区
H・ I―
11・ 12
包合層

(50) (23) (05) (950) 結晶片岩
端部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁
I区

包合層
(68) (35) (06) (2095) 結品片岩

瑞部狭 りあり。

一端欠損。

石庖丁

G区
L,M-21
包含層

(90) (47) (07) (380) 結晶片岩
端部挟 りあり。

一端欠損。

石庖丁

G区
O-18
包合層

(124) (51) (10) (9254) 結晶片岩
一部欠損。

端部扶 りあり。

石庖丁

B区
K-17
包含層

(60) (31) (08) (1723) 結晶片岩
一端欠損。

端都狭 りな し。

525 石庖丁

B区
L-17
包含層

(73) (30) (2057) 結晶片岩
両端欠損。
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番号 器 種
点
位
地
層 藤
師

幅

帥 際ぐｃｍナ
重量
(2)

石 材 備 考

石庖T 駆Ｎ・・６鱒
(2530) 結晶片岩

上部欠損。

石庖丁
A区

包合層
(4202) 結晶片岩

両端欠損。

石庖丁 醒‐・・７欝
結品片岩

両端欠損。

石庖丁 駆‐・‐５欝
(2774) 結晶片岩

一端欠損。

石庖丁

E区
L-11
包合層

(2554) 蛇紋岩
両端欠損。

531 石庖丁

F区
P-16
包合層

(65) (3837) 結晶片岩
両端欠損。

石庖丁
E区

包合層
(5934) 結晶片岩

両端欠損。

石庖丁
F区

包合層
(30) 緒晶片岩

両端欠損。

石庖丁 旺Ｐ・・７鱒
(07) (12 94) 結晶片岩

両端欠損。

石庖T
F区
S-18・ 19

包含層

(4185) 結品片岩
両端欠損。

石庖丁 駆Ｐ・・７欝
結晶片岩

両端欠損。

石庖丁

F区
P-17
包含層

(11) (6483) 結晶片岩
両端欠損。

石庖丁

F区
P-14
包合層

(85) (1390) 結晶片岩
上部欠損。

539 石庖丁 醒Ｃ・・５瑯
(77) (2881) 結品片岩

上部欠損。

石庖丁

F区
R-18・ 19

包合層

(653) 結晶片岩
両端欠損。

石庖丁
D区

包合層
(3647) 結品片岩

両端欠損。

石庖丁

F区
R-18,19
包合層

(4549) 結晶片岩
一端欠損。

石庖丁
B区

包含層
(5490) 結晶片岩

両端欠損。

石庖丁

G区
N-20
包含層

(41) (5150) 結晶片岩
両端欠損。

石庖丁

F区
R-16
包合層

(2298) 結晶片岩
両端欠損。

546 石庖丁

G区
P-22
包合層

(3140) 結晶片岩
両端欠損。

石庖丁

E区
O― n
包合層

結晶片岩
両端欠損。
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番号 器 種
点
位
地
層 藤
ω

幅

卿

厚さ
(cm)

重量
(質 )

石 材 傭 考

石庖丁
B区

包合層
(52) (06) (5713) 結品片岩

一端欠損。

石庖丁

F区
P-16
包合層

(103) (60) (7663) 結晶片岩
一端欠損。

550 石庖丁
F区

包含層
(67) (40) (06) (2222〉 サヌカイト

端部狭 りあ り

一端欠損。

石庖丁 包合層 (110) (50) (10) (11648) 結晶片岩
片面に研磨痕あり。

一端欠損。

552 石鎌

F区
O-16
包合層

32 07 サヌカイト
一端欠損。

両制縁,両面に調整加工。

553 石錬

A区
G-11・ 12

包合層

12 87 82 結品片岩
一端欠損。

両側縁,両面に調整加工。

554 石鎌
G区

包合層
67 46 結晶片岩

両側縁片面に調整加工。

555 石鎌

A区
I―-11

包含層

64 75 結晶片岩
両側縁両面調整加工。

556 小形方柱状片刃石斧

G区
O-20
包合層

107 75 結晶片岩
全面に研磨痕。

上部側面 と表面に狭 り施す。

557 柱状片刃石斧

B区
M-17
包合層

366 0 結晶片岩
全面に研磨痕。

558 小形方柱状片刃石斧

A区
D-8
包合層

1940 結晶片岩
全面に研磨痕。

559 柱状片刃石斧

E区
と-8
包含層

(106) (1580) 結晶片岩
上下端部欠損。

表面 と側面に研磨痕。

560 柱状片刃石斧

F区
N-17
包合層

(64) (35) (410) 結晶片岩
上部欠損。

側面に研磨痕。

大形蛤刃石斧

F区
P-15
包含層

(152) (78) (11900) ンレイ岩
上部欠損。

下部に敵打痕。

大形蛤刃石斧
B区

包合層
7) (72) (34) (580 0) 結品片岩

上部欠損。

下部に研磨痕。

側縁に敲打痕。

大形蛤刃石斧

F区′

O-15
包合層

(162) (91) (50) (11400) 片岩
下半部欠損。

全面に敵打痕。

柱状片刃石斧
A区

包含層
73 35 結品片岩

側面に研磨痕。

565 柱状片刃石斧

A区
I-11
包合層

1053 結晶片岩
全面に研磨痕。

566 扁平両刃石斧 醒Ｏ・２‐欝
(71) (51) (11) (8035) 結晶片岩

上部欠損。

全面に研磨痕。

扁平両刃石斧

B区
H-15
包合層

結晶片岩
両面に研磨痕。

扁平両刃石斧

B区
N-15
包含層

(53) (6165) 結晶片岩
上部欠損。

裏面に研磨痕。

扁平両刃石斧
E区

包含層
45 38 22 結晶片岩 両面に研磨痕。
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番号 器 種
地点
層位

長 さ

(cl)
幅
釦 '早

さ
(cm)
重
ロ

石 材 備 考

570 環状石斧

F区
N-16
包合層

7 7 結晶片岩

円柱状石斧 駆０・・６欝
43 67 結晶片岩

両側縁両面に調整加工。

572 円柱状石斧
I区

包含層
(108) (09) (2376) 結晶片岩

下端欠損。

573 円柱状石斧

G区
O-20
包合層

(93) (12) (511) 結晶片岩
上下両端欠損。

円柱状石斧 醒Ｍ・・５鱒
(80) (09) (2765) サヌカイト

上下両端欠損。

小形円柱状石斧 駆Ｍ・・６欝
57 14 29 結晶片岩

下部両面に研磨痕。

576 小形円柱状石斧 醒Ｏ・２０欝
(73) (10) (2190) 結晶片岩

上下両端欠損。

577 小形円柱状石斧

E区
L-10
包合層

(28) (06) (494) 結晶片岩
下部欠損。

両面に研磨痕。

578 小形円極快石斧

A区
I―
-11

包合層

(29) (04) (3 86) 結晶片岩
上部欠損。

両面に研磨痕。

579 小形円柱状石斧

E区
L-9
包合層

(34) (08) (734) 結晶片岩
上部欠損。

両面に研磨度。

580 小形円柱状石斧
C区

包含層
57 17 67 結晶片岩

下部両面に研磨を施 し,刃部作出。

小形円柱状石斧

E区
N-11
包合層

57 19 21 5 結晶片岩
下部両面に研磨痕。

小形円柱状石斧

E区
O-11
包合層

(44) 16 (09) (688) サヌカイト
上部欠損。

下部両面に研磨痕。

石鍬
E区

包合層
194 0 結品片岩

完形。

石錐

E区
M-8
包合層

22 サヌカイト
完形。

石錐

G区
MN-20
包合層

15 サヌカイト
完形。

石錐

G区
LH-20
包合層

(29) (09) (04) (1 サヌカイト
上下端部欠損。

587 叩石

F区
N-16
包合層

960 0 チャー ト
完形。

上下両端に敲打痕。

588 叩石

A区
H-11
包含層

40 750 0 結晶片岩
完形。
片方の側面と下部に散打痕。

589 叩石

E区
L-10
包合層

72 48 540 0 砂岩
卯形の河原石を使用。

上下両側面に敲打痕。

叩石

B区
M-15
包含層

7 4 (6300) 砂 岩
上部欠損。

下部 と両側面に敲打痕。

叩石
I区

包合層
760 0 砂 岩

完形。

側面に部分的に敲打痕。
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番 号 器 種
地点
層位

長 さ

(oll)

幅

伽

厚 さ

(cm)

重量
(g)

石 材 備 考

592 口「 石
F区

包合層
砂 岩

完形。

上面と側面に部分的に敷打痕。

砥石 醒Ｎ一．６鱒
(147) (68) (37) (6500) 砂岩

1/2を欠損。

表面と裏面に研磨演と敲打痕。

砥 石
G区

包合層
(112) (153) (50) (1260_0) 砂 岩

上部欠損。

表面 と裏面に研磨痕。

595 砥石

F区
P-15
包合層

(192) (75) (41) (12000) 結晶片岩
1/2を欠帳。

表面と裏面に研磨痕。

596 祗石

A区
G―■・12

包合層
(172) (109) (58) (13500) 砂岩

下部欠損。

表面に研磨痕。

砥石 駆Ｍ・７欝
(221) (84) (23) (7700) 結晶片岩

1/2を欠損。

表面と裏面に研磨痕。

砥石
E区

包合層
2500 0 結晶片岩

完形。

表面 と裏面に研磨痕。

上下縁に敵打痕。

祗石

F区
Q-15
包合層

23 9 5430 0 砂岩
完形。

表面 と裏面に研磨痕。

砥石

G区
O-20
包含層

71 1650 0 砂 岩

完形。
表面と裏面に研磨痕。

下部に敲打痕。

601 砥石 包合層 (123) (103) (86) (15500) 砂 岩
表面 と裏面に研磨痕。
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第98表  S B 1001出 土遺物観察表

番号 番  種
点
位
地
層 逓
師

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

602 土師器

杯

覆土 口径  190 体部はやや内湾気味に立ち上が

る。日縁部は外反する。日縁端

部はやや とが り気味におさめる

体部外面上位ヘラミガキ。体部

外面中位から底部ヘラケズリ。

日縁部内面ヨヨナデ。体部内面

上位から中位は斜交子状のヘラ

ミガキ (斜放射文 )。 体部内面中

位から底都タテヘ ラミガキ (放

射状文 )。

徴砂粒合 橙色

603 土師器

鉢

覆土 口径 205

器高 m5
体都はやや内湾 しながら立ち上

がる。 日縁部はやや外反する。

日縁端部は九 くおさめる。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 8条/cmの タテハケメのち指

頭圧痕。体部内面タテ方向のイ

タナデ。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

橙色

土師器

鉢

覆土 口径 220 体部はやや外方に傾きながら直
線的に立ち上がる。口縁部はや

や外反する。日縁端部は丸くお

さめる。

体部外面 6条 /ctlの タテハケメ

ロ縁部内面ヨヨナデ。体部内面

タテ方向のイタナデ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

結晶片岩

橙色

土師器

蓑

覆土 日径  128 体部より頸部にかけて内湾 しな

が ら立ち上がる。顕部 より口縁

部にかけてゆるやかに外反する

日縁端部は玉縁状 を呈する。

口縁部外面から体部外面 6条/
cllの タテハケメ。日縁部外面 ヨ

ヨナデ。日縁部内面やや強いコ

ヨナデ。体部内面ヨヨナデのち

指頭圧痕。

l mm弱 の砂粒

含

に難い橙色

土師器

甕

覆土 口径  144 体部 より頃部にかけてやや内湾
気味に立ち上がる。頸部より口

縁端部にかけてゆるやかに外反

する。日縁端都丸 くおさめる。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 9条/cHの タテハケメ。体部

内面タテナデのち寸旨頭圧痕。

1～ 2 mm

砂粒合

石芙

橙色

土師器

甕

覆土 口径 176 体部 より顕部にかけてやや内湾
気味に立ち上がる。頸部 よリロ

縁部にかけてゆるやかにタト反す

る。日縁端部丸 くおさめる。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 6条 /cnのタテハケメ。体部

内面タテ方向のイタナデのち指

頭圧痕。粘土紐痕あり。

l mm大の砂粒

合

石英

赤褐色

土師番

甕

覆土 日径 124
体部最大径

14 9

体部はゆるやかに内湾 しながら

立ち上がる。頃部 よリロ縁部に

向かいゆるやかに外方に屈曲す

る。口縁端部外反する。日縁端

部丸 くおさめる。

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 9条 /cmのタテハケメ。体部

内面板ナデのち指頭圧痕。粘上

鯨 あり。

1～ 31m

砂粒合

石英

結品片岩

橙色

土師器

甕

覆土 底径   6
体部最大径

19 8

底部は九底を呈する。体部は直

線的に立ち上がる。

体部外面9条/cmのタテハケメ 1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

明赤褐色

610 須恵器

身

覆土 口径 120
体部最大径

14 3

口縁部は内傾 して立ち上が り,

端部は丸い。受部はやや上方ヘ

のび端部は九い。底部は浅い。

回転ナデ。 1～ 2 mm

砂粒合

石英

灰白色

須恵器

身

覆上 日径 110
体部最大径

13 1

日縁部は内傾 して立ち上が り,

端部は丸い。受部はやや上方ヘ

のび端部は丸い。

回転ナデ。 i nal弱 の砂粒

合

結晶片岩

灰自色

須恵器

身

覆土 日径 108
体部最大径

13 2

日縁部は内傾 して立ち上が り,

端部は丸い。受部はやや上方ヘ

のび端部は丸い。

回転ナデ。 l mm大の砂粒

合

灰 色

番号 器 種
点
位
地
層 藤
ω

幅

伽
厚 さ

(cl)

重量
(g)

石 材 備 考

石鏃 覆土 27 14 サヌカイト 完形

石錐 覆上 13 サメカイト 完形

石庖丁 覆土 54 36 結晶片岩 完形

両側縁両面に調整加工を

施す。
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第99表  S K l109出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

土師器

甕

覆土 日径 183 体部は内湾 しながら立ち上がる

口縁部はゆるやかに外湾 しなが

ら端部へ向う。日縁端部は九 く

おさめる。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面 8条/cmの タテハケメ。頸部

内面 8条/cmの ココハケメ。体

部内面指頭圧痕。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

明赤褐色

土師器

甕

覆上 口径 160 日縁部はゆるやかに外反 しなが
ら端部へ向う。日縁端部丸 くお

さめる。

口縁部内外面 ヨヨナデ。 1～ 3 mm

砂粒含

橙色

弥生土器

底部

覆土 底径 109 底部は平底を呈する。体部は、
直線的に立ち上がる。

体部外面タテ方向のイタナデ。

体部内面ヨヨナデ。

1-3 mm

砂粒含

石美

(内 )におい橙

色

(外 )橙色

第100表 遺物包含層出土遺物観察表
番号 器  種 地点

層位
法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

土RT器

高台付椀

B区

L-16

包合層

底径 116 高台部は丸 くおさめる。高台部
はやや外方向き。

高台部貼 り付け高台。高台部外

面回転ナデ。高台部内面ナデ。

底部回転糸切 り。

1～ 3 dud

砂粒合

におい橙色

土師器

甕

F区

S-17
包合層

口径 23 1 口縁部 はゆるやかに外反する。

日縁端部は方形におさめる。

日縁部外面ヨヨナデ。頸部外面

8条 /cmのタテハケメ。日縁部

内面 8条/cmの ヨコハケメ。

1～ 2 mm

砂粒含

石芙

結晶片岩

(内 )橙色

(外 )に着い橙

色

土ET器

甕

F区

包合層

口径 156 体部は内湾 しながら立ち上がる
日縁部は直立する。口縁端部は

九 くおさめる。

口縁部内外面ヨコナデ。体都外

面 8条 /cmのタテハケメ。

1-3 mm

砂粒合

石英

にぶい橙色

土師器

甕

E区

し-10

包合層

口径 162 日縁部は「く」の字状に外反す
る。口縁端部はやや内側に拡張

し,平坦におさめる。

口縁部外面ヨヨナデ。頸部外面

10条 /caのタテハケメ。日縁部

内面から頸部内面 8条/cmの ヨ

コハケメ。

1-2 mm

砂粒含

石英

橙色

土師器

甕

E区

L-10

包合層

口径 口縁部は「 く」の字状に外反す

る。口縁端部は丸 くおさめる。

口縁部外面から頸部外面ヨヨナ

デ。体部外面10条 /ctlの タテハ

ケメ。内面ヨヨナデ。

1～ 3 all

砂粒合

石芙

結晶片岩

橙色

土師器

甕

F・ I

中間区

包合層

日径 266 日縁部は「く」の字状に外反す
る。口縁端部は方形におさめる

口縁部外面から頸部外面ヨヨナ

デ。体部外面 9条 /cmのタテハ

ケメ。日縁部内面ヨヨナデ。体

部内面イタナデ。

1～ 2 mm

砂粒合

石芙

結晶片岩

にない赤褐色

上師器

甕

E区

L-10

包合層

口径 198 口縁部は「く」の字状に外反す
る。日縁端部やや尖らせる。

口縁部外面コヨナデ。日縁部外

面から顕部外面 6条 /clのタテ
ハケメ。日縁部内面 7条 /ctlの

ヨコハケメ。頸部内面タテナデ

l mm弱 の砂粒

合

石英

結晶片岩

i曳責橙色

土師器

甕

F区

O-15
包合層

口径 1 体部は直線的に立ち上がる。日

縁部は外方に屈曲する。 日縁端

部は方形におさめる。

体部外面10条 /clnの タテハケメ

ロ縁部内外面ヨヨナデ。

1～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

浅黄橙色

土師器

甕

A区

包合層

口径 150 口縁部は「く」の字状にタト反す
る。口縁端部は丸くおさめる。

H縁部外面ヨヨナデ。体部外面

8条 /cmのタテハケメ。口縁部

内面 8条/cmの ヨコハケメ。体

部内面ヘラケズリ。

ユ～ 3 mm

砂粒含

石英

結晶片岩

桂色

須恵器

杯蓋

A区

G-11
包合層

口径 106 体部外面に施釉。 日縁部は垂直
に下る。日縁端部は丸 くおさめ

る。

内外面 ロクロナデ。 l mm弱 の砂粒

含

(内 )灰 自色

(外 )1こ禁い黄

色

須恵器

杯蓋

I区

包含層

口径  98
体部最大径

11 8

口縁部は外方に立ち上がる。受

部は直線的に外方に傾 く。

内外面  ロクロナデ。 l mm大 の砂粒

含

石英

明青灰色
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番号 各  種
点
位
地
層

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

須恵器

壷

G区

L,M-20

包合層

口径 口縁部は外方へ屈曲する。日縁

端部は上下に拡張し,端面は方

形におさめる。

内外面  ロクロナデ。 1～ 31m

砂粒合

石英

結晶片岩

にない橙色

須恵器

底都

F区

R-16

包合層

底径 44 底部は高台を持つ。 内外面  ロクロナデ。 l mm大の砂粒

含

オリープ灰色

須恵番

底部

A区

D-7

包合層

底径  72 底部は平底を呈する。体部はや
や内湾 しながら立ち上がる。

内外面  ロクロナデ。 1～ 3 1ul

砂粒合

灰 色

須恵番

底部

E区

N-10
底径 119 体部外面に施釉。体部はやや内

湾 しながら立ち上がる。

内外面  ロクロナえ l mm大の砂粒

含

灰 色

須恵器

底部

F区

O-15

包含層

底径  74 底部はハ リツケ高台。 l mfI大 の砂粒

含

石英

灰自色

番号 器 種
地点
層位

法 量 ・ 形 態 ・ 技 法 の 特 徴 備 考

耳環 F区

Q-15
包含層

縦2 4cm,横 2 8cl,断面幅0 6ctl,断面厚0 55tm

重量960g

第101表  S A 1034内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

636 土師質土

器

杯

覆土

P10

口径 138
底径 104
器高  27

底部より日縁部に向い直線的に

立ち上がる。日縁部はやや外反

する。日縁端部は丸 くおさめる

内外面回転ナデ。底部ヘラ切 り 微秒粒合 淡黄色

土師質土

器

/」 皿ヽ

覆土

P ll

底径  68 底部のみ。 内外面回転ナデ。 l mm大の砂粒

合

石央

橙色

638 土師質上

器

鍋

覆土

P2
日径  23 口縁部は頸部で外方に屈曲 して

直線的に立ち上がる。口縁端部

は方形におさめる。

口縁部内外面ヨヨナデのち指頭

圧痕。

l mm大の砂粒

含

石英

褐灰色

639 土師質土

器

鍋

覆土

P2
日径 27 2 口縁部は頃部で外方に屈曲 し,

やや外方に傾 きながら直線的に

立ち上がる。日縁端部は平坦に

おさめる。

口縁部内外面ヨコナデのち指頭

圧痕。体部外面指頭圧痕のちタ

テナデ。

1～ 2 mm

砂粒合

石英

(内 )灰 自色

(外 )黒色

640 土師質土

器

鍋

覆土

P2
日径 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は平坦におさめる

口縁部内外面ヨヨナデ。 l mm大の砂粒

含

石英

(内 )浅黄橙色

(外 )灰褐色

土師質土

器

鍋

覆土

P2
覆土

口径 328 体部は内湾気味に立ち上がる。
日縁部は「 〈」の宇状にタト反す

る。日縁端部は方形におさめる

体部外面指頭圧痕のちタテナデ

日縁部内外面 ヨヨナデ。

1～ 3 mm

砂粒合

石英

(内 )浅黄橙色

(外 )灰褐色

土師質上

器

鍋

覆土

P2
口径 450

器高 147
体部は内湾しながら立ち上がる

日縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は平坦におさめる

日縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面上半甘旨頭圧痕のち粗いナデ。

体部外面下半格子 ロタタキ。体

部内面指頭圧痕のちヨヨナデ。

微砂粒合 (内 )灰 白色

(外 )浅黄橙色

瓦質上器

鍋

覆土

P2
口径 289 体部は内湾気味に立ち上がる。

口縁部はやや外方に傾 く。 日縁

端部は平坦におさめる。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面指頭圧痕。体部内面 ヨコナデ

のち指頭圧痕。

1～ 2 aud

砂粒合

石英

(内 )灰褐色

(外 )黒色

瓦質上器

鏑

覆上

P2
口径 282 口縁部は「く」の字状に外反す

る。日縁端部は平坦におさめる

口縁部内外面 ヨヨナデ。 1～ 3血

砂粒合

石英

灰自色
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番号 器  種 地点
層位

法 量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

上師質上

器

釜

覆土

P2
日径 197 口縁部は内湾 し,体部は半球形

状を呈する。鍔は断面台形状を

呈し,やや上向きにつく。日縁

端部平坦におさめる。

口縁部外面から鍔面 ヨヨナデ。

体部外面指頭圧痕。日縁部内面

から体部内面 ヨヨナデ。

徴砂粒合 にない黄橙色

646 土ET質土

器

三足羽釜

覆土

P2
口径  250 体部は,底部より内湾 しながら

日縁部へ向う。鍔は断面台形状

を呈 し,やや上向きにつく。日

縁端部方形におさめる。

日縁部内外面ヨヨナデのち指頭

圧痕。鍔の上下両面ヨヨナデ。

体部外面上位から中位指頭圧痕

のちヨコナデ。体部外面中位か

ら底部格子ロタタキ。体部内面

指頭圧痕。

側 粒合 にない黄橙色

土師質土

器

三足羽釜

覆土

P2
口径 178
脚台部径

37

体部最大径

22 4

器高 258

体部は半球形状を呈 し, 日縁端

部にいたる。鍔は断面台形状を

呈 しやや上向きにつ く。日縁端

部方形におさめる。脚付 き。

口縁部外面から発二面ヨヨナデ

鍔下面から体部外面中位指頭圧

痕のちタテナデ。体部外面中位

から下位格子ロタタキ。内面 ヨ

ヨナデのち指頭圧痕。

1～ 2 mm

砂粒合

にない黄橙色

第102表  S A 1038内 柱穴出上遺物観察表

番号 番  種
点
位
地
層

法量
(cH)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

648 土師質土

器

杯

覆土

P6
日径119

底径  75
器高  36

体部は外反 しながら立ち上がる

日縁部は外反する。口縁端部は

丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部糸切 り。 l lw大 の砂粒

多合

にない橙色

第103表  S A 1039内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 遼
師

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

土師質土

器

脚部

覆土

P3
体部最大径

36
体都中位より下方にのびる。形

状は円錘状を呈する。

体部全面にケズリ。 1～ 2 mn

砂粒含

石英

浅黄惟色

650 土師質土

器

脚部

覆土

P3
体部最大径

37
体部中位より下方にのびる。形

状は円錘状を呈する。

体部全面にケズリ。 l mm大の砂粒

含

石英

長石

橙色

第104表  S A2001内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層 還
師

形 悪 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

上師質上

器

杯

覆土

P4
口径 112 体部はやや内湾 しながら立ち上

がる。日縁部はやや外反する。

日縁端部丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。 微砂粒合 淡橙色

瓦質土器

鉢

覆土

P4
口径  278 体部は外方へ直線的に立ち上が

る。 日縁端部は平坦におさめる

体部内面6条 /cmの ヨコハケメ 1～ 3 mm

砂粒合

石英

(内 )灰 白色

(外 )明青灰色

磁器

皿

覆土

P5
口径  66 体部内面に施釉。見込み部に沈

線を施す。

体部外面ヘラケズリ l mn大の砂粒

含

石英

明緑灰色 自磁

第105表  S A 2003内 柱穴出土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cr)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

654 土師質土

器

小皿

覆土

P3
口径  90
底径  74
器高  13

体部は直線的に外方へ立ち上が

る。 日縁部は外反する。日縁端

部は九 くおさめる。

内外面回転ナデ。 1～ 2 mm

砂粒含

によい橙色
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第106表  S K 1020出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

655 土師質土

器

皿

覆土 口径 126
底径  86
器高  27

体部はやや内湾 しなが ら立ち上

がる。 日縁端部は九 くおさめる

内外面回転ナデ。底部は糸切 り 砂粒含 (内 )浅黄橙色

(外 )|こ おい橙

色

第107表  S K l189出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

上質師上

器

鍋

覆土 口径  278 H縁部は「 く」の字状に外反す
る。日縁端部は下方に拡張 し,

端面は平坦におさめる。

口縁部外面 ヨヨナデ。 1～ 3 mm

砂粒含

澄色

第108表  S K 1202出 土遺物観察表

番号 各  種 点
位
地
層

法量
(卿 )

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

土師質土

器

杯

±

２

覆

Ｐ

日径  134
底径  49
器高  36

体部は直線的に立ち上がる。日

縁部は外反する。日縁端部は丸

くおさめる。

内外面回転ナデ。底部ヘラ切 り

のち板ナデ。

1-2 mm

砂粒含

にぶい橙色

第109表  S P 1020出 上遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層

法量
(c■ l)

形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備   考

658 土質師
　
　
皿

土

器

小

覆土 径

径

高

口

底

器

口縁部はやや内湾する。日縁端

部は丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。 1-3 mm

砂粒含

に驚い稚色

第110表  S P 1049出 上遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法 量

(cnl)
形 態 の 特 徴 技 法 胎 土 色 調 備  考

上師質土

器

杯

覆上 口径 142

底径  00
器高  29

口縁部は丸 くおさめる。体部は

直線的に立ち上がる。

内外面回転ナデ。 1～ 3 mm

砂粒含

灰自色

第■1表 S P 1054出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法 量

(cnl)
形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

660 須恵質土

巻

こね鉢

覆土 口径 284 体部は外傾しながら直線的に立

ち上がる。口縁端部はやや上方

に拡張する。

内外面回転ナデ。 1～ 2 nn

砂粒含

灰白色 東播糸

第112表  S P 1078出 上遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cI)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 詞 備  考

土師質上

器

皿

覆土 口径 100

底径  62
器高  11

体部はやや外反する。 日縁端部

は丸 くおさめる。

内外面 ヨコナえ 底部ヘラ切 り 微砂粒含 淡橙色

第113表  S P 1098出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(ct)

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

662 土師質土

器

小皿

覆上 径

径

高

口

底

器

口縁部はやや外反する。日縁端

部は丸 くおさめる。

内外面回転ナえ 微砂粒合 黄橙色
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第114表  S P l101出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位

法量

(cm)
形 態 の 特 徴 技 法 丹台        土 色    調 備   考

瓦器

椀

覆上 口径 13 4 口縁端部はやや外反し,丸 くお

さめる。

内外面素】離のため不明。 l mm大 の砂粒

合

(内 )灰 自色

(外 )灰色

磁器

皿

覆土 底径  70 内外面に施釉。内面に櫛による
文様。

微砂粒含 明オリーブ灰

色

青磁

第115表  S P l123出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

665 土質師土

器

椀

覆 土 日径 体部はやや内湾 しながら立ち上

がる。 日縁端部はやや外反 し,

丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。 l mm大 の砂粒

合

i麦黄橙色

第116表  S P l126出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
思位

法慢
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

666 土質師土

器

杯

覆土 日径 口縁端部はやや外反 し,丸 くお

さめる。

内外面回転ナデ。 l mm大 の砂粒

含

i夷黄橙色

土質師土

器

鍋

覆土 日径 328 日縁部は「く」の字状に外反す
る。口縁端部は方形におさめる

日縁部内外面ヨコナデ。 秒位含 明赤褐色

第117表  S P l127出 土遺物観察表

番号 器   種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

668 土質師土

器

皿

覆土 口径  84
底径  66
器高  09

体部は直線的にのびる。口縁端

部は外反 し,丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部ヘラ切 り 砂粒合 灰日色

669 土師質土

器

小皿

覆上 径

径

日

底

日縁部はやや外反する。 日縁端

部は丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。 l mm大 の砂粒 灰自色

第118表  S P l132出 土遺物観察表

番号 器  種 点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備   考

670 土師質土

器

林

覆土 径

径

高

日

底

器

122

8

34

体部は外反する。日縁端部は丸

くおさめる。

内外面回転ナデ。底部回転ヘラ

切 り。

l mm弱 の砂粒

含

灰自色

第119表 SP■ 38出土遺物観察表
番号 器  種

点
位
地
層 遼
ω

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色     調 備   考

瓦質土器

底都

覆土 底部 134 底部は平底を呈する。体部は直
線的にのびる。

体部外面格子ロタタキ。底部外

面ヘラケズリ。内面ヨヨナデ。

微砂粒合 (内 )暗オ リー

ブ灰色

(外 )暗灰色

第120表  S P 1205出 土遺物観察表

番号 器   種
占
空
Ⅳ

地
層 (cm)

形 態 の 特 徴 法技 胎    土 色    調 備  考

瓦器

椀

覆土 径

径

高

口

底

器

142

48
44

体部はやや内湾する。日縁部は

外反する。口縁端部は丸 くおさ

める。底部は貼 りつけ高台。

口縁部内外面ヨヨナデ。体部外

面ユビオサエ。内面ヨコ方向の

粗いヘラミガキ (暗文 )。

l mm大 のひ位

合

石英

灰自色
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第121表  S P 1284出 土遺物観察表

番号 器  種
点
位
地
層

法量
(cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色     調 備  考

土師質土

器

/1ヽ皿

覆土 径

径

高

口

底

器

体部は直線的に立ち上がる。日

縁端部は外反 し,丸 くおさめる

内外面回転ナデ。底部糸切 り。 1～ 3 dm

砂粒合

におい橙色

第122表  S P 1285出 上遺物観察表

第123表  S P 1759出 土遺物観察表

香号 器  種
点
付
地
層

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色     調 備  考

土師質土

器

小皿

覆土 径

径

高

口

底

器

麻部は外反 しながら立ち上がる

日縁端部は外反 し,丸 くおさめ

る。

内外面回転ナデ。 l mm大 の砂粒

合

石英

浅貢橙色

番号 器  種
点
位
地
層 (cm)

形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備   考

675 土師質土

器

皿

覆土 底径  66 底部のみ。 内外面回転ナデ。底部回転ヘラ

切 り。

微砂粒含 浅黄橙色

第124表  S P 1960出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位

法量

(cl)
形 態 の 特 徴 技 法 胎     土 色    調 備  考

676 上師質土

器

小皿

覆土 径

径

高

日

底

器

82
62
10

体部は直線的に立ち上がる。日

縁端部は外反 し,丸 くおさめる

内外面回転ナデ。底部ヘラ切 り 砂粒含 浅黄栓色

第125表  S P 10727出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位

法量
(cn)

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備   考

677 土質師上

器

杯

覆土 日径 104 口縁部は外反する。日縁端部は

九くおさめる。

内外面回転ナデ。 秒粒合 褐色

678 土質師上

器

杯

覆土 底径  82 底部のみ。 内タト面回転ナデ。 砂粒合 に驚い橙色

第126表  S P 10756出 土遺物観察表

番号 器  種 地点
層位 進ｍ

形 態 の 特 徴 技 法 胎    土 色    調 備  考

679 土質師土

器

皿

覆土 底径  64 体部は直線的にのびる。 内外面回転ナデ。底部ヘラ切 り

のち板ナデ。

ユaul大 の砂粒

含

石英

褐 色
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第127表 遺物包含層出上遺物観察表
番号 器   種

点
位
地
層 遼
くｃｍ，

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

土師質土

器

杯

A区

H-15

包含層

日径  152
底径  92
器高  31

体部はやや内湾 しながら立ち上

がる。日縁部はやや外反する。

日縁端部はやや尖る。

肉外面ヨコナデ。底部ヘラ切 り l mm大 の砂粒

合

黒色

土師質土

器

杯

B区

L-17

包合層

日径 132
底径  82
器高  30

体部は直線的に立ち上がる。 口

縁端部は九 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部回転糸切

り。

l mm大 の砂粒

合

浅黄橙色

土師質上

器

杯

G区

M-19

包合層

底径  70 体部は直線的に立ち上がる。 内外面ナデ。 l mm大 の秒位

合

i曳黄橙色

土師質上

器

皿

B区

K-15

包合層

口径

底径

器高

体部は直線的に立ち上がる。 ロ

縁部はやや外湾する。口縁端部

は尖 らせる。

内外面回転ナデ。 l mm大 の秒位

合

灰白色

上師質土

器

杯

B区

L-15

包合層

口径 125
底径  94
恭高  24

日縁部はやや内湾する。 H縁端

部はやや尖らせる。

内外面回転ナデ。 I mm大 の砂粒

合

(内 )1支黄橙色

(外 )灰 自色

上師質土

器

皿

F区

P-18

包含層

口径 128
底径  92
器高  21

体部は直線的に外傾する。日縁

端部はやや拡張 し,丸 くおさめ

る。

内外面回転ナデ。 砂粒合 にない褐色

土師質土

器

小皿

E区

M-10

包含層

口径 150
器高  19

体部は直線的にのびる。口縁部

はやや外反する。日縁端都は丸

くさおめる。底都はやや肥厚し

高台状を呈する。

内外面ナデ。 微砂粒合 橙色

土師質上

器

皿

E区

M-10

包合層

口径 ■ 2
底径  62
器高  15

体部はやや外反 しながら立ち上

がる。日縁部はやや外反する。

日縁端部は丸 くさおめる。

内外面回転ナデ。底部ヘラ切 り 微砂粒合 橙色

土師質上

器

皿

F区

S-19

包合層

口径  83
底径  62
器高  14

体部は直線的に立ち上がる。ロ

縁部は外反する。日縁端部はや

や丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部回転ヘラ

切 り。

1～ 3 mm

砂粒合

灰白色

土師質上

器

皿

A区

F-11

包合層

日径  89
底径  70
器高  11

日縁都はやや外反する。日縁端

部は丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部回転ヘラ

切 り。

l mm大 の砂粒

含

にない橙色

土師質土

器

皿

A区

D-10

包含層

口径  88
底径  68

体部は直線的に立ち上がる。 口

縁端部は丸 くおさめる。

内外面ヨヨナデ。底部ヘラ切 り 1～ 2 mm

砂粒合

浅黄橙色

土師質土

器

皿

F区

S-19

包合層

日径  87
底径  65
器高  13

体部は直線的に立ち上がる。日

縁部は外反する。口縁端部は丸

くおさめる。

底部回転ヘラ切 り 1～ 3 mm

砂粒合

浅黄橙色

上師質上

器

皿

G区

包含層

口径  87
底径  69
器高  14

体部はやや外反 しながら,立ち

上がる。日縁部は外反する。日

縁端部は丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部糸切 り。 微砂粒合 淡橙色

土師質土

器

皿

B区

I―-16

包合層

日径  83
底径  65
器高  13

体部は直線的に立ち上がる。日

縁部はやや外反する。 日縁端部

は丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。底部糸切 り。 微砂粒合 にない橙色

土師質土

器

皿

A区

包合層

口径  70
底径  54
器高  10

体部はやや外反 しながら立ち上

がる。口縁部は外反する。日縁

端部は九 くおさめる。

内外面回転ナデ。 1-3 mm

砂粒合

浅黄橙色

土師質土

器

皿

E区

M-10

包含層

口径

底径

器高

体部は直立気味に立ち上がる。

日縁部はやや外反する。日縁端

部は丸 くおさめる。

内外面回転ナデ。 微腕 合 浅黄橙色

土師質土

器

皿

包含層 口径  78
底径  65
器高  11

体部は直線的に立ち上がる。日

縁部は外反する。 日縁端部は九

くおさめる。

内外面回転ナデ。 l mm大 の砂粒

含

浅黄橙色
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番号 器   種 地点
層位

法量
(cm〉

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備   考

上師質上

器

皿

A区

包含層

底径  83 体部は直線的に立ち上がる。 内外面回転ナデ。底部糸切 り l lul大 の砂粒

含

に鎌い橙色

698 上師質土

器

鍋

F区

包合層

日径 260 口縁部「く」の字状に外反する
日縁端部はやや拡張し平坦にお

さめる。

口縁部内外面ヨヨナデ。 1-3 mm

砂粒含

淡橙色

699 土師質土

器

鍋

D区

包合層

口径 208 体部はやや肉湾 しなが ら立ち上
がる。日縁部はやや内湾する。

日縁端部は凹面を呈 し,丸 くお

さめる。

H縁部内外面ヨヨナデ。 1～ 21m

秒位合

(肉 )橙色

(外 )浅黄橙色

700 土師質土

器

釜

B区

K-17

包合層

口径 250 日縁部は内湾する。鍔部は断面
台形状を呈 しやや上向きに付 く

日縁端部は丸 くおさめる。

口縁部内外面 と鍔にヨヨナデ。

体部外面指頭圧痕のちヨヨナテ

1-3 mm

砂粒合

橙色

土師質土

器

釜

B区

K-17

包合層

日径 264 日縁部は直立する。鍔部は断面

三角形状を呈 し,水平につ く。
日縁端部は丸 くおさめる。

田縁部内外面ヨヨナデ。 l mm弱 の砂粒

含

浅黄橙色

土師質土

器

釜

B区

K-17

包含層

口径   25 口縁部は直立する。鍔部は断面
三角形状を呈 し,やや下向きに

つく。日縁端部は丸 くおさめる

口縁部内外面ココナデ。 微砂粒合 灰白色

土師質土

器

釜

G区

O-12

包含層

口径 252 日縁部はやや内湾する。鍔部は

断面三角形状 を呈 し,やや下向

きにつ く。 日縁端都は丸 くおさ

める。

内外面 ココナデのち士旨頭圧痕。 1～ 3 mm

砂粒合

橙色

土師質土

器

釜

B区

K-17

包合層

口径  159 日縁部はやや内湾する。鍔部は

段面台形状を呈 し,やや下向き

につ く。日縁端部は丸 くおさめ

る。

口縁部外面か ら鍔下ヨコナデ。

体部外面指頭圧痕。内面ヨヨナ

デ。

l mm弱 の砂粒

含

黄橙色

土師質土

器

釜

B区

K-17

包含層

口径  218 口縁都は内湾する。鍔は段面台
形状を呈 し,やや上向きにつ く

口縁端部は丸 くおさめる。

口縁部内外面ヨヨナえ 体都外

面指頭圧痕。

1～ 3 an

砂粒合

にない黄橙色

706 土師質上

器

脚部

D区

包含層

体部最大径

34
体部下半よりのびる。円筒状を

呈する。

ケズリ。 1～ 3 mm

砂粒含

橙色

707 土師質土

器

脚部

B区

包合層

体部最大径

30
体部下半よりのびる。円筒状を

呈する。

ケズリ。 l mm大砂粒合 浅黄橙色

土師質土

器

脚部

B区

K-17

包合層

体部最大径

34
体部下半よりのびる。円筒状を

呈する。

ケズリ。 1～ 3 mm

砂粒合

橙色

土師質土

器

脚部

D区

包合層

体部最大径

28
円筒状を里する。 ケズリ。 1～ 3 mn

砂粒合

明黄褐色

瓦器

椀

F区

包合層

口径 体部はやや内椀 しなが ら立ち上

がる。日縁部はやや外反する。

日縁端部は丸 くおさめる。

体部外面指頭圧痕。体部内面粗

いヨコヘラミガキ (暗文 )。

l mm大の砂粒

含

黒色

瓦器

椀

E区

N-8

包合層

口径   9
底径  34
器高  22

底部は貼 りつけ高台。体部はや

や内湾 しながら立ち上がる。 日

縁部はやや外反する。口縁端部

は丸くおさめる。

体部外面,部分的に指頭圧痕。

体部内面,部分的にヘラミガキ

(暗文 )。

砂粒合 灰色

瓦器

小皿

G区

包合層

口径  95
器高  18

体部はゆるやかに内湾 しなが ら

立ち上がる。日縁部は外反する

日縁部外面に 1条の沈線を施す

日縁端部は丸 くおさめる。

口縁部内外面ヨヨナえ 体部外

面指頭圧痕のち粗いナデ。

徴砂粒合 褐灰色
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番号 器  種
点
位
地
層 避
鰤

形 態 の 特 徴 技 法 土 色 調 備  考

瓦質土器

火鉢

B区

包合層

日径 258 H縁端部はやや拡張 し,丸 くお

さめる。日縁部外面に 1条の沈

線を施す。

内外面 ヨコナデ。 1～ 2m血

砂粒含

(内 )灰 自色

(外 )灰色

須恵質土

器

こね鉢

F区

包含層

口径  234 日縁部内面に強いヨヨナデによ
る沈線を施す。日縁端部は上方

に拡張 し,方形におさめる。

内外面 ヨヨナデ。 l mm大 の砂疱

含

灰自色 東播系

陶器

信鉢

B区

K-17

包合層

口径 274 体部は直線的に立ち上がる。日

縁端部は上下に拡張 し,方形に

おさめる。体部内面に櫛描条線

を施す。

内外面チデ。 l mm大 の砂粒

合

(内 )にない赤

褐色

(外 )明赤褐色

備前窯

陶器

信鉢

B区

包合層

口径  241 日縁端部は下方に拡張 し,先端
部は鋭 く尖る。

内外面回転ナデ。 1～ 4 mm

砂粒含

に漆い赤褐色 備前窯

陶器

種鉢

B区

H・ I―

13・ 14

包合層

口径  240 口縁部は直立する。日縁部内面

に突帯をもつ。口縁端部は丸 く

おさめる。口縁部外面に 2条の

沈線を施す。体部内面に 4条単

位の櫛描条線を施す。

内外面ロクロヨヨナデ。 1-3 an

砂粒合

極暗

赤褐色

備前窯

陶器

橋鉢

B区

K-17

包合層

底径 140 体部は直線的に立ち上がる。体
部内面に 7条単位の櫛描条線を

施す。

体部内外面ロクロナデ。 l mm大 の砂粒

合

(内 )灰褐色

(外 )1こ 鎌い赤

褐色

備前窯

磁器

椀

A区

K耳 16

包合層

日径 日縁端部は外反する。日縁端部

を丸くおさめ,水平にする。体

部内面上位に浅い沈線。

回転ナデ。 l mm大 の砂粒

合

灰白色 白磁

磁器

小壷蓋

E区

包含層

口径  32 身受部に施釉。外面片影 りによ
る文様。

回転ナデ。 l mm大 の砂粒

合

緑灰色 青磁
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写 真 図 版



図版 1

(1)調査区遠景 南より



穀

1子ず
(1)旧石器出土地点完掘状況

(2)剣片出土状況





図版 4

(1)S B 1002遺 物出土状況

(2) S B 1004掘
''下
げ状況



図版 5

(1)S B 1005完掘状況

修)S B 1005遺物出土状況



図版 6

(1)S K 1002、 1003、 1004掘 り下げ状況

12)S K 1005掘 り下げ状況



(1)S K 1022掘 り下げ状況

12)S K 1031掘 り下げ状況



図販 8

(1) S K 1046掘 り
~Fげ
】犬況

(2) S K 1052)己 り
~Fげ
】犬況



図版 9

(1) S K 1063掘 り
~Fげ
1犬況

(2) S K 1063完 !屈】犬況



図版 10

縦

悦
(1) S K 1069掘 り下げイ犬況

Fヽ舌諄娑馬g:2,辞曽と   ,法とこ,髯義重hォ譲蛍確歳霞露髯霧観B鬱離鷲霞選露霞露選簿麟馘霞露騒驚轡浜馬議露議霞錢

(2)S K 1069遺 物出土状況


